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高圧ガス保安協会 

保安専門技術者指導事等事業実施要領

平成10年 1月27日制定 

平成22年 4月 1日改正 

１．目的 

 ＬＰガス消費者保安の高度化を実現する一方策として、保安技術や新技術に対し高度な専門技術 

を有する「保安専門技術者」を養成し、また、保安専門技術者向け情報提供システムにより保安専門

技術者の技術力の維持・向上を図り、この技術者を通じて保安技術等の効率的な移転、普及を行うこ

とにより、ＬＰガス販売事業者、保安機関等ＬＰガス関係事業者が行う自主保安活動を支援するとと

もに、一般消費者等の保安意識の更なる向上を図ることを目的とする。 

２．保安専門技術者 

2.1 保安専門技術の種類 

① ＣＯ中毒事故防止技術

② 埋設管保安高度化技術

③ バルク供給技術

④ 燃焼器設置施工技術高度化

⑤ 集中監視技術

⑥ 大型ガス消費機器設置・保全技術

⑦ 法令指導

⑧ 保安業務指導

⑨ 設備工事施工・維持管理技術

2.2 保安専門技術者 

保安専門技術者は、都道府県ＬＰガス協会（以下「県協会」という｡)から推薦を受けて、高圧

ガス保安協会が行う所定の講習の課程を修了し、「保安専門技術者証」の交付を受けている者と

する。 

2.3 保安専門技術者の公表 

 高圧ガス保安協会は、「ホームページ」において、保安専門技術者の氏名、保安専門技術の種

類、保安専門技術者証番号、所属会社等の所在地の都道府県名を公表する。 
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３．保安専門技術者養成講習 

 3.1 保安専門技術者養成講習の実施 

  保安専門技術者養成講習（以下「講習」という。）は、地域普及事業の円滑な実施を図るため、 

2.1の保安専門技術の種類のうちから適宜選択し実施するものとする。 

 3.2 講習の講師 

 講習の講師は、2.1の保安専門技術の種類について専門的知識・経験を有する者であって、高 

圧ガス保安協会から委嘱された者を充てるものとする。 

 3.3 講習の内容 

   保安専門技術者が講習会又は個別技術指導等の地域普及活動を行うために必要な技術、法令等 

 の習得のための講習内容とする。 

 3.4 講習受講者の推薦 

   講習受講者は、県協会が推薦するものとし、その対象者は当該保安専門技術に関連する経験又 

 は知識を有しており、地域の保安や技術普及などの指導者として地域普及活動を実施できる者と 

 する。 

   なお、ＬＰガス関連団体からの推薦は、上記対象者を当該県協会を通じて行わせるものとする。 

 3.5 講習修了の証明 

   高圧ガス保安協会会長は、講習を修了した者に対し保安専門技術の種類を明記した「保安専門 

 技術者証」を交付する。 

 

４．保安専門技術者への情報提供 

4.1 高圧ガス保安協会は、保安専門技術者の技術力の維持・向上のため、保安専門技術者向け情報

提供システム（ホームページ及びメールマガジン。以下「情報提供システム」という。）により 

保安専門技術者が地域普及活動を行うに必要な情報を提供する。 

4.2 高圧ガス保安協会は、情報提供システムによる電子情報の提供を受けられない保安専門技術者

に対しては印刷物等により情報を提供するものとする。 

 

５．保安技術普及委員会等 

 5.1 講習の基本方針等及び情報提供システムの内容を審議するため、高圧ガス保安協会液化石油ガ 

  ス部に保安技術普及委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 5.2 委員会には、専門的事項を調査審議するため、必要に応じワーキンググループを設けることが 

  できる。 
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 5.3 講習実施に必要なカリキュラムの作成、講義内容等の調整、情報提供システムに関する情報収 

  集、加工等のため、講習の種類ごとに講師による講師会議を開催するものとする。 

   なお、講習を実施しない技術についての講師会議については、情報提供システムに関する審議 

  内容とし、複数の技術について合同で開催することができるものとする。 

 

 

附則 本要領の改訂は、平成13年4月1日から実施する。 

附則 本要領の改訂は、平成14年4月30日から実施する。 

附則 本要領の改訂は、平成15年6月 9日から実施する。 

附則 本要領の改訂は、平成22年4月1日から実施する。 
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ス
の

必
要

性

・
ガ

ス
機

器
の

正
し

い
使

い
方

／
厨

房
機

器
の

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト
と

対
策

・
業

務
用

厨
房

の
事

故
防

止
対

策
に

つ
い

て
／

清
掃

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
ポ

イ
ン

ト
／

Ｃ
Ｏ

濃
度

測
定

方
法

及
び

判
定

基
準

1
5
：
0
0
～

1
5
：
3
0

７
．

保
安

機
器

等
・
家

庭
用

Ｃ
Ｏ

警
報

器
／

業
務

用
換

気
警

報
器

／
警

報
器

を
設

置
し

た
消

費
者

へ
の

周
知

（
3
0
分

）
・
警

報
器

鳴
動

時
の

事
例

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
警

報
器

1
5
：
3
0
～

1
5
：
4
5

８
．

周
知

・
燃

焼
器

の
正

し
い

取
扱

い
方

法
に

関
す

る
周

知

（
1
5
分

）
・
警

報
器

を
設

置
し

た
お

客
様

へ
の

周
知

・
業

務
用

厨
房

で
の

清
掃

及
び

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

1
5
：
4
5
～

1
6
：
0
0

９
．

ま
と

め
、

質
疑

応
答

、
教

材
紹

介
等

（
1
5
分

）
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資
料
２
－
４

平
成

２
９

年
度

　
保

安
専

門
技

術
者

養
成

講
習

（
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

（
講

習
日

程
：
1
日

）

時
　

  
 間

科
　

　
　

　
目

内
容

・
ポ

イ
ン

ト
等

0
9
：
5
0
～

1
0
：
0
0

 ガ
イ

ダ
ン

ス
・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

講
習

概
要

等
の

説
明

（
事

務
局

）

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

１
．

最
近

の
自

然
災

害
状

況
と

１
４

の
対

応
策

・
最

近
の

自
然

災
害

発
生

下
に

お
け

る
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
係

機
関

等
の

対
応

状
況

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
設

備
の

被
害

状
況

等
の

実
態

（
6
0
分

）
・
「
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

作
成

に
至

る
経

緯

・
「
東

日
本

大
震

災
を

踏
ま

え
た

今
後

の
液

化
石

油
ガ

ス
保

安
の

在
り

方
に

つ
い

て
（
経

済
産

業
省

審
議

会
部

会
報

告
書

）
」
に

つ
い

て

1
1
：
0
0
～

1
2
：
0
0

２
．

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

設
備

の
災

害
対

策
強

化
・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事

業
所

に
お

け
る

安
全

対
策

（
6
0
分

）
・
一

般
消

費
者

に
お

け
る

安
全

対
策

・
各

地
で

の
取

組
み

（
高

知
県

の
指

導
基

準
）

1
3
:0

0
～

1
4
:0

0
３

．
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
に

係
る

体
制

整
備

・
組

織
の

編
成

等

（
6
0
分

）
・
災

害
対

策
組

織
の

現
状

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事

業
者

等
の

防
災

体
制

・
災

害
対

策

・
平

常
時

の
対

策
と

災
害

発
生

時
の

活
動

に
つ

い
て

（
各

組
織

の
役

割
）

・
一

般
消

費
者

等
へ

の
保

安
啓

発
、

情
報

収
集

の
意

義

・
中

核
充

て
ん

所
の

現
状

（
３

４
４

カ
所

）

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
４

．
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
の

災
害

対
策

の
実

態
・
緊

急
対

応
、

応
急

点
検

、
復

旧
活

動

（
6
0
分

）
・
都

道
府

県
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
協

会
等

の
防

災
体

制
・
災

害
対

策

・
災

害
時

相
互

応
援

に
つ

い
て

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
ビ

デ
オ

の
説

明

1
5
:0

0
～

1
6
:0

0
５

．
フ

リ
ー

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
・
講

習
す

る
地

域
に

お
け

る
災

害
対

策
つ

い
て

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

（
6
0
分

）
・
一

般
消

費
者

等
に

お
け

る
防

災
対

策

・
災

害
対

策
バ

ル
ク

の
導

入
事

例

・
日

頃
か

ら
の

防
災

対
策

に
つ

い
て

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
の

応
急

供
給

に
関

す
る

対
策

・
自

治
体

と
の

防
災

協
定
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31 Ｄ２９０３０ 長井 伸弥 (一社)愛媛県ＬＰガス協会 愛媛県

32 Ｄ２５０２１－２９ 江口 哲朗 (一社)佐賀県ＬＰガス協会 佐賀県

33 Ｄ２５０２０－２９ 小柳 一英 (一社)佐賀県ＬＰガス協会 佐賀県

34 Ｄ２９０３１ 猿渡 久人 はとや商店 熊本県

35 Ｄ２９０３２ 米村 伸介 (株)晃栄 熊本県

36 Ｄ２９０３３ 野仲 匠 (一社)熊本県ＬＰガス協会 熊本県

37 Ｄ２９０３４ 宮本 健太郎 (一社)熊本県ＬＰガス協会 熊本県

38 Ｄ２９０３５ 猿渡 俊雄 (一社)福岡県ＬＰガス協会 福岡県

別紙５ 

講習終了時アンケート調査結果
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7
5

9
5

5
5

3
8

2
6
3

0

１
、
講

習
会
全
般

人
数

％
人

数
％

人
数

％
人

数
％

人
数

％

①
良

く
理

解
で
き
た

2
2
4

6
0
%

2
9
1

6
2
%

2
8
3

6
4
%

9
3

6
1
%

8
9
1

6
2
%

②
あ
る
程
度
理
解
で
き
た

1
1
4

3
0
%

1
6
0

3
4
%

1
3
4

3
0
%

5
3

3
5
%

4
6
1

3
2
%

③
難
し
か
っ
た

3
1

8
%

0
0
%

8
2
%

0
0
%

3
9

3
%

④
無
回
答

7
2
%

1
8

4
%

1
5

3
%

6
4
%

4
6

3
%

２
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
イ
ン
グ
（
重
複
可
）

人
数

％

①
難
し
か
っ
た

0
0
%

②
役

だ
っ
た

0
0
%

0
0
%

④
無
回
答

0
0
%

３
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
重
複
可
）

人
数

％
人

数
％

①
難
し
か
っ
た

7
1
9
%

7
1
9
%

②
役
に
立
っ
た

1
8

5
0
%

1
8

5
0
%

3
3

9
2
%

3
3

9
2
%

④
無
回
答

3
8
%

3
8
%

４
、
講

師
を
す
る
場
合
気
を
つ
け
る
点
（
重
複
可

）
人

数
％

人
数

％
人

数
％

人
数

％
人

数
％

①
事
例
を
用
い
て
説
明
す
る

5
9

7
9
%

7
5

7
9
%

4
5

8
2
%

2
7

7
1
%

2
0
6

7
8
%

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
等

を
活

用
2
9

3
9
%

2
7

2
8
%

2
1

3
8
%

1
3

3
4
%

9
0

3
4
%

③
わ
か
り
や
す
い
言
葉
遣

い
4
2

5
6
%

5
3

5
6
%

2
3

4
2
%

1
7

4
5
%

1
3
5

5
1
%

④
ビ
デ
オ
を
活
用
す
る

1
4

1
9
%

1
6

1
7
%

2
9

4
9
%

2
2

5
8
%

8
1

3
1
%

⑤
体
験
談
を
交
え
る

2
9

3
9
%

4
5

4
7
%

1
4

2
5
%

1
9

5
0
%

1
0
7

4
1
%

⑥
事
故
事
例
を
説
明
す
る

3
0

4
0
%

5
2

5
5
%

3
9

7
1
%

1
1

2
9
%

1
3
2

5
0
%

⑦
そ
の

他
0

0
%

3
3
%

0
0
%

1
3
%

4
2
%

⑧
無
回
答

0
0
%

1
1
%

1
2
%

0
0
%

2
1
%

研
　
修
　
修
　
了
　
者
　
数

平
成

２
９
年

度
　
保

安
専

門
技

術
者

指
導

等
事

業
　
保

安
専

門
技

術
者

養
成

講
習

修
了

時
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果

③
意
見
交
換
や
他
人
の
意
見
が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た

（
左

）
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
　

（
右
）
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
累
計
数

講
　
習
　
回
　
数

5

Ｃ
Ｏ
中

毒
事

故
防
止
技
術

　
合

　
　
計

③
意
見
交
換
や
他
人
の
意
見
が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た

5

7
5

9
5

5
5

2
6
3

3
8

5
2
0

科
　

　
目

　
法

令
指

導
保

安
業

務
指

導
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策

5
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平成２９年度 

保安専門技術者養成講習（法令指導） 

講習アンケート調査票 

会 場： 合 計 

日 程： 

該当する事項に○を、（  ）内にはお考えをご記入ください。 

Ⅰ．講習に関するものについて 

１． この講習を受けられての感想について 

(1) 講習全般について

科 目 
良く 

理解できた 

ある程度 

理解できた 
難しかった 無回答 

 ＬＰガス法 44 26 4 1 

 販売事業者が行う申請等 41 25 7 2 

 販売事業者の役割と責務 43 26 5 1 

 保安業務 51 16 6 2 

 液化石油ガス設備工事 45 21 7 2 

ご意見欄（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。）

・全てが分かり易く簡潔だった。

・講師先生の体験談を交えて、大変分かりやすかった。

・２講師とも丁寧に講義をしてくださった。

・基本的に講師の人達の説明はとても聞き取り易かった。

・話はとても聞き易かった。

・テキストや事例、体験談を踏まえた内容で大変わかりやすかった、今後、自分が講師をするにあたって良い見本となった。

・実体験を基に、熱心に説明して頂き事故の恐ろしさを感じさせて頂いた、大変良かった

・保安業務指導でＰＰを活用した説明が良かった。

・時間も適当だと思う

・休憩は、仕事のＴＥＬもしたいので１０分は欲しい。

・テキスト以外にも経験談やもう少し踏み込んだ内容についてもお聞かせいただければと思う。

・分かりやすい説明だったが、内容が豊富で一度に全て理解することは大変に感じた、しっかり復習したい。

・実際の申請書類、帳簿、届等の例を用いていただければ理解が深まると感じた。

・一日という限られた時間であった為、少し急ぎめの説明であったと感じた。

・時間内での理解はなかなか厳しい、もっと勉強が必要と感じた。

・詰め込み感があるので2日にわけてもいいのでは

・すごく分かり易くて良かった、欲を言えば、もう少し講習時間が長くても良かった（あと1～2時間くらい）。

・法改正部分を詳しく聞きたかった。

・法について色々な法がごちゃごちゃになりわからなくなったので、今後の課題にしていきたいと思う。

・承継等のことをよりくわしく説明していただき、とてもためになった。

・販売事業承継一部譲渡について難しいと感じた、理解しきれなかった。

・販売事業の登録で提出先の違いが別々の為、あまり理解できなかった。

・認識していない事項等があり、具体的な説明が大変勉強になった

・今回は法改正に伴う液石法が全て対処していなかった事もあるが、改めて講習を聞きながら、本当に望んだ事（確認すること）が

でき、よかった

・今後出来ることならば、上記改正時点等の理解を液石法に併せて対応して頂ければ幸いです（法の改正部分のみ）

・今回講師が説明として使用されたＰＰ等はダウンロード・資料提供いただけないか？

・テキストが見やすい、解り易かった。

・配布資料やテキストには他には掲載されていないものが多いため学習用として欲しい。

・平成30年度のテキスト（法令指導）には、「一部継承」や「ガス事業法の整合化等の内容」を反映して欲しい。

受講番号
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２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか（重複可） 

① 事例を用いて説明する  59名 

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 29名

③ わかりやすい言葉遣い 42名 

④ ビデオを活用する 14名 

⑤ 自分の体験談をまじえる 29名 

⑥ 事故事例を説明する 30名 

ご意見欄 

・講習会で利用できる最新の映像や事故事例及び対策等をもっとWebｻｲﾄ等への提供をお願いしたい。

・しっかり勉強してから講師等に臨みたい。

・教育用のビデオの紹介をお願いします。

・一部想像がつかない部分があったため（→①事例を用いて説明する）

・業務中は営業と工事等の現場で従事しているので、自分の体験談を交えながら講義したいと思う。

・その他、周りにいる講師経験のある人にやり方や注意点等を教えてもらい参考にする。

・体験したことを交えながら話すと良いと思う。

・各分野の新しいＤＶＤが欲しい、ＰＰデータもあると便利。

・言葉づかいは非常に大事だと思う。本日2名の講師の方はさすがに非常にわかり易かったので見習いたいと思う。

・聞きやすさと退屈させないように意識したい。

・プロジェクターで使えるデータが欲しい。

・販売事業者は法令集を日頃、見る機会が少ない為、極力法令から話をすることにしている。

・テキストの作成時期を早くして欲しい（講習を夏期に実施するよう要望が多数）

・販売店自体が充分理解している箇所、法律が改正され理解されていない事もある。それらは②③を活用する、通常的な事例集は⑥

等を活用していく
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・テキストの作成時期を早くして欲しい（講習を夏期に実施するよう要望が多数） 

・販売店自体が充分理解している箇所、法律が改正され理解されていない事もある。それらは②③を活用する、通常的な事例集は⑥

等を活用していく 

 

平成２９年度 

 保安専門技術者養成講習（保安業務指導） 

講習アンケート調査票 

会 場：    合  計       

日 程：               

該当する事項に○を、（  ）内にはお考えをご記入ください。 

Ⅰ．講習に関するものについて 
１．この講習を受けられての感想について 

（１）講習全般について 

科 目 
良く 

理解できた 

ある程度 

理解できた 
難しかった 無回答 

 供給設備の点検 66 27   

 消費設備の調査 63 29 1 1 

 ヒヤリハット事例 52 37  1 

 周知 58 33  1 

 緊急時連絡・ 緊急時対応 52 34  6 

 
ご意見欄（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。） 

 

・講義内容がすばらしかった。 

・消費設備の調査については範囲が広く難しい、後日復習をしたい。 

・幅広いテーマだったが、要点を熱意を込めて講義いただき、勉強になった。 

・エアコン室外機の代表的なものの人気判定リストがあると助かる。 

・すごくわかり易く良かった。 

・時間があまりない。時間が足りなかった （2名）。  

・もっと長時間聞きたかった。 

・時間がもう少しあったら良いと思った（全体的にもう少し詳しく聞きたかった） 

・広義の内容であったので、少々駆け足になったが、復習という意味でのチェックとなった 

・時間的制限もあり全体が予定通り行かなかった所もあるが、これは我々講師の講習会も同じであり、講習の範囲を考えて行うべき。 

・講習時間配分と講習科目数を検討した方がよい。 

・ヒヤリハットをもう少し長く説明して欲しかった。 

・経験が浅く給排水の種類が難しかった。 

・説明はとてもわかりやすく、実例も含めてはよかったが時間の関係上かけ足となってしまったのは残念 

・要点が不明瞭であったり、曖昧な表現があった。 

・すばらしい手本のような講習だった。 

・講師の方の説明がわかりやすかった。 

・講習内容については、深さ、なりたち、講習するポイント、人に伝わるにはどうする事が必要なのかを盛り込んで欲しい。 

・テキスト（ＫＨＫ）の内容はよく出来ていると思うが、出来ればそれぞれのテキストを作成した方の話を聞く機会があれば受けて

みたい。特に点検調査のテキストはよく出来ていると思うが、他のテキストにおいても法令の条項と照合出来るような注意書きが

あればもっと良いと思う。 

・細かい所の説明も多くあり役に立った。 

・ＰＰを活用した説明が良かった。 

・法改正を説明された時の資料を頂きたかった 

・質問時間等あればよかった 

・ＤＶＤなど画像をもっと見たい。 

・講習内容と資料がリンクしていないものがあった。 

 

受講番号 
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２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可） 

① 事例を用いて説明する   75名 

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する  27名 

③ わかりやすい言葉遣い   53名 

④ ビデオを活用する   16名 

⑤ 自分の体験談をまじえる  45名 

⑥ 事故事例を説明する   52名 

⑦ その他    3名 

 

ご意見欄 
・今後一層勉強してから行いたい。 

・自分の言葉で話すことが大事だと思う。 

・参考にしたい。 

・教科書の文字をみているだけでは気づかない部分も、事例や体験談で色々気づく事があった。 

・地域の講習会の際に近年 YouTube の映像を使用している、特に事故事例の映像については、ニュースや事故の際の取り扱われ

方など具体的で反応がよいと思える。できれば、公式で普及事業用の映像を使えればと思う。 

・勉強になった、もっと多くの知識を学び今後に役立てたいと思う。 

・プロジェクターを使用して同じ内容の資料を受講者に配布する場合は照明を暗くする為、手元が見づらくなる（講習によってまち

まちだが）したがって、同じ内容の資料を配布する場合はプロジェクターを使用せず、正面に立って講義する方が良いと思う。 

・他で受講した保安講習の資料を利用する 

・資料のどこを参照するのか（しているのか）明確に示しながら 

・多少のジョークを交える、途中質問をする（眠けざまし） 

・対話形式にして眠くならないような講習 
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平成２９年度 

保安専門技術者養成講習 

（ＣＯ中毒事故防止技術） 

講習アンケート調査票 

会 場：   合   計      

日 程：              

該当する事項に○を、（  ）内にはお考えをご記入ください。 

Ⅰ．講習に関するものについて 

１．この講習を受けられての感想について 

（１）講習全般について 

科   目 良く理解 ある程度理解 難しかった 無回答 

燃焼とＣＯ中毒の基礎知識 42 13   

燃焼器の設置工事 29 24 1 1 

厨房における給排気 36 16 2 1 

ＣＯ中毒事故事例等 39 14 1 1 

安全装置のある燃焼器への交換促進 33 19 1 2 

業務用厨房機器での事故防止 38 14 1 2 

保安機器等 34 18 1 2 

周知 32 16 1 6 

 

ご意見欄（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。） 

 

・ＣＯの物性のうち空気に対する比重についての説明をしている、家庭用と業務用で警報器の設置位置が異なることに

ついての理解を深めるために言及されては如何でしょう 

・今回の講義を受講し、いかに現場の経験が大事かわかった 

・ＣＯ中毒のメカニズムについて、知らない事が色々あったが今回の講習で理解することができた 

・ＬＰガス安全管理マニュアルの再発行を望む。 

・時間が足りないように感じた。（３名） 

・後半かけ足になり理解度が薄れてしまった 

・現場の状況が難しいと感じる、写真を活用しなければ言葉に重みが感じられないかもしれない。 

・業務用厨房の写真はたくさん見せてもらってよかった 

 ・換気警報器の説明を聞くことができ良かった 

 

受講番号 
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２．今後、地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか （重複可） 

  

      無回答：2 名 

①  事例を用いて説明する   45 名 

②  プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 21 名 

③  わかりやすい言葉遣い   23 名 

④  ビデオを活用する   29 名 

⑤  自分の体験談をまじえる   14 名 

⑥  事故事例を説明する   39 名 

⑦  その他（             ） 0 名    

 
 

ご意見欄 

・使用者（お客様）の認識や理解力が現代では低いと感じている、こちらも一生懸命説明しても軽い返事しかもらえないの

で、今後の課題だと感じている。 

・自分の地域における業務用厨房を実際に訪問し、現場確認での気づいた点や要望等を講習の際に紹介してみたい。 

・最新機器の情報も伝えながら、安全・保安について伝えたいと思う。 

・販２の法令講習ではＯＨＰ資料を準備してもらっているが、地域保安指導事業の講習でも用意して欲しい。 

・画像資料、ＰＰの提供があるとありがたい。 

－ 74 －



  
２．今後、地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか （重複可） 

  

      無回答：2 名 

①  事例を用いて説明する   45 名 

②  プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 21 名 

③  わかりやすい言葉遣い   23 名 

④  ビデオを活用する   29 名 

⑤  自分の体験談をまじえる   14 名 

⑥  事故事例を説明する   39 名 

⑦  その他（             ） 0 名    

 
 

ご意見欄 

・使用者（お客様）の認識や理解力が現代では低いと感じている、こちらも一生懸命説明しても軽い返事しかもらえないの

で、今後の課題だと感じている。 

・自分の地域における業務用厨房を実際に訪問し、現場確認での気づいた点や要望等を講習の際に紹介してみたい。 

・最新機器の情報も伝えながら、安全・保安について伝えたいと思う。 

・販２の法令講習ではＯＨＰ資料を準備してもらっているが、地域保安指導事業の講習でも用意して欲しい。 

・画像資料、ＰＰの提供があるとありがたい。 

  
平成２９年度 

保安専門技術者養成講習 

（ＬＰガス災害対策） 

講習アンケート調査票 

会 場：   合  計       

日 程：              

該当する事項に○を、（  ）内にはお考えをご記入ください。 

Ⅰ．講習に関するものについて 
１．この講習を受けられての感想について 

（１）講習全般について 

科   目 良く理解 ある程度理解 難しかった 無回答 

14の対応策 22 15  1 

ＬＰガス設備の災害対策強化 24 12  2 

ＬＰガス災害対策に係る体制整備 21 15  2 

ＬＰガスの災害対策の実態 22 11  1 

 

ご意見欄（例えば、難しいと感じたり、改善して欲しいと思った「カリキュラム、講義、テキスト」等の該当部分を具体的にご記入ください。）・ 

 

・体験を交えての説明で分かりやすかった 

・災害に対する意識が高まった 

・災害の状況は資料映像でよく理解できたが、体制整備などは紙の資料では漠然としていて実感が得られなかった 

・マニュアルの内容が少し難しくなかなか頭に入ってこない部分があった 

・社内にて勉強会を開き、突然の災害へ備えたい 

・対策マニュアル内容を実際に生かすか、いかに説明をしているか 

・フリーディスカッションの時間をもう少し多くしてもよいと思った 

・ビデオ活用でわかり易いし、集中して話を聞く事ができた 

・ガス放出防止型高圧ホースで三重県の台風、鳥取地震で有効であったとお話しがあったが、どのような状況で有効であっ

たのか必要 

・情報収集 

 

（２）フリーディスカッションについて （重複可） 

① 難しかった  0 名 

② 役に立った  24名  

③ 意見交換や他人の意見が聞けて参考になった  25名 
 

ご意見欄 

・貴重なお話が聞けた 

・他の受講者と直接は話をする時間がもっと欲しかった 

・減災の為の備えの必要性 

・他の意見、対応策が聞けた 

・とても良かった 

・他社の災害に対する行動などが役に立った  

・新たな意見、取組みが聞けた 

・他事業者の話が聞けて参考になった、情報交換の場として活用できた。 

・ハザードマップを参考にする等 

・まだまだ対策等が足りないと感じた（訓練等） 

 

 

 

受講番号 
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・各会社の取組を聞く事ができ、大変参考になった 

・他社の意見を参考に自社へ取り入れたい 

・災害対策の認識を再確認することができた 

・時間をもう少し増やして、いろいろな意見を聞きたかった 

・災害の中の情報収集なり対応の難しさを痛感した 

・もっとディスカッションの時間がほしい 

 

 

２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可） 

① 事例を用いて説明する   27 名 

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 13 名 

③ わかりやすい言葉遣い   30 名 

④ ビデオを活用する   18 名 

⑤ 自分の体験談をまじえる  19 名 

⑥ 事故事例を説明する   19 名 

⑦ その他      2 名 

【大きい声で、自分失敗例など】 

 

ご意見欄 

・新しいＤＶＤを作成してほしい 

・映像は受講者の興味をひくものを用意したい 

・体験談を交えて話ができれば、なお良いと思う 

・自分の言葉でかみくだいて話をする 

・自らの体験を分かりやすく説明できるよう、気をつけなければと思った 

・PP 資料、DVDが欲しい 

・実際の映像をみてもらうことによって現実味をわかってもらいたい 

・保安対策マニュアルのビデオを活用したい 
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・各会社の取組を聞く事ができ、大変参考になった 

・他社の意見を参考に自社へ取り入れたい 

・災害対策の認識を再確認することができた 

・時間をもう少し増やして、いろいろな意見を聞きたかった 

・災害の中の情報収集なり対応の難しさを痛感した 

・もっとディスカッションの時間がほしい 

 

 

２．今後地域普及事業で講師をする場合、どういうところに気をつけますか。（重複可） 

① 事例を用いて説明する   27 名 

② プロジェクター、ＯＨＰ等を活用する 13 名 

③ わかりやすい言葉遣い   30 名 

④ ビデオを活用する   18 名 

⑤ 自分の体験談をまじえる  19 名 

⑥ 事故事例を説明する   19 名 

⑦ その他      2 名 

【大きい声で、自分失敗例など】 

 

ご意見欄 

・新しいＤＶＤを作成してほしい 

・映像は受講者の興味をひくものを用意したい 

・体験談を交えて話ができれば、なお良いと思う 

・自分の言葉でかみくだいて話をする 

・自らの体験を分かりやすく説明できるよう、気をつけなければと思った 

・PP 資料、DVDが欲しい 

・実際の映像をみてもらうことによって現実味をわかってもらいたい 

・保安対策マニュアルのビデオを活用したい 

 

別紙６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

講 習 テ キ ス ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．ＬＰガス販売事業の手引き【新旧対照表】 

２．保安業務ガイド「点検・調査」【新旧対照表】 

３．保安業務ガイド「周知」【新旧対照表】 

４．保安業務ガイド「緊急時対応・緊急時連絡」【新旧対照表】 

５．保安業務ガイド「ヒヤリハット」【新旧対照表】 

６．ＣＯ中毒事故防止技術【新旧対照表】 

７．ＬＰガス災害対策マニュアル【新旧対照表】 
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、
そ

の
料
金

そ
の

他
の

一
般

消
費
者
等

の
負

担

と
な

る
も

の
の

算
定

根
拠
を

通
知

す
る

こ
と

。
 

④
 

販
売

契
約

解
除

の
申

し
出

に
対
し

、
販

売
事

業
者

所
有

設
備
の

取
扱

い
は

正
し

く
行

う
こ
と

。
 

以
下

、
省

略
 

■
供

給
、

取
引

関
係
 

①
～

②
 

省
略
 

新
設
 

  ③
 

販
売

契
約

解
除

の
申

し
出

に
対
し

、
販

売
事

業
者

所
有

設
備
の

取
扱

い
は

正
し

く
行

う
こ
と

。
 

以
下

、
省

略
 

・
F
Y
28

版
P.
2
0 

・
規

則
第

1
6
条

1
5
の

2
号
（

経
済

産
業

省
令

第
８

号
 
平
成

2
9
年

2
月

2
2
日

制
定

）
と

の
整

合
 

P
.2

0 
■

バ
ル
ク

貯
槽
 

①
 

バ
ル

ク
貯

槽
は

規
定

に
基

づ
き
検

査
を

行
う

こ
と

。（
バ

ル
ク
貯

槽
及

び
附

属
機

器
等

の
検
査
に
つ
 
 
 

い
て

は
、

巻
末

（
5
3
頁

）
の
参

考
資
料

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。）

 

②
 

略
 

■
バ

ル
ク

貯
槽
 

①
 
バ
ル

ク
貯

槽
は

規
定

に
基

づ
き
検

査
を

行
う

こ
と

。（
バ

ル
ク
貯

槽
及

び
附

属
機

器
等

の
検
査
に
つ
 
 
 

い
て

は
、

巻
末

（
4
6
頁

）
の
参

考
を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。）

 

②
 

略
 

・
F
Y
28

版
P.
2
0 

 

P
.2

0 
（

２
）
質

量
販

売
の

可
能

な
場

合
 

（
２

）
質

量
販

売
の

可
能

な
場

合
 

・
F
Y
28

版
P.
2
0 

本
書
籍

の
電
子
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ

）
を
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保

安
技
術
者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
」
の
「
地
域
保

安
指
導
事

業
用
等

テ
キ
ス
ト
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
、
無
償
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も

本
書
籍

の
印
刷
、
刊
行
等
を

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

ま
た
、

こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
は
、
保
安
教

育
用
教
材
と
し
て
「

学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
、
「
事
故
事
例

研
究
」

、

「
安
全

機
器
の
原
理
と
構
造

等
」
、
「
ビ
デ
オ
資
料
」
な
ど
の
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ

も
掲
載
し
て
お
り
、
無
償
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
本
書
籍

と
併
せ
、
こ
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
も
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い

。
 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
【
Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:/
/
ww
w
.l
pg
pr
o
.g
o.
j
p/

）
】
 

 

本
テ
キ

ス
ト
の
電
子
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ

）
を
「
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術
者
向
け
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
」
の
「
地
域
保
安
指

導
事
業

用
等
テ
キ
ス
ト

」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
て
い
ま
す

。
ま
た
、
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
は
、
保
安
教
育

用
教
材

と
し
て
「
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
、
「

事
故
事
例
研
究
」
等

を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

 

こ
れ
ら

の
テ
キ
ス
ト
及
び
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ

は
無
償
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
で
き
ま

す
の
で
、

本
テ
キ
ス

ト
と
併

せ
、
こ

の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
も

是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
【
Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:/
/
ww
w
.l
pg
pr
o
.g
o.
j
p/

）
】
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下
か
ら

 

3
行
目

 
（

質
量
販

売
時

の
注

意
事

項
等

に
つ
い

て
は

巻
末

（
5
2
頁
）

の
参
考

資
料

を
参

照
し

て
く

だ
さ
い

。）
 

（
質

量
販

売
時

の
注

意
事

項
等

に
つ
い

て
は

巻
末

（
4
8
頁
）

の
参
考

資
料

を
参

照
し

て
く

だ
さ
い

。）
 

・
誤

植
の

修
正
 

P
.2

2 
①

貯
蔵

能
力

1
,
0
0
0
k
g未

満
（

容
器

）
 

イ
～

へ
 

省
略

 

ト
 

Ｓ
型
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ
等

(
＊
)
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ
と

。
 

②
貯

蔵
能
力

1
,
00
0
k
g
以
上

3
,
0
0
0
kg

未
満

（
容

器
）
 

 
イ

～
リ

 
省

略
 

ヌ
 

上
記

①
の

ニ
、
ホ
、
ヘ
に

適
合
す

る
こ

と
及

び
Ｓ

型
マ

イ
コ
ン

メ
ー

タ
(
＊
) 又

は
同
等

の
機
能
を

有
す

る
設

備
を

設
置

す
る

こ
と

。
 

①
貯

蔵
能

力
1
,
0
0
0
k
g未

満
（

容
器

）
 

イ
～

へ
 

省
略

 

ト
 

Ｓ
型

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
等
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

②
貯

蔵
能
力

1
,
00
0
k
g
以
上

3
,
0
0
0
kg

未
満

（
容

器
）
 

 
イ

～
リ

 
省

略
 

ヌ
 

上
記

①
の

ニ
、

ホ
、

ヘ
に

適
合
す

る
こ

と
及

び
Ｓ

型
マ

イ
コ
ン

メ
ー

タ
又

は
同

等
の

機
能
を

有

す
る

設
備

を
設

置
す

る
こ

と
。
 

・
F
Y
2
8版

P
.2
2 

・
規

則
第

18
条

22
号
イ
（
経
済

産
業

省
令

第
3
3
号
 
平
成

2
9年

3
月
31

日
制

定
）

を
明

示
 

・
例

示
基
準

第
44
節
（

2
01
7
03
1
6
商

局
第

9号
 
平
成

2
9年

3月
3
1日

付

け
）

を
明

示
 

＊
：
 

異
常

な
ガ

ス
流

量
を

検
知

し
た

と
き

に
自

動
的

に
ガ

ス
の

供
給

を
停

止
す

る
機

能
及

び
そ

の
旨

の
表

示
を

行
う

機

能
を

有
す

る
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
（

例
示

基
準

第
4
4
節

（
2
01
70
31
6
商

局
第

9
号

 平
成

29
年

3
月

3
1
日

付
け

）
に

定

め
る

機
能

を
有

し
た

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

）
 

新
設
 

P
.2

9 
下
か
ら

 

7
行
目

 

③
無

線
等

の
通

信
手

段
を

利
用

し
た
集

中
監

視
シ

ス
テ

ム
を

設
置
し

、
緊

急
時

に
は
一
般

消
費
者

等
の

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
遮

断
弁

を
遠

隔
遮
断

で
き

る
こ

と
。
 

③
無

線
等

の
通

信
手

段
を

利
用

し
た
集

中
監

視
シ

ス
テ

ム
を

設
置
し

、
緊

急
時

に
は

一
般

諸
費
者

等
の

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
遮

断
弁

を
遠

隔
遮
断

で
き

る
こ

と
。
 

・
F
Y
28

版
P.
2
9 

・
誤

植
の

修
正
 

P
.3

0  
（

２
）
保

安
確

保
機

器
の

設
置

及
び
管

理
の

方
法

（
規

則
第

4
6
条

）
 

①
 
（

1）
保

安
確

保
機

器
の
種

類
①
～

③
ま

で
の

機
器

に
あ

っ
て
は

告
示

で
定

め
る

方
法

に
よ
り

設
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

②
 

液
化

石
油

ガ
ス

販
売

事
業

者
が
液

化
石

油
ガ

ス
の

販
売

契
約
を

締
結

し
て

い
る

一
般

消
費
者

等
の

う
ち
、
上
記

①
の

方
法

に
基

づ
き
保

安
確

保
機

器
が

設
置

さ
れ
て

い
る

一
般

消
費

者
等
（
認

定
対

象
消

費
者

）
の

割
合

が
告

示
で
定

め
る

割
合

（
7
0
％
）

以
上
で

あ
る

こ
と

。
 

③
 
（

1）
保

安
確

保
機

器
の
種

類
③
の

機
器

を
設

置
し

て
い

る
者
は

常
時

当
該

機
器

を
監

視
す
る

者
を

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

特
定
保

安
情

報
を

監
視

し
て

い
る
こ

と
。
 

④
 

認
定

対
象

消
費

者
の

供
給

設
備
及

び
消

費
設

備
に

設
置

さ
れ
て

い
る
（

1）
保

安
確
保

機
器
の

種
類

①
及

び
④

の
保

安
確

保
機

器
に
は

告
示

に
定

め
る

も
の

が
設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

（
２

）
保

安
確

保
機

器
の

設
置

及
び
管

理
の

方
法

（
規

則
第

4
6
条

）
 

①
 
（

2）
保

安
確

保
機

器
の
種

類
①
～

③
ま

で
の

機
器

に
あ

っ
て
は

告
示

で
定

め
る

方
法

に
よ
り

設
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

②
 

液
化

石
油

ガ
ス

販
売

事
業

者
が
液

化
石

油
ガ

ス
の

販
売

契
約
を

締
結

し
て

い
る

一
般

消
費
者

等
の

う
ち
、
上
記

①
の

方
法

に
基

づ
き
保

安
確

保
機

器
が

設
置

さ
れ
て

い
る

一
般

消
費

者
等
（
認

定
対

象
消

費
者

）
の

割
合

が
告

示
で
定

め
る

割
合

（
7
0
％
）

以
上
で

あ
る

こ
と

。
 

③
 
（

2）
保

安
確

保
機

器
の
種

類
③
の

機
器

を
設

置
し

て
い

る
者
は

常
時

当
該

機
器

を
監

視
す
る

者
を

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

特
定
保

安
情

報
を

監
視

し
て

い
る
こ

と
。
 

④
 

認
定

対
象

消
費

者
の

供
給

設
備
及

び
消

費
設

備
に

設
置

さ
れ
て

い
る
（

2）
保

安
確
保

機
器
の

種
類

①
及

び
④

の
保

安
確

保
機

器
に
は

告
示

に
定

め
る

も
の

が
設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

・
F
Y
28

版
P.
3
0 

・
誤

植
の

修
正
 

P
.3

2 
 

      

・
F
Y
28

版
P.
3
2 

・
誤

植
の

修
正
 

P
.3

3 
4
行
目

 
［

参
照

：
下

図
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事

業
者

の
見

直
し

①
（

P
.6
2）

］
 

［
参

照
：

下
図

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

見
直

し
①

（
P
.3
4）

］
 

・
F
Y
28

版
P.
3
3 

・
誤

植
の

修
正
 

P
.3

3 
下
か
ら

 

1
行
目

 

［
参

照
：

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事

業
者

の
見

直
し

③
（

P.
64
）、

参
考

（
認

定
液

化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者

の
点

検
・

調
査

の
周

期
）］

 

［
参

照
：

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事

業
者

の
見

直
し

③
（

P.
36
）、

参
考

（
認

定
液

化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者

の
点

検
・

調
査

の
周

期
）］

 

・
F
Y
28

版
P.
3
3 

・
誤

植
の

修
正
 

追
加

特
例

 

①
緊

急
時

対
応

の
要

件
の

さ
ら

な
る

緩
和

 
→

 
60

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

以
内

を
同

要
件

に
適

合
し

て
い

る
と

み
な

す
。

 
②

10
年

に
１

回
以

上
の

頻
度

の
緩

和
対

処
を

除
い

た
４

年
に

１
回

以
上

と
さ

れ
て

い
る

定
期

供
給

設
備

点
検

及
び

定
期

消
費

設
備

調
査

の
頻

度
の

緩
和

 
→

 
５

年
に

１
回

以
上

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
［
参
照
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
見
直
し
②
（

P.
3
5）
］

 

追
加

特
例

 

①
緊

急
時

対
応

の
要

件
の

さ
ら

な
る

緩
和

 
→

 
60

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

以
内

を
同

要
件

に
適

合
し

て
い

る
と

み
な

す
。

 
②

10
年

に
１

回
以

上
の

頻
度

の
緩

和
対

処
を

除
い

た
４

年
に

１
回

以
上

と
さ

れ
て

い
る

定
期

供
給

設
備

点
検

及
び

定
期

消
費

設
備

調
査

の
頻

度
の

緩
和

 
→

 
５

年
に

１
回

以
上

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
［
参
照
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
見
直
し
②
（

P.
6
3）
］
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P
.3

6   

申
請

書
の

提
出

先
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。
 

申
請

区
分

 
申

請
書

の
提

出
先

 

１
の

都
道

府
県

区
域

内
に

設
置

さ
れ

る
販

売
所

の
一

般
消

費
者

等
に

つ
い

て
保

安
業

務
を

行
う

場
合

 

当
該

都
道

府
県

知
事

 

１
の

産
業

保
安

監
督

部
の

区
域

内
で

あ
る

が
、
本

部
と

支
部

の
ど

ち
ら

か
一

方
の

区
域
（

従
来

の
経

済
産

業
局

の
区

域
内

）
に

２
以

上
の

都
道

府
県

に
設

置
さ

れ
る

販
売

所
の

一
般

消
費

者
等

に
つ

い
て

保
安

業
務

を
行

う
場

合
 

当
該

産
業

保
安

監
督

部
長

 

又
は

支
部

長
＊
 

１
の

産
業

保
安

監
督

部
の

区
域

内
で

あ
っ

て
本

部
と

支
部

と
の

双
方

の
区

域
に

設
置

さ
れ

る
販

売
所

の
一

般
消

費
者

等
に

つ
い

て
保

安
業

務
を

行
う

場
合

 

産
業

保
安

監
督

部
長

 

２
以

上
の

産
業

保
安

監
督

部
の

区
域

内
に

設
置

さ
れ

る
販

売
所

の
一

般
消

費
者

等
に

つ
い

て
保

安
業

務
を

行
う

場
合

 

経
済

産
業

大
臣

 

＊
申
請
書
の
宛
先
は
、「

産
業
保
安
監
督
部
長
」
と
す
る
。
 

申
請

先
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。
 申

請
区

分
 

申
請

書
の

提
出

先
 

１
の

都
道

府
県

区
域

内
に

設
置

さ
れ

る
販

売
所

の
一

般
消

費
者

等
に

つ
い

て
保

安
業

務
を

行
う

場
合

 

当
該

都
道

府
県

知
事

 

１
の

産
業

保
安

監
督

部
の

区
域

内
で

あ
る

が
、
従

来
の

経
済

産
業

局
の

区
域

内
で

２
以

上
の

都
道

府
県

に
設

置
さ

れ
る

販
売

所
の

一
般

消
費

者
等

に
つ

い
て

保
安

業
務

を
行

う
場

合
 

当
該

産
業

保
安

監
督

部
長

 

又
は

支
部

長
 

１
の

産
業

保
安

監
督

部
の

区
域

内
で

あ
っ

て
本

部
と

支
部

双
方

の
区

域
に

設
置

さ
れ

る
販

売
所

の
一

般
消

費
者

等
に

つ
い

て
保

安
業

務
を

行
う

場
合

 

産
業

保
安

監
督

部
長

 

２
以

上
の

産
業

保
安

監
督

部
の

区
域

内
に

設
置

さ
れ

る
販

売
所

の
一

般
消

費
者

等
に

つ
い

て
保

安
業

務
を

行
う

場
合

 

経
済

産
業

大
臣

 

 

・
F
Y
28

版
P.
4
0 

・
表

記
の

精
度
 

P
.3

6  
■
例

 

■
例

 

保
安

業
務

の
委

託
 

申
請

書
の

提
出

先
 

青
森

県
の

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
青

森
県

知
事

 

青
森

県
と

岩
手

県
に

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
関

東
東

北
産

業
保

安
監

督
部

東
北

支
部

長
＊
 

青
森

県
と

東
京

都
に

あ
る

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
関

東
東

北
産

業
保

安
監

督
部

長
 

青
森

県
と

北
海

道
に

あ
る

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
経

済
産

業
大

臣
 

＊
申
請
書
の
宛
先
は
、「

産
業
保
安
監
督
部
長
」
と
す
る
。
 

■
例

 

保
安

業
務

の
委

託
 

申
請

書
の

提
出

先
 

青
森

県
の

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
青

森
県

知
事

 

青
森

県
と

岩
手

県
に

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
関

東
東

北
産

業
保

安
監

督
部

東
北

支
部

長
 

青
森

県
と

東
京

都
に

あ
る

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
関

東
東

北
産

業
保

安
監

督
部

長
 

青
森

県
と

北
海

道
に

あ
る

販
売

所
か

ら
保

安
業

務
を

受
託

す
る

 
経

済
産

業
大

臣
 

 

・
F
Y
28

版
P.
4
0 

・
初

版
時

（
平
成

1
8
年

）
か
ら

の
記

載
内
容

を
変

更
す

る
。
 

・
 

P
.3

7  
5
行
目

 

「
保

安
機

関
の

認
定

及
び

保
安

機
関
の

保
安

業
務

規
程

の
認

可
に
係

る
運

用
及

び
解

釈
に

つ
い
て

」
通

達
［

2
01
3
0
20
8
商

局
第

３
号
 
平

成
2
5
年
３
月

2
9
日

制
定
（

2
0
1
61
2
16

商
局

第
3
号

 平
成

28
年

1
2
月

27
日
改

正
）
］
「
別

添
 

保
安
業

務
規

程
の

記
載

例
に

つ
い
て

」
を

参
考

に
し

て
く

だ
さ
い

。
 

「
保

安
機

関
の

認
定

及
び

保
安

機
関
の

保
安

業
務

規
程

の
認

可
に
係

る
運

用
及

び
解

釈
に

つ
い
て

」
通

達
（
平
成

2
5
年

３
月

2
9
日
付

け
 
20
1
3
02
0
8
商

局
第

３
号

）「
別
添

 
保

安
業

務
規

程
の

記
載
例
に

つ
い

て
」

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い
。
 

・
F
Y
28

版
P.
4
1 

・
通
達
（

20
1
6
12
1
6
商

局
第

3
号

 
平

成
2
8
年

1
2
月

27
日
改

正
）
と

の
整

合
化
 

P
.4

0 
2
行
目

 
７

．
認
定

行
政

庁
の

変
更

の
届

出
 

 
保

安
業

務
を

実
施

す
る

販
売

事
業
者

の
販

売
所

の
所

在
地

が
行
政

単
位

を
越

え
る

場
合

は
、
･
･
･ 

７
．

認
定

行
政

庁
の

変
更

の
届

出
 

 
保

安
業

務
を

実
施

す
る

販
売

事
業
者

の
販

売
所

の
所

在
地

が
行
政

単
位

を
超

え
る

場
合

は
、
･
･
･ 

・
F
Y
28

版
P.
4
4 

・
誤

植
の

修
正
 

P
.4

2 
 

下
か
ら

 

6
行
目

 

注
）

報
告

様
式

に
つ

い
て

は
、

通
達
（

別
添

４
）

規
則
第

1
3
2
条
（

報
告

）
関

係
「

保
安

業
務
実

施
状

況
報

告
（

様
式

２
）
」
を

参
照
。
 

*
1 

平
成

2
8
年

６
月

８
日

改
正
（

保
安

業
務

に
係

る
一

般
消

費
者

等
の

数
と

し
て

完
了

数
、
拒

否
数

及
び

不
在

数
の

記
載

欄
の

追
加

等
）

 

*
2 

平
成

2
8
年

12
月

27
日

改
正
（

周
知

を
実

施
し

た
一

般
消

費
者

の
数

と
し

て
、
書

面
配

布
、
電

子
メ

ー
ル

、
フ

ァ
イ

ル
記

録
、

記
録

媒
体

の
記

載
欄

の
追

加
）
 

注
）

報
告

様
式

に
つ

い
て

は
、

通
達
（

別
添

４
）

規
則
第

1
3
2
条
（

報
告

）
関

係
「

保
安

業
務
実

施
状

況
報

告
（

様
式

２
）
」
を

参
照
。
 

 
 

（
保

安
業

務
に

係
る

一
般

消
費
者

等
の

数
と

し
て

完
了

数
、
拒

否
数
、
不

在
数

及
び

通
知
数
の
記

載
欄

の
追

加
等

）
 

 
 

平
成

28
年
６

月
８

日
改
正
 

 

・
F
Y
28

版
P.
4
6 

・
通
達
（

20
1
6
12
1
6
商

局
第

2
号

 
平

成
2
8
年

1
2
月

27
日
付

け
）
と

の
整

合
 

 

P
.4

9 
５

．
特
定

工
事
 

（
１

）
特

定
ガ

ス
消

費
機

器
の

設
置
又

は
変

更
の

工
事

（
以

下
、「

特
定

工
事

」
と

い
う
。
）
を
施

工
す

る
と

き
は

、
ガ

ス
消

費
機

器
設

置
工
事

監
督

者
の

資
格

を
有

す
る
者

が
自

ら
行

う
か

、
又

は
実
地

に
監

督
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。（

特
監

法
第

３
条

）
 

 

（
２

）
特

定
工

事
を

行
っ

た
場

合
に
は

、
工

事
終

了
後

、
正
し

い
施
工

が
行

わ
れ

た
こ

と
を

確
認
し

｢特

定
工

事
事

業
者

の
氏

名
又

は
名

称
及
び

連
絡

先
｣
、
「
ガ

ス
消

費
機
器

設
置

工
事

監
督

者
（

液
化
石

油
ガ

ス
設

備
士

）
の

氏
名

及
び

資
格
証

の
番

号
」

及
び

「
施

工
内
容

及
び

施
工

年
月

日
」

を
記
載

し
た

表
示

ラ
ベ

ル
を

当
該

特
定

工
事
に

係
る

特
定

ガ
ス

消
費

機
器
の

見
や

す
い

場
所

に
貼

付
し
な

５
．

ガ
ス

消
費

機
器

設
置

工
事

監
督
者
 

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

の
設

置
又

は
変
更

の
工

事
を

施
工

す
る

と
き
は

、
ガ

ス
消

費
機

器
設

置
工
事

監
督

者
の

資
格

を
有

す
る

者
が

自
ら
行

う
か
、
又
は

実
地
に

監
督
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。（

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

の
設

置
工

事
の

監
督
に

関
す

る
法

律
第

３
条

）
 

な
お

、
液

化
石

油
ガ

ス
設

備
士

は
、
ガ

ス
消

費
機

器
設

置
工

事
監
督

者
の

資
格

が
あ

り
ま

す
。
 

そ
し

て
、

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

の
設
置

工
事

又
は

変
更

工
事

を
行
っ

た
場

合
に

は
、

工
事

終
了
後

正
し

い
施

工
が

行
わ

れ
た

こ
と

を
確
認
し
た

後
、

｢特
定
工
事

事
業
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
連
絡

先
｣
、「

ガ
ス
消

費
機

器
設

置
工

事
監
督

者
（

液
化

石
油

ガ
ス

設
備
士

）
の

氏
名

及
び

資
格

証
の
番

号
」

及
び

「
施

工
内

容
及

び
施

工
年

月
日
」

を
記

載
し

た
表

示
ラ

ベ
ル
を

当
該

特
定

工
事

に
係

る
特
定

ガ

・
F
Y
28

版
P.
5
3～

5
4 

・
Ｃ

Ｏ
テ

キ
ス

ト
と

の
整

合
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け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。（
特
監
法

第
６
条

）
 

 （
３

）
特

定
工

事
に

お
け

る
燃

焼
器
交

換
時

の
場

合
に

は
、

既
存
の

排
気

筒
が

技
術

上
の

基
準
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
上

で
、
表

示
ラ

ベ
ル

の
施

工
内

容
欄
に

「
機

器
交

換
」

と
明

記
し
、

既
に

貼
付

さ
れ

て
い

る
表

示
ラ

ベ
ル
に

重
な

ら
な

い
位

置
に

新
た
に

貼
付

し
ま

す
。
 

 （
４

）
特

定
工

事
に

係
る

詳
細

は
、
巻

末
の

参
考
資
料

「
特

監
法
の

あ
ら

ま
し

」
を

参
照

し
て
く

だ
さ

い
。
 

以
下

、
削

る
。
 

ス
消

費
機

器
の

見
や

す
い

場
所

に
貼
付

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん
。（

特
定
ガ

ス
消

費
機
器

の
設
置
工

事
の

監
督

に
関

す
る

法
律
第
６

条
）
 

表
示

ラ
ベ

ル
は

、
特

定
ガ

ス
消

費
機
器

の
設

置
工

事
又

は
変

更
工
事

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
燃
焼

器
本

体
と

排
気

筒
の

見
や

す
い

位
置
に

貼
付

し
、

ま
た

、
燃

焼
器
交

換
時

に
は

既
存

の
排

気
筒
が

技

術
上

の
基

準
に

適
合

し
て

い
る

こ
と
を

確
認

し
た

上
で

、
表

示
ラ
ベ

ル
の

施
工

内
容

欄
に

「
機
器

交

換
」
と

明
記

し
、
既

に
貼

付
さ
れ

て
い
る

表
示

ラ
ベ

ル
に

重
な

ら
な
い

位
置

に
新

た
に

貼
付

し
ま
す
。 

新
設
 

 以
下

、
省

略
 

 
参

考
の
表

紙
 

【
別

紙
参

照
】
 

新
規
 

 

P
.5

5 
 

下
か
ら

 

1
行
目

 

参
考

 
バ

ル
ク

貯
槽

及
び

付
属

機
器
等

の
検

査
 

 
 

２
．

告
示

検
査

に
向

け
た
体
制

準
備
 

バ
ル

ク
貯

槽
及

び
附

属
機

器
等

の
告
示

検
査

に
向

け
た

体
制

準
備
に

つ
い

て
は

、
平

成
29

年
度
に

経
済

産
業

省
か

ら
発

出
さ

れ
た

液
化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者

等
保
安

対
策

指
針

に
お

い
て

、
民
生

用

バ
ル

ク
供

給
シ

ス
テ

ム
に

使
用

さ
れ
て

い
る

バ
ル

ク
貯

槽
及

び
附
属

機
器

等
の

い
わ

ゆ
る

2
0
年

検

査
に

係
る

経
済

産
業

省
、

高
圧

ガ
ス
保

安
協

会
等

の
検

討
状

況
の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、
液

化

石
油

ガ
ス

法
施

行
規

則
、
公
示

及
び
高

圧
ガ

ス
保

安
協

会
規

格
を
確

認
し
、
20

年
検

査
に

関
す
る
具

体
的

な
計

画
の

策
定

及
び

そ
の

準
備
に

着
手

す
る

よ
う

、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス

販
売

事
業

者
等

に
対

し
て
要

請

が
行

わ
れ

ま
し

た
。
 

参
考

 
バ

ル
ク

貯
槽

及
び

付
属

機
器
等

の
検

査
 

 ２
．

告
示

検
査

に
向

け
た

準
備

等
 

バ
ル

ク
貯

槽
及

び
附

属
機

器
等

の
告
示

検
査

に
向

け
た

体
制

準
備
に

つ
い

て
は

、
平

成
26

年
度
に

経
済

産
業

省
か

ら
発

出
さ

れ
た

液
化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者

等
保
安

対
策

指
針

に
お

い
て

、
民
生

用

バ
ル

ク
供

給
シ

ス
テ

ム
に

使
用

さ
れ
て

い
る

バ
ル

ク
貯

槽
及

び
附
属

機
器

等
の

い
わ

ゆ
る

2
0
年

検

査
に

係
る

経
済

産
業

省
、

高
圧

ガ
ス
保

安
協

会
等

の
検

討
状

況
の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、
高

圧

ガ
ス

保
安

協
会

規
格

を
参

考
に

2
0
年

検
査

に
関

す
る

具
体
的

な
計
画

の
策

定
及

び
そ

の
準

備
に
着

手
す

る
よ

う
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

販
売

事
業
者

等
に

対
し

て
要

請
が

行
わ
れ

ま
し

た
。
 

・
F
Y
28

版
P.
5
5 

P
.5

5 
～

5
7 

参
考

 
特

監
法

の
あ

ら
ま

し
 

【
別

紙
参

照
】
 

新
規
 

・
Ｃ

Ｏ
テ

キ
ス

ト
（

P
.1
5
～
17
）
 

P
.5

8 
～

6
0 

参
考

 
ガ

ス
機

器
設

置
工

事
に

係
る
資

格
に

つ
い

て
 

【
別

紙
参

照
】
 

新
規
 

 

P
.6

1 
～

 
P

.6
4 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

皆
さ

ま
へ
 

（
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
）
 

P
.
3
5
～
P
.
38

か
ら

移
動
 

・
F
Y
28

版
P.
3
5～

3
8 

 

背
表
紙

 
奥

付
（
平

成
２

９
年

度
版

）
 

奥
付

（
平

成
２

８
年

度
版

）
 

・
年

度
替

わ
り

に
よ

る
更

新
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 保
安
業
務

ガ
イ
ド

【
点
検

・
調
査

】
（
新
旧
対
照
表
）

 

 【
注
】
２
９
年
度
版
（
改
訂
版
）
は
、
編
集
の
都
合
か
ら
頁
繰
り
が
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
新
旧
対
照
表
で
は
、
頁
等
の
欄
に
２
９
年
度
版
（
新
版
）
の
頁
を
、
備
考
欄
に
平
成
２
８
年
度
版
（
旧
版
）
の
頁
を
各
々
記
載
し
て
い
る
。

 

2
0
1
7/

0
７

/
28

 

頁
等

 
２
９
年
度
版

 
２
８
年
度
版

 
備

 
考

 

は
 

じ
 

め
 

に
  

下
か
ら

 

1
行
目

 

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関

す
る

法
律

（
昭

和
４

２
年

１
２

月
２

８
日

法
律
第
１
４
９
号
、
以
下
、「

液
化
石
油
ガ
ス
法
」
と
い
う

。
）

は
、
平

成
８

年
３

月
３

１
日

に
改

正
法

が
公
布
さ
れ
、
平
成
９
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に

よ
り

保
安

機
関

制
度

が
創

設
さ

れ
、

３
年
間
の
経
過
措
置
期
聞
を
経
て
、
平
成
１
２
年
４
月
１
日
よ

り
全

面
施

行
さ

れ
ま

し
た

。
そ

れ
以

後
、

保
安
機
関
の
専
業
化
に
よ
る

保
安
技
術
の
高
度
化
、
保
安
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

等
、

液
化

石
油

ガ
ス

に
よ

る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
保
安
業
務
の
的
確
な
遂
行
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

平
成
８
～
１
１
年
度
で
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
に
お
け
る
保

安
業

務
７

区
分

に
つ

い
て

、
主

と
し

て
「

法

規
編
」
を
解
説
し
た
資
料
を
作
成
し
、
法
令
の
周
知
・
徹
底
を

図
っ

て
参

り
ま

し
た

が
、

平
成

１
２

年

度
よ
り
保
安
業
務
区
分
ご
と
に
業
務
手
順
を
解
説
し
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク
と

し
て

『
保

安
業

務
ガ

イ
ド

』

を
作
成
し
、
シ
リ
ー
ズ
化
し
ま
し
た
。

 

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
保
安
機
関
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事

業
者

が
保

安
業

務
を

的
確

に
遂

行
す

る

た
め
に
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
し
て
纏
め
て
お
り
ま

す
の

で
、

活
用

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す
。
 

本
書
の
編
集
等
に
つ

い
て

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
事
故
は
、
マ
イ
コ
ン
メ
ー
夕
、
ヒ
ュ
ー
ズ
ガ

ス
栓

及
び

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
等

の
安

全
器

具
の
普
及
に
よ
り
、
消
費
者
ミ
ス
に
よ
る
事
故
が

大
幅
に
減

少
し

ま
し

た
が

、
販

売
事

業
者

（
保

安
機

関
）
の

不
適
切
な
措
置
や
維
持
管
理
に
問
題
の
あ
る
事
故
が
多

く
見

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、『

点
検
・
調

査
』

の
適
切
な
実
施
と
基
準
に
適
合
し
な
い
設
備
の
改
善
等
、
維
持

管
理

を
適

切
に

実
施

す
る

こ
と

が
求

め

ら
れ
て
い
ま
す

。
 

こ
の
た
め
、
平
成
１
２
年
度

の
通
商
産
業
省
委
託
事
業
に

お
い

て
保

安
業

務
区

分
の

「
周

知
」、

「
緊

急
時
連
絡
」
及
び
「
緊
急
時
対
応
」
に
関
す
る
保
安
業
務
ガ
イ

ド
を

各
々

作
成

し
ま

し
た

が
、

平
成

１

３
年
度
の
経
済
産
業
省
委
託
事
業

に
お
い
て
保
安
業
務
区
分
の

「
供

給
開

始
時

点
検

・
調

査
」、

「
容

器

交
換
時
等
供
給
設
備
点
検
」、
「
定
期
供
給
設
備
点
検
」
及
び

「
定

期
消

費
設

備
調

査
」

に
関

す
る

保
安

業
務
ガ
イ
ド
と
し
て
「
点
検
・
調
査
」
を
作
成
し
、
本
シ
リ
ー

ズ
に

追
加

し
ま

し
た

。
 

本
書
は
、
保
安
機
関
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

が
「

点
検

・
調

査
」

時
に

実
施

す
べ

き
、

法
令
で
規
定
さ
れ
た
事
項
及
び
保
安
の
確
保
に
必
要
不
可
欠

と
考

え
ら

れ
る

事
項

に
つ

い
て

、
よ

り
具

体
的
な
業
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
と
り
ま
と
め
て

お
り

ま
す

が
、
法

令
改

正
に

伴
う

改
訂

、

年
度
替
わ
り
に
伴
う
更
新
等
を
適
宜
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

  な
お
、
本
書

で
の
法
令
条
文
等
は
、
平
成
２
９
年
４
月
１
日

時
点

の
法

令
を

基
に

し
て

お
り

ま
す

。
 

 

液
化

石
油

ガ
ス

の
保

安
の

確
保

及
び

取
引

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

は
、

平
成

８
年

３
月

３
１

日
に

改
正

法
が

公
布

さ
れ

、
平

成
９

年
４

月
１

日
よ

り
施

行
さ

れ
ま

し
た

。
 

 こ
の

法
律

改
正

に
よ

り
創

設
さ

れ
た

保
安

機
関

制
度

も
定

着
し

、
更

な
る

保
安

技
術

の
高

度
化

及
び

保
安

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
等

、
液

化
石

油
ガ

ス
に

よ
る

災
害

を
防

止
す

る
た

め
に

保
安

業
務

の
的

確
な

遂

行
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

         

ま
た

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
の

事
故

は
、

マ
イ

コ
ン
メ

ー
夕

、
ヒ

ュ
ー

ズ
ガ

ス
栓

及
び

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
等

の

安
全

器
具

の
普

及
に

よ
り

、
消

費
者

ミ
ス

に
よ

る
事

故
が

大
幅

に
減

少
し

ま
し

た
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
販

売
事

業
者

（
保

安
機

関
）

の
不

適
切

な
措

置
や

維
持

管
理

に
問

題
の

あ
る

事
故

が
多

く
見

ら
れ

、『
点

検
・
調

査
』
の

適
切

な
実

施
と

基
準

に
適

合
し

な
い

設
備

の
改

善
等

、
維

持
管

理

を
適

切
に

実
施

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

本
ガ

イ
ド

に
は

、
保

安
機

関
が

『
点

検
・

調
査

』
時

に
実

施
す

べ
き

、
法

令
で

規
定

さ
れ

た
事

項
及

び
保

安
の

確
保

に
必

要
不

可
欠

と
考

え
ら

れ
る

事
項

に
つ

い
て

、
よ

り
具

体
的

な
業

務
上

の
ポ

イ
ン

ト

を
わ

か
り

や
す

く
と

り
ま

と
め

て
い

ま
す

。
 

      

保
安

機
関

並
び

に
液

化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者

の
的

確
な

『
点

検
・

調
査

』
業

務
遂

行
の

参
考

と
し

て
本

ガ
イ

ド
を

活
用

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

な
お

、
本

テ
キ

ス
ト

で
の

法
令

条
文

等
は

、
平

成
２

８
年

６
月

末
時

点
の

法
令

を
基

に
し

て
お

り
ま

す
。

 

・
他

の
「

保
安

業
務

ガ
イ

ド
」
と

の
整

合
 

・
年

度
変

わ
り

よ
る

更
新

 

・
奥

付
と

の
整

合
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P
.3

表
1
-
1

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
認

定
保

安
事

業
者

の
点

検
回

数
を

記
載

 

P
.4

表
1
-
2

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
認

定
保

安
事

業
者

の
点

検
回

数
を

記
載

 

P
.5

表
1
-
3

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
認

定
保

安
事

業
者

の
点

検
回

数
を

記
載

 

P
.6

表
1
-
4
 

表
1
-
5

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
認

定
保

安
事

業
者

の
点

検
回

数
を

記
載

 

P
.７

最
後

※
機
器
類
の
維
持
管
理
は
、
参
考

資
料
の

「
１
．
保
安
点
検

器
具

の
維

持
管

理
例

」
(
P.

8
6
)を

参
照

し

て
く
だ
さ
い
。

新
規

 

P
.8

６
．
点
検
・
調
査
の
業
務
に
お
け
る
相
関

 

図
1
-2
 

省
略

 

参
考
 

▼
販
売
事
業
者
は
、

以
下
省
略

※
点

検
・

調
査

の
業

務
フ

ロ
ー

は
、

参
考

資
料

の
「

２
．

保
安

機
関

の
点

検
調

査
業

務
フ

ロ
ー

図
(
例

)
」

(
P
.
9
0
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

６
．

点
検

・
調

査
の

業
務

に
お

け
る

相
関

 

図
1
-2
 
省

略
 

参
考

 

販
売

事
業

者
は

、
 

以
下

省
略

 

・
本

文
側

に
参

考
を

参
照

す
る

た
め

の
見

出
し

を
作

成
 

P
.9

3
行
目

Ａ
２

 
保
安
機
関
が
期
限
管
理
す
る
方
法
と
し
て
以
下
の
方

法
が

考
え

ら
れ

る
。

 

消
費
者
ご
と
に
基
準
月
日
を
設
け
、

そ
の
基
準
日

の
前

４
ヶ

月
以

内
に

実
施

す
れ

ば
、

基
準

月
日
に
実
施
し
た
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
（
平
成
２
９
年

４
月

１
日

よ
り

）
。
一

般
に
、
基

準
月

日

は
供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
の
実
施
月
日
と
な
る

。
【
規

則
第

3
6条

第
１

項
第

２
号

】
 

（
例
）

H
2
8
.
4
.
1に

供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
を
実

施
し

た
場

合
4月

１
日

を
基

準
日

と
し

、
４

年
に
１
回
以
上
の
定
期
点
検
・
調
査
は
、

H
3
1
.
1
2
.
1か

ら
H
3
2
.
4
.
1ま

で
に

行
う

。
 

図
 

省
略

 

Ａ
２

 
保

安
機

関
が

期
限

管
理

す
る

方
法

と
し

て
以

下
の

方
法

が
考

え
ら

れ
る

。
 

消
費

者
ご

と
に

基
準

月
日

を
設

け
、

そ
の

基
準

日
の

前
４

ヶ
月

以
内

に
実

施
す

れ
ば

、
基

準

月
日

に
実

施
し

た
こ
と

と
み

な
さ

れ
る
（

平
成

２
９

年
４

月
１

日
よ

り
）
。
一

般
に
、
基

準
月

日

は
供

給
開

始
時

点
検

・
調

査
の

実
施

月
日

と
な

る
。

 

（
例

）
H
2
8
.
4
.
1に

供
給

開
始

時
点

検
・

調
査

を
実

施
し

た
場

合
4月

１
日

を
基

準
日

と
し

、
４

年
に

１
回

以
上

の
定

期
点

検
・

調
査

は
、

H
3
1
.
1
2
.
2か

ら
H
3
2
.
4
.
1ま

で
に

行
う

。
 

図
 
省

略
 

※
平

成
２

９
年

４
月

１
日

よ
り

施
行
さ

れ
る

規
則

に
よ

り
ま

す
。

平
成

２
９

年
３

月
３

１
日

ま

で
に

つ
い

て
は

、
巻

末
の

参
考

資
料

「
８

．
保

安
機

関
が

点
検

・
調

査
す

る
場

合
の

期
限

管

理
の

方
法

」
（
P
.
1
0
5）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

本
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
電
子
デ
ー
タ
（

Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
」
の
「
地
域

保
安

指
導
事
業
用
等

テ
キ
ス
ト
」
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

 

ま
た
、
こ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
は

、
保
安
教
育
用
教

材
と
し
て
「
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、

「
事
故
事
例
研
究

」
、

「
安
全
機
器
類

の
原
理
、
構
造
等

」
な
ど
の
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
も
掲
載

し
て

い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
テ
キ

ス
ト
及
び

動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
は

無
償

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す

の
で

、
本
テ
キ
ス
ト
と

併

せ
、
こ
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
も
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い

。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

保
安

技
術
者
向

け
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ

ト
【

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
p
g
p
r
o
.
g
o
.
j
p
/
）
】

 

こ
の
書
籍
の
電

子
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ

）
を
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

保
安
技
術
者
向

け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
」
の
「
地
域
保
安
指

導

事
業
用
等
テ
キ

ス
ト
」
の
ペ
ー

ジ
に

掲
載
し

て
お
り

、
無
償
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ど
な

た
で

も
印
刷
、
刊
行

等
を
す
る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

 

ま
た
、
こ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
は

、
保
安
教
育
用
教

材
と
し
て
「
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、

「
事
故
事
例
研
究

」
、

「
安
全
機
器
類

の
原
理
、
構
造

等
」
、
「
ビ
デ
オ

資
料

」
な
ど
の
動

画
コ

ン
テ
ン
ツ

も
掲

載
し
て
お
り
、
無
償

で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と

が
で
き
ま

す
。
こ
の
書
籍
と

併
せ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
も
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

保
安

技
術
者
向

け
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ

ト
【

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
p
g
p
r
o
.
g
o
.
j
p
/
）
】
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P
.1
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参
考

 

参
考
 
着
火
源
と
な
ら
な
い
電
気
設
備
の
条
件

 

着
火

源
と

な
ら

な
い

電
気

設
備

の
条

件
は

、
次

の
３

項
目

を
全

て
満

た
す

こ
と

が
、

高
圧

ガ
ス

保
安

協
会

液
化

石

油
ガ

ス
研

究
所

に
よ

り
確

認
さ

れ
て

い
る

。
＊
 

（
１
）
直
接
裸
火
を
も
た
な
い
こ
と
。

 

（
２
）
3
2
0℃

よ
り
高
温
と
な
る
部
分
が
な
い
こ
と
。

 

（
３
）
接
点
を
も
つ
電
気
製
品
は
、

O
N-
O
F
Fに

よ
る
電
気
花
火

が
点

火
（

着
火

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

よ
り

小

さ
い
こ
と
。

 

※
日

常
使

用
し

な
い

接
点

等
（

保
守

及
び

点
検

用
等

）
は

、
接

点
と

し
て

扱
わ

な
い

。
 

＊
高
圧
ガ
ス
（
Vo
l.
23
 N
o.
8
(1
9
86
)
）
液
化
石
油
ガ
ス
研
究
所
ノ
ー
ト
「
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
爆
発
性
と
身
の
回
り
に
あ
る
着
火
源
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）
」
 

＊
高
圧
ガ
ス
（
Vo
l.
23
 N
o.
9
(1
9
86
)
）
液
化
石
油
ガ
ス
研
究
所
ノ
ー
ト
「
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
爆
発
性
と
身
の
回
り
に
あ
る
着
火
源
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）
」
 

参
考

 
着

火
源

と
な

ら
な

い
電

気
設

備
の

条
件

 

着
火

源
と

な
ら

な
い

電
気

設
備

の
条

件
は

、
高

圧
ガ

ス
保

安
協

会
液

化
石

油
ガ

ス
研

究
所

に
よ

り
確

認
さ

れ
て

い

る
。

 

（
１

）
直

接
裸

火
を

も
た

な
い

こ
と

。
 

（
２

）
3
2
0℃

よ
り

高
温

と
な

る
部

分
が

な
い

こ
と

。
 

（
３

）
接

点
を

も
つ

電
気

製
品

は
、

O
N-
O
F
Fに

よ
る

電
気

花
火

が
点

火
（

着
火

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

よ
り

小

さ
い

こ
と

。
 

※
日

常
使

用
し

な
い

接
点

等
（

保
守

及
び

点
検

用
等

）
は

、
接

点
と

し
て

扱
わ

な
い

。
 

上
記

３
項

目
の

条
件

全
部

を
満

た
す

こ
と

。
判

断
で

き
な

い
と

き
は

、
メ

ー
カ

ー
に

問
い

合
わ

せ

し
確

認
す

る
こ

と
。

 

・
出

典
し

た
文

献
等

の
明

示
。

 

・
着

火
源

に
つ

い
て

メ
ー

カ
ー

に
問

い
合

わ
せ

て
も

回
答

が
得

る
と

は
限

ら
な

い
。

 

P
.2

5
 

表
 

2
段

4
列
目

 

表
3
-2
 

貯
蔵

能
力

（
Q
）

 
距

離
（

ｍ
）

 

ｄ
1
 

ｄ
2
 

ｄ
3
 

ｄ
4
 

Ｑ
＜

1
0
0
0
k
g
 

－
 

－
 

２
超

 
－

 

1
0
0
0
k
g
≦

Ｑ
＜

3
0
0
0
k
g
 

1
6
.
9
7
※

 
1
1
.
3
1
※

 
－

 
５

以
上

 

3
0
0
0
k
g
≦

Ｑ
＜

1
0
0
0
0
k
g
 

1
6
.
9
7
(
1
3
.
5
8
)
 

1
1
.
3
1
(
9
.
0
5
)
 

－
 

８
以

上
 

（
注
１
）
表
中
の
※
は
、
障
壁
を
設
け
た
場
合
の
た
だ
し
書
き
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
示
す
。
 

（
注
２
）
表
中
の
（
 
）
内
は
障
壁
を
設
け
た
場
合
の
保
安
距
離
を
示
す
。
 

 ※
第
一
種
保
安
物
件
と
は
、
学
校
、
病
院
等

＊
を
い
う
。
 

※
第
二
種
保
安
物
件
と
は
、
第
一
種
保
安
物
件
以
外
の
建
築
物

で
あ

っ
て

、
居

住
の

用
に

供
す

得
る

も

の
を
い
う
。

 

（
詳
し
く
は
、

規
則
第
１
条
第
２
項
第
６
号
及
び
７
号
を
参
照

し
て

く
だ

さ
い

。）
 

＊
規

則
第

１
条

第
２

項
第

６
号

中
、

イ
の

学
校

、
ロ

の
病

院
、

ニ
の

施
設

に
は

、
校

庭
、

病
院

の
庭

は
含

ま
れ

る
が

、
当

該
施

設
に

供

給
す

る
貯

蔵
設

備
に

は
適

用
し

な
い

。【
通

達
（

別
添

４
）

第
１

条
（

定
義

）
関

係
】

 

表
3
-2
 

貯
蔵

能
力

（
Q
）

 
距

離
（

ｍ
）

 

ｄ
1
 

ｄ
2
 

ｄ
3
 

ｄ
4
 

Ｑ
＜

1
0
0
0
k
g
 

－
 

－
 

２
超

 
－

 

1
0
0
0
k
g
≦

Ｑ
＜

3
0
0
0
k
g
 

1
6
.
9
7
※

 
1
1
.
3
1
※

 
－

 
５

以
上

 

3
0
0
0
k
g
≦

Ｑ
＜

1
0
0
0
0
k
g
 

1
6
.
9
7
(
1
3
.
5
8
)
 

1
1
.
3
1
(
9
.
0
5
)
 

－
 

８
以

上
 

（
注
１
）
表
中
の
※
は
、
障
壁
を
設
け
た
場
合
の
た
だ
し
書
き
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
示
す
。
 

（
注
２
）
表
中
の
（
 
）
内
は
障
壁
を
設
け
た
場
合
の
保
安
距
離
を
示
す
。
 

 ※
第

一
種

保
安

物
件

と
は

、
学

校
、

病
院

等
を

い
う

。
 

※
第

二
種

保
安

物
件

と
は

、
第

一
種

保
安

物
件

以
外

の
建

築
物

で
あ

っ
て

、
居

住
の

用
に

供
す

得
る

も

の
を

い
う

。
 

（
詳

し
く

は
、

P
.
1
0
4「

参
考

７
」

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。
）
 

・
参

考
７

の
削

除
に

伴
い

、
根

拠
法

令
を

明
示

し
た

。
 

P
.2

8
 

表
 

2
段

3
列
目

 

参
考
資
料
の
「
参
考

３
」
(
P
.
9
2
)及

び
「
参
考
４
」
(
P
.
9
4
)を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

参
考

P
9
7「

参
考

５
」

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 

P
.2

8
 

表
 

3
段

4
列
目

 

①
漏
え
い
試
験
（
漏
え
い
検
知
装
置
を
用
い
な
い
場
合
）

 

（
１
）
省
略
 

 
・
省
略
 

 
・
漏
え
い
試
験
圧
力
【
使
用
圧
力
以
上

5
.
5
k
P
a
未
満
】

 

参
考

資
料

の
「

５
．

漏
え

い
試

験
の

圧
力

」
(
P
.
1
0
3
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

①
漏

え
い

試
験

（
漏

え
い

検
知

装
置

を
用

い
な

い
場

合
）

 

（
１

）
省

略
 

 
・

省
略

 

 
・

漏
え

い
試

験
圧

力
【

使
用

圧
力

以
上

5
.
5
k
P
a
未

満
】

 

 

再
調

査
 

保
安

機
関

は
基

準
に

適
合

す
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

等
に

つ
い

て
１

年
に

１
回

以
上

の
通

知
を

 
行

い
、

そ
の

通
知

の
日

か
ら

１
ヶ

月
を

経
過

し
た

日
以

後
５

月
以

内
に

通
知

事
項

に
つ

い
て

調
査

を
行

わ
な

け
れ

ば
 

な
ら

な
い

。
（

規
則

第
37

条
第

3
号

ロ
）

 
た

だ
し

、
一

度
通

知
を

行
っ

た
内

容
に

関
し

て
は

、
以

降
の

再
調

査
の

必
要

は
な

く
、

１
年

に
１

回
以

上
の

通
知

 
を

改
善

さ
れ

る
ま

で
行

う
。
（

規
則

第
37

条
第

3
号

ロ
 た

だ
し

書
き

）
 

※
平
成

29
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
規
則
に
よ
り
ま
す
。
平
成

29
年
３
月

31
日
ま
で
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
参
考
資
料
「
９

.再
調
査
」

 
（

P.
10

5）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

再
調

査
 

保
安

機
関

は
基

準
に

適
合

す
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

等
に

つ
い

て
１

年
に

１
回

以
上

の
通

知
を

 
行

い
、

そ
の

通
知

の
日

か
ら

１
ヶ

月
を

経
過

し
た

日
以

後
５

月
以

内
に

通
知

事
項

に
つ

い
て

調
査

を
行

わ
な

け
れ

ば
 

な
ら

な
い

。
（

規
則

第
37

条
第

3
号

ロ
）

 
た

だ
し

、
一

度
通

知
を

行
っ

た
内

容
に

関
し

て
は

、
以

降
の

再
調

査
の

必
要

は
な

く
、

１
年

に
１

回
以

上
の

通
知

 
を

改
善

さ
れ

る
ま

で
行

う
。
（

規
則

第
37

条
第

3
号

ロ
 た

だ
し

書
き

）
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P
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9
 

表
 

3
段

3
列
目

 

参
考
資
料
の
「

５
．
漏
え
い
試
験
の
方
法
」
(
P
.
8
9
)を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

新
規

 
 

P
.3

1
 

 

図
3
-
1
0 

※
燃
焼
器
入
口
圧
力
の
測
定
例
、

P
1
0
4
「
参
考
７
」
を
参
照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

            別
紙
の
と
お
り

 

※
燃

焼
器

入
口

圧
力

の
測

定
例

、
P
9
3「

参
考
３

」
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

            別
紙

の
と

お
り

 

・
頁

繰
り

の
変

更
に

伴
う

修
正

 

・
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

の
追

記
 

P
.3

3
 

 

図
3
-
1
4 

別
紙
の
と
お
り

 

            

別
紙

の
と

お
り

 

            

・
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

の
追

記
 

P
.3

3
 

表
 

2
段

4
列
目

 

最
後

 

※
共
同
住
宅
の
場
合
は
、
参
考
資
料
の
「
自
記
圧
力
計
を
用
い
る
共
同
受
託
の
確
認
例
」
(P

1
0
5
)を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
共
同
住
宅
の
場
合
は
、

P
9
4
「
自
記
圧
力
計
を
用
い
る
共
同
受
託
の
確
認
例
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

P
.3

5
 

 

下
か
ら

 

1
行
目

 

【
表
中
、
「
判
定
基
準
・
判
定
方
法
」
の
欄
】
 

▼
三
つ
又
の
使
用
を
避
け
る

こ
と
。
【

通
達

（
規

則
関

係
）

第
２

７
条

（
周

知
の

内
容

）
関

係
】

 

※
参

考
資

料
の

「
７

．
三

つ
又

を
使

用
し

た
場

合
の

問
題

点
」

(
P
.
1
0
5
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

【
表
中
、
「
判
定
基
準
・
判
定
方
法
」
の
欄
】
 

※
三

つ
又

は
使

用
し

な
い

こ
と

。
 

・
法

令
が

使
用

し
て

い
る

文
言

と
の

整
合

を
厳

格
化

 

P
.3

6
 

 
表

4
-
1
 

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
規

則
第

4
4
条

第
1
号

ル
 

・
告

示
第

1
0
条

 

・
通

達
2
0
1
7
0
3
1
6
通

局
第

1
0
号
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P
.3

7
 

 
参
考

 

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

 

P
.3

9
 

  

（
３
）
燃
焼
機
器
の
種
類

 

①
移
動
式
燃
焼
器

 

イ
．
ガ
ス
調
理
機
器
（
ガ
ス
こ
ん
ろ
・
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
・
卓

上
型

ガ
ス

グ
リ

ル
・
ガ

ス
炊

飯
器

等
） 

図
4
-7
 
略

 

ロ
．
そ
の
他
の
ガ
ス
機
器

 

・
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
・
開
放
式
《
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
》・

密
閉

式
《

Ｆ
Ｆ

式
等

》
）・

ガ
ス

衣
類

乾
燥

機

等
 

図
4
-8
 
略

 

（
注
）
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
は
、

開
放
式
の
ガ
ス
機
器
で

あ
り

、
通

常
は

移
動

式
の

燃
焼

器
と

し
て

扱
う
が
、

排
気
筒
を
接
続
し
固
定
し
て
使
用
す
る

場
合

は
、

移
動

式
以

外
の

燃
焼

器
と

み
な

し
て

扱
う
。
 

（
３

）
燃

焼
機

器
の

種
類

 

①
移

動
式

燃
焼

器
 

イ
．
ガ

ス
調

理
機

器
（

ガ
ス

こ
ん

ろ
・
ガ
ス

テ
ー

ブ
ル
・
卓

上
型

ガ
ス

グ
リ

ル
・
ガ

ス
炊

飯
器

等
） 

図
4
-7
 

略
 

ロ
．

そ
の

他
の

ガ
ス

機
器

 

・
ガ

ス
ス

ト
ー

ブ
（

開
放

式
《

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
》・

密
閉

式
《

Ｆ
Ｆ

式
等

》
）・

ガ
ス

衣
類

乾
燥

機

等
 

図
4
-8
 

略
 

（
注

）
ガ

ス
衣

類
乾

燥
機

は
、

一
般

的
に

は
移

動
式

の
機

器
で

あ
る

が
、

排
気

筒
を

固
定

し
て

使

用
す

る
場

合
は

固
定

式
の

機
器

と
し

て
取

り
扱

う
。

 

 

P
.7

0
 

表
（
１
） 

９
段
１
列
目

 

地
下
室
等
に
係
る

供
給
管

＊
１
、
埋
設
し
た
供
給
管

＊
２
の
漏
え
い

試
験

 

＊
１
：
 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
い
る
供
給
管
を
除

く
。

 

＊
２
：
 

亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管

（
防
し
ょ
く
テ
ー

プ
を

施
し

た
も

の
を

含
み

、
機

能
を

損
な

う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除

く
。
）
で

あ
っ

て
、
地

盤
面

化
に

埋
設

し
た

も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
を
除
く
。
）
 

(
1
8
-1
0
) 

地
下

室
等

に
係

る
供

給
管

及
び

白
ガ

ス
管

等
の

埋
設

供
給

管
の

漏
え

い
試

験
(ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

を
使

用
し

て
い

る
供

給
管

を
除

く
｡
) 

(
1
8
-
1
0
) 

・
規
則
第
３
６
条
（経

済
産

業
省

令
第

3
3
号

 

平
成

2
9
年

3
月

3
1
改

正
）
と

の
整

合
 

P
.7

3
 

表
（
２
） 

５
段
１
列
目

 

P
.7

6
 

表
（
３
） 

3
段
１
列
目

 

P
.7

8
 

表
（
４
） 

2
段
１
列
目

 

P
.7

2
 

表
（
１
） 

4
段
１
列
目

 

供
給
管
、
ガ
ス
栓
等
の
漏
え
い
試
験

 

注
：
 
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
、
亜
鉛
め
っ
き
を
施

し
た

供
給

管
（

防
し

ょ
く

テ
ー

プ
を

施

し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し

ょ
く

が
生

じ
な

い
も

の
を

除
く

。
）
で

あ

っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
供

給
管

の
部

分
を

除
く

。
）
及

び
ポ

リ
エ

チ

レ
ン
管
を
使
用
し
て
い
る
供
給
管
を
除
く
。

 

(
1
8
-1
0
) 

供
給

管
、

ガ
ス

栓
等

の
漏

え
い

試
験

（
地

下
室

等
に

係
る

供
給

管
、

白
ガ

ス
管

等
の

埋
設

供
給

管
及

び

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
を

使
用

し
て

い
る

供
給

管
を

除
く

。）
 

(
1
8
-
1
0
) 
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5
 

表
（
２
） 

2
段
１
列
目

 

P
.7

7
 

表
（
３
） 

7
段
１
列
目

 

P
.8

1
 

表
（
４
） 

3
段
１
列
目

 

P
.8

1
 

表
（
４
） 

5
段
１
列
目

 

燃
焼
器
入
口
圧
力

 

（
1
8-

11
）
 

〈
通
常
の
供
給
設
備
の
点
検
項
目
〉

＊
 

＊
欄

外
備

考
参

照
 

燃
焼

器
入

口
圧

力
 

（
1
8
-
11
）

 

〈
通

常
の

供
給

設
備

の
点

検
項

目
〉
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P
.8

1
 

表
（
４
） 

6
段
１
列
目

 

供
給
管
の
危
険
標
識

 

（
1
8-

14
）
 

〈
通
常
の
供
給
設
備
の
点
検
項
目
〉

＊
 

＊
欄

外
備

考
参

照
 

供
給

管
の

危
険

標
識

 

（
1
8
-
14
）

 

〈
通

常
の

供
給

設
備

の
点

検
項

目
〉

 

 

P
.8

1
 

表
（
４
） 

欄
外

 

（
備

考
）

法
令

に
規

定
さ

れ
た

点
検

項
目

で
は

な
い

が
、

自
主

保
安

と
し

て
供

給
設

備
（

バ
ル

ク
容

器
・

バ
ル

ク
貯

槽
）

と
同

様
に

点

検
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

新
設

 
 

P
.7

0
 

～
 

P
.8

1 

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
認

定
保

安
事

業
者

の
点

検
回

数
を

記
載

 

P
.8

3  
参

考
 
バ
ル
ク
貯
槽
及
び
付
属
機
器
等
の
検
査

 
 
 

２
．
告
示
検
査
に
向
け
た

体
制
準
備
 

バ
ル
ク
貯
槽
及
び
附
属
機
器
等
の
告
示
検
査
に
向
け
た
体

制
準

備
に

つ
い

て
は

、
平

成
29

年
度

に

経
済
産
業
省
か
ら
発
出
さ
れ
た
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

等
保

安
対

策
指

針
に

お
い

て
、

民
生

用

バ
ル
ク
供
給
シ
ス
テ
ム
に
使
用
さ
れ
て
い
る
バ
ル
ク
貯
槽
及

び
附

属
機

器
等

の
い

わ
ゆ

る
20

年
検

査
に
係
る
経
済
産
業
省
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
等
の
検
討
状

況
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
液

化

石
油
ガ
ス
法

施
行
規
則
、
告
示
及
び
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
規

格
を

確
認

し
、
20

年
検

査
に

関
す

る
具

体
的
な
計
画
の
策
定
及
び
そ
の
準
備
に
着
手
す
る
よ
う
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

販
売

事
業

者
等

に
対

し
て

要
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

参
考

 
バ

ル
ク

貯
槽

及
び

付
属

機
器

等
の

検
査

 
 ２

．
告

示
検

査
に

向
け

た
準

備
等

 

バ
ル

ク
貯

槽
及

び
附

属
機

器
等

の
告

示
検

査
に

向
け

た
体

制
準

備
に

つ
い

て
は

、
平

成
26

年
度

に

経
済

産
業

省
か

ら
発

出
さ

れ
た

液
化

石
油
ガ

ス
販

売
事

業
者

等
保

安
対

策
指

針
に

お
い

て
、

民
生

用

バ
ル

ク
供

給
シ

ス
テ

ム
に

使
用

さ
れ

て
い
る

バ
ル

ク
貯

槽
及

び
附

属
機

器
等

の
い

わ
ゆ

る
20

年
検

査
に

係
る

経
済

産
業

省
、

高
圧

ガ
ス

保
安
協

会
等

の
検

討
状

況
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
高

圧

ガ
ス

保
安

協
会

規
格

を
参

考
に

20
年

検
査

に
関

す
る

具
体

的
な

計
画

の
策

定
及

び
そ

の
準

備
に

着

手
す

る
よ

う
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

販
売

事
業

者
等

に
対

し
て

要
請

が
行

わ
れ

ま
し

た
。
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参
考
資
料

 

表
紙

 

１
．
保
安
点
検
器
具
の
維
持
管
理
例

 
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･8
6 

２
．
保
安
機
関
の
点
検
・
調
査
業
務
フ
ロ
ー
図
（
例
）

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
90
 

３
．
供
給
管
・
配
管
の
腐
食
防
止
対
策

 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･9
2 

４
．
埋
設
管
腐
食
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
94
 

５
．
漏
え
い
試
験
の
圧
力

 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
98
 

６
．
漏
え
い
試
験
の
方
法

 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
99
 

７
．
調
整
器
の
調
整
圧
力
及
び
閉
そ
く
圧
力
、
燃
焼
器
入
口

圧
力

の
確

認
方

法
 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･1
0
4 

８
．
三
つ
又
を
使
用
し
た
場
合
の
問
題
点

 
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･1
0
5 

１
．

保
安

機
関

の
点

検
・

調
査

業
務

フ
ロ

ー
図

（
例

）
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
86
 

２
．

漏
え

い
試

験
の

方
法

 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
88
 

３
．

調
整

器
の

調
整

圧
力

及
び

閉
そ

く
圧

力
、

燃
焼

器
入

口
圧

力
の

確
認

方
法

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
9
3
 

４
．

供
給

管
・

配
管

の
腐

食
防

止
対

策
 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･9
5
 

５
．

埋
設

管
腐

食
測

定
の

ポ
イ

ン
ト

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･9
7
 

６
．

保
安

点
検

器
具

の
維

持
管

理
例

 
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
1
0
1
 

７
．

保
安

物
件

の
定

義
 
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
10
4
 

８
．

保
安

機
関

が
点

検
・

調
査

す
る

場
合

の
期

限
管

理
の

方
法

 
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
1
0
5
 

９
．

再
調

査
 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
1
0
5
 

・
本

文
の

順
序

に
合

わ
せ

た
項

目
順

序
の

入
れ

替
え

 

・
保

安
物

件
の

定
義

、
保

安
機

関
が

点

検
・
調

査
す

る
場
合

の
期

限
管

理
の

方

法
、

再
調

査
を

削
除

 

・
漏

え
い

試
験

の
圧

力
、
三

つ
又

を
使

用

し
た

場
合

の
問

題
点

を
挿

入
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参
考
 

５
．
漏
え
い
試
験
の
圧
力

 

Ｑ
：
 

例
示
基
準
第
２
９
節
２

.
(
2
)
④
(ⅱ

)に
お
い
て
漏
え

い
試

験
圧

力
が
「

使
用

圧
力

以
上

5
.
5
k
P
a

未
満
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
燃
焼
器
具
ま
で
を
含

め
た

漏
え

い
試

験
で

は
、
4
.
2
k
P
a
以

下
で

行
う
の
は
何
故
か
？

 

Ａ
：
 
器
具
省
令
（
平
成

27
年

6
月

2
6
日
改
正
）
第
１
１
条

別
表

第
３

に
係

る
「

例
示

基
準

（
液

化

石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律

及
び

関
係

政
省
令

の
運

用
及

び
解

釈
に
つ
い
て
（

2
0
1
4
0
9
0
1
商
局
第

3
号
））
」
に
お
い
て

、
燃

焼
器

具
に

お
け

る
液

化
石

油
ガ

ス
の

通
る
部
分
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
規

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
依

拠
し

て
い

ま

す
。
 

(
1
)
 
液

化
石
油
ガ
ス
の
取

入
部
か
ら
給
水
自
動
ガ
ス
弁
の
出

口
ま

で
の

部
分

に
あ

つ
て

は
、

4
.
2
キ

ロ

パ
ス
カ
ル
の
圧
力
に
お
い
て
弁
の
出
口
以
外
の
部
分
か

ら
液

化
石

油
ガ

ス
が

漏
れ

な
い

こ
と

。
 

 

新
規
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(
2
)
 
給

水
⾃動

ガ
ス
弁
の
出
口
か
ら
炎
口
ま
で
の
部
分
に
あ
つ

て
は

、
通

常
の

使
⽤状

態
に

お
い

て
、

炎

口
以
外
の
部
分
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
れ
な
い
こ
と

。
 

(
3
)
 器

具
栓
に
あ
つ
て
は
、
栓
を
閉
じ
た
と
き
、

4
.
2
キ
ロ

パ
ス

カ
ル

の
圧

力
に

お
け

る
液

化
石

油
ガ

ス
の
漏
れ
量
が
毎
時

70
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る

こ
と

。
 

(
4
)
 器

具
栓
以
外
の
遮
断
弁
に
あ
つ
て
は
、
弁
を
閉
じ
た
と

き
、

4
.
2
キ

ロ
パ

ス
カ

ル
の

圧
力

に
お

け

る
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
れ
量
が
毎
時

5
5
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

以
下

で
あ

る
こ

と
。
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参
考
 
６
．
漏
え
い
試
験
の
方
法

 

 
漏
え
い
試
験
は
、
漏
え
い
試
験
装
置
に
よ
る
方
法
又
は
自

記
圧

力
計

等
を

用
い

て
行

う
方

法
が

あ
る

。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
に
お
け
る
確
認
・
記
録
方
法
は
以
下
の
と

お
り

。
 

 以
下
省
略
 

参
考

 
２

．
漏

え
い

試
験

の
方

法
 

 
漏

え
い

試
験

は
、
漏

え
い

試
験

装
置

に
よ

る
方

法
又

は
自

記
圧

力
計

等
を

用
い

て
行

う
方

法
が

あ
る

。
 

  以
下

省
略

 

・
F
Y
2
8
版

P
.
8
6
 

 

P
.1

0
0 

  

漏
え
い
試
験
の
方
法

 

１
.
 漏

え
い
検
知
装
置
の
種
類

 

（
１
）
流
量
検
知
式
漏
え
い
検
知
装
置
（
Ⅱ
型
マ
イ
コ
ン
メ
ー

タ
、

流
量

検
知

式
切

替
型

漏
え

い
検

知

装
置
）

 

（
２
）
圧
力
検
知
式
漏
え
い
検
知
装
置

（
自
動
ガ
ス
遮
断
装
置

）
 

（
３
）
流
量
検
知
式
圧
力
監
視
型
漏
え
い
検
知
装
置

 

 （
４
）
常
時
圧
力
検
知
式
漏
え
い
検
知
装
置
（
Ｓ
・
Ｓ
４
・

Ｅ
・

Ｅ
４

・
Ｓ

Ｂ
・

Ｅ
Ｂ

型
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ
）

 

以
下
省
略
 

漏
え

い
試

験
の

方
法

 

１
.
 
漏

え
い

検
知

装
置

の
種

類
 

（
１

）
流

量
検

知
式

圧
力

監
視

型
漏

え
い

検
知

装
置

 

 （
２

）
圧

力
検

知
式

漏
え

い
検

知
装

置
 

（
３

）
流

量
検

知
式

漏
え

い
検

知
装

置
（

Ⅱ
型

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
、

流
量

検
知

式
切

替
型

漏
え

い
検

知

装
置

）
 

（
４

）
常

時
圧

力
検

知
式

漏
え

い
検

知
装

置
（

Ｓ
・

Ｓ
４

・
Ｅ

・
Ｅ

４
・

Ｓ
Ｂ

・
Ｅ

Ｂ
型

マ
イ

コ
ン

メ

ー
タ

）
 

以
下

省
略

 

・
F
Y
2
8
版

P
.
8
9
 

・
順

序
の

入
れ

替
え

 

・
説

明
の

追
加

 

図
 
参
考

-７
 

及
び

 

図
 
参
考

-８
 

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

 

・
F
Y
2
8
版

 

（
図

 
参

考
-
1
及

び
図

 
参

考
-
2
）

 

・
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

の
追

記
 

・
説

明
の

修
正

、
追

加
 

P
.1

0
1 

 
図

 
参
考

-９
 

及
び

 

図
 
参
考

-１
０
 

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
F
Y
2
8
版

P
.
9
0
 

（
図

 
参

考
-
３

及
び

図
 
参

考
-
４

）
 

・
説

明
の

修
正

、
追

加
 

１
．

こ
の
器

具
省
令

等
の

規
定

か
ら
、

末
端

ガ
ス

栓
か
ら

燃
焼

機
器

ま
で
の
間
（
告
示
第
１
０
条
で
定
め
る
接
続
具
）

の
漏

え
い
を

確
認
す

る
た

め
に

は
、
4
.
2
k
P
a
以

下
の
圧

力
で

漏
え

い
試
験
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

２
．

日
本
製
の

国
内

向
け

に
製

造
さ
れ

た
燃

焼
器

具
＊
は

、
4
.
2
kP
a
の
圧
力
で
流
路
以
外
へ
漏
え
い
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う

製
造
さ

れ
て
い

ま
す

が
、

燃
焼
器

具
に

よ
っ

て
は
、

当
該
規

定
か
ら
漏
え
い
試
験
の
結
果
が

(
3
)、

(
4
)に

該
当

す
る

場
合
も

あ
り
得

る
こ

と
か

ら
、
そ

の
際

に
は

、
原
因

と
な

る
箇

所
を
特
定
し
、
適
切
な
対
処
が
必
要
で
す
。

 

３
．

適
切
な
対

処
の

例
を

以
下

に
紹
介

し
ま

す
。
 

イ
．

末
端
ガ

ス
栓
を

閉
じ

て
配

管
部
の

漏
れ

を
確

認
す
る

。
 

ロ
．

接
続
具

本
体
及

び
接

続
具

接
続
部

の
ガ

ス
漏

れ
を
検

知
器

等
で
確
認
す
る
。
 

ハ
．

漏
え
い

試
験
の

結
果

が
(
3
)
を
超

え
る

場
合

に
は
、

燃
焼

器
の
修
理
又
は
交
換
を
依
頼
す
る
。
 

ニ
．

(
3
)を

判
断
す

る
測

定
が

困
難
で

あ
る

場
合

に
は
、

器
具

栓
に

流
路
内
へ
の
漏
れ
が
あ
る
量
に
拘
わ
ら
ず
修
理

又
は

交
換
を

依
頼
す

る
。
 

４
．

な
お

、
漏
え
い

試
験

の
際

に
4.
2
ｋ

P
a
を

超
え
る

圧
力

に
昇

圧
す
る
と
(
1
)、

(
2
)か

ら
の
漏
え
い
、
(3
)
、
(
4
)
の

漏
え

い
量
の

増
加
等

が
生

じ
る

恐
れ
が

あ
る

た
め

、
過
度

に
昇

圧
す
る
こ
と
は
避
け
て
下
さ
い
。
 

 

＊
(一

社
)日

本
ガ
ス
石
油
機
器
工
業
会
会
員
の
製
造
事
業
者
に
よ
る
も
の
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P
.1

0
4 

削
る
。
 

参
考

 
７

．
保

安
物

件
の

定
義

 

 以
下

省
略

 

・
F
Y
2
8
版

P
.
1
0
4
 

・
法

令
が

そ
の

ま
ま

複
写

さ
れ

て
い

る
た

め
、
法

規
集

を
参
照

す
る

こ
と

で
対

応

可
能

 

P
.1

0
5 

 
図

 
参
考

-1
3 

別
紙
の
と
お
り

 
別

紙
の

と
お

り
 

・
F
Y
2
8
版

P
.
9
4
（

図
 
参

考
-
7
）

 

・
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

の
追

記
 

P
.1

0
5 

参
考
 
８
．
三
つ
又
の
使
用
し
た
場
合
の
問
題
点

 

 

三
つ
又
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
保
安
上
、
以
下
の
様
な

懸
念

、
問

題
が

あ
り

ま
す

の
で

、
２

口

ヒ
ュ
ー
ズ
ガ
ス
栓
等
を
用
い
た
設
備
改
善
工
事
を
行
う
よ
う
消

費
者

に
勧

め
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．
誤
開
放
、
誤
接
続
に
伴
う
事
故

 

２
．
ゴ
ム
管
が
長
く
な
る
こ
と
に
伴
う
事
故
（
躓
き
、
ホ
ー

ス
抜

け
等

）
。
 

３
．
ゴ
ム
管
が
長
く
な
る
こ
と
に
伴
う
流
量
不
足
（
圧
力
損

失
）
。
 

４
．
三
つ
又
の
左
右
に
ガ
ス
消
費
量
の
差
が
大
き
い
燃
焼
器
具

を
接

続
し

た
場

合
に

発
生

す
る

ト
ラ

ブ

ル
。
ガ
ス
消
費
量
の
小
さ
い
方
の
燃
焼
器
具
を
使
用
中
に
大

き
い

方
の

燃
焼

器
具

を
点

火
す

る
と

、

ガ
ス
の
流
れ
が
大
き
い
方
の
燃
焼
器
具
側
に
引
っ
張
ら
れ
て

し
ま

い
、

小
さ

い
方

の
燃

焼
器

具
側

に

ガ
ス
が
流
れ
ず
に
立
消
え
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

新
規

 
 

P
.1

0
5 

削
る
。
 

参
考

 
８

．
保

安
機

関
が

点
検

・
調

査
す

る
場

合
の

期
限

管
理

の
方

法
(平

成
29

年
3
月

3
1
日

ま
で

) 

 
【
「

保
安

業
務

ガ
イ
ド

（
点

検
・

調
査

）
平

成
２

７
年

度
版

」
（

P.
9）

抜
粋

】
 

以
下

省
略

 

 

参
考

 
９

．
再

調
査

（
平

成
２

９
年

３
月

３
１

日
ま

で
）

 

 

以
下

省
略

 

・
法

令
改

正
に

よ
り

該
当

事
項

が
無

く
な

っ
た

た
め

。
 

 

背
表
紙

 
別

紙
の
と
お
り

 

・
奥
付
（
２
９
年
度
版
）

 

別
紙

の
と

お
り

 

・
奥

付
（

２
８

年
度

版
）

 

年
度

替
わ

り
に

よ
る

更
新
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保
安

業
務
ガ

イ
ド

【
周

知
】
（
新
旧
対
照
表
）

 

2
0
1
7
/
07

/
2
8 

【
注
】
２
９
年
度
版
（改

訂
版
）
は
、
編
集
の
都
合
か
ら
頁
繰
り
が
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
新
旧
対
照
表
で
は
、
頁
等
の
欄
に
２
９
年
度
版
（
新
版
）の

頁
を
、
備
考
欄
に
平
成
２
８
年
度
版
（
旧
版
）
の
頁
を
各
々
記
載
し
て
い
る
。

 

頁
等

 
２
９
年
度
版

 
２
８
年
度
版

 
備

 
考

 

は
 

じ
 

め
 

に
   

液
化

石
油

ガ
ス

の
保

安
の

確
保

及
び
取

引
の

適
正

化
に

関
す

る
法
律
（
昭

和
４

２
年

１
２

月
２
８

日

法
律

第
１

４
９

号
、

以
下

、「
液

化
石
油

ガ
ス

法
」

と
い

う
。）

は
、
平

成
８

年
３

月
３

１
日

に
改
正

法

が
公

布
さ

れ
、
平

成
９

年
４
月

１
日
に

施
行

さ
れ

ま
し

た
。
こ
れ

に
よ

り
保

安
機

関
制
度

が
創
設

さ
れ

、

３
年

間
の

経
過

措
置

期
聞

を
経

て
、
平
成

１
２

年
４

月
１
日

よ
り
全

面
施

行
さ

れ
ま

し
た

。
そ

れ
以

後
、

保
安

機
関

の
専

業
化

に
よ

る
保

安
技
術

の
高

度
化

、
保

安
サ

ー
ビ
ス

の
向

上
等

、
液

化
石

油
ガ
ス

に
よ

る
災

害
を

防
止

す
る

た
め

に
、

保
安
業

務
の

的
確

な
遂

行
が

求
め
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

平
成

８
～

１
１

年
度

で
は
、
液
化

石
油
ガ

ス
に

お
け

る
保

安
業

務
７
区

分
に

つ
い

て
、
主

と
し

て
「
法

規
編

」
を

解
説

し
た

資
料

を
作

成
し
、

法
令

の
周

知
・

徹
底

を
図
っ

て
参

り
ま

し
た

が
、

平
成
１

２
年

度
よ

り
保

安
業

務
区

分
ご

と
に

業
務
手

順
を

解
説

し
た

ガ
イ

ド
ブ
ッ

ク
と

し
て

『
保

安
業

務
ガ
イ

ド
』

を
作

成
し

、
シ

リ
ー

ズ
化

し
ま

し
た
。
 

本
シ

リ
ー

ズ
は

、
保

安
機

関
並

び
に
液

化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者
が

保
安

業
務

を
的

確
に

遂
行
す

る

た
め

に
参

考
と

し
て

い
た

だ
く

も
の
と

し
て

纏
め

て
お

り
ま

す
の
で

、
活

用
し

て
い

た
だ

け
れ
ば

幸
い

で
す

。
 

本
書

の
編

集
等

に
つ

い
て
 

本
書

は
、

保
安

機
関

並
び

に
液

化
石
油

ガ
ス

販
売

事
業

者
が

「
周
知

」
の

保
安

業
務

を
的

確
に
遂

行

す
る

た
め

の
参

考
書

と
し

て
活

用
い
た

だ
く

た
め

、 「
保
安
業

務
ガ
イ

ド
（

周
知

）」
と
し
て

平
成
１

２

年
度

の
通

商
産

業
省

委
託

事
業

に
お
い

て
作

成
し

ま
し

た
が

、
法
令

改
正

に
伴

う
改

訂
、

年
度
替

わ
り

に
伴

う
更

新
等

を
適

宜
行

っ
て

お
り
ま

す
。

 
本

書
の
主

な
改

訂
等

に
つ

い
て

は
、
平

成
１

３
年

６
月

に
経

済
産
業

省
原

子
力

安
全

・
保

安
院
長

の

私
的

研
究

会
と

し
て

ガ
ス

体
エ

ネ
ル
ギ

ー
産

業
に

係
る

保
安

規
制
に

関
す

る
検

討
会

が
設

置
さ
れ

、
平

成
１

４
年

９
月

に
「

ガ
ス

体
エ

ネ
ル
ギ

ー
産

業
に

係
る

保
安

規
制
の

在
り

方
に

つ
い

て
」

と
し
て

最
終

的
に

と
り

ま
と

め
ら

れ
、
そ

の
中

で
自
主

保
安

に
お

け
る

行
政

と
事
業

者
の

役
割

と
し

て
、
行

政
に
「
消

費
者

の
保

安
意

識
の

向
上

を
図

る
た
め

、
消

費
者

の
保

安
責
任

に
つ

い
て

わ
か

り
や

す
い

広
報
等

を
行

う
。
」
、
事

業
者

に
「

消
費

者
に

対
す
る

保
安

情
報

の
周

知
、

啓
発
等

を
行

い
、

消
費

者
の

保
安
意

識
の

醸
成

に
務

め
る

。
」
こ

と
が

謳
わ

れ
た
こ

と
か

ら
、
消
費

段
階

の
ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

対
策

と
し
て
「
質

量
販

売
」
「
高

齢
者

」
に

関
す
る

周
知
の

ポ
イ

ン
ト

等
の

改
訂
を

行
い

ま
し

た
。

 
そ

の
後
、
平
成

１
９

年
の

省
令

改
正
に

伴
う

周
知

事
項

の
追

加
と
併

せ
、
Ｃ
Ｏ

( 
一

酸
化

炭
素

)中
毒

事
故

防
止

の
注

意
喚

起
の

内
容

に
つ
い

て
整

理
し

、
平

成
２

１
年
３

月
の

通
達

改
正

に
伴

う
揺
れ

の
大

き
な

地
震

時
の

対
応
、
平

成
２

８
年
６

月
の

省
令

改
正

に
伴

う
周
知

の
周

期
等

に
つ

い
て

各
々
改

訂
し

て
お

り
ま

す
。

 
な

お
、
本

書
で

の
法

令
条

文
等

は
、
平

成
２

９
年

４
月

１
日

時
点
の

法
令

を
基

に
し

て
お

り
ま
す

。
 

液
化

石
油

ガ
ス

の
保

安
の

確
保

及
び
取

引
の

適
正

化
に

関
す

る
法
律

は
平

成
８

年
３

月
３

１
日
に

改

正
法

が
公

布
さ

れ
、

平
成

９
年

４
月
１

日
に

施
行

さ
れ

ま
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

保
安

機
関

制
度
が

創
設

さ
れ

、
３

年
間

の
経

過
措

置
期

聞
を
経

て
、

平
成

１
２

年
４

月
１
日

よ
り

全
面

施
行

さ
れ

ま
し
た

。
そ

れ
以

後
、

保
安

機
関

の
専

業
化

に
よ
る

保
安

技
術

の
高

度
化

、
保
安

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
等

、
液
化

石
油

ガ
ス

に
よ

る
災

害
を

防
止

す
る

た
め
に

、
保

安
業

務
の

的
確

な
遂
行

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

     液
化

石
油

ガ
ス

販
売

事
業

者
及

び
保
安

業
務

を
行

う
保

安
機

関
が
、

的
確

な
業

務
遂

行
の

参
考
と

し

て
活

用
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で
す

。
 

 

本
書

の
改

訂
に

あ
た

っ
て
 

本
書

は
、

平
成

１
２

年
度

通
商

産
業
省

委
託

事
業
と
し

て
保

安
機
闘

が
「

周
知

」
業

務
を

的
確
に

遂

行
す

る
た

め
の

参
考

と
し

て
活

用
い
た

だ
く

よ
う

に
作

成
し

た
も
の

で
す
が
、
 

  

平
成

１
３

年
６

月
に

経
済

産
業

省
原
子

力
安

全
・

保
安

院
長

の
私
的

研
究

会
と

し
て

ガ
ス

体
エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
に

係
る

保
安

規
制

に
関

す
る
検

討
会

が
設

置
さ

れ
、

平
成
１

４
年

９
月

に
「

ガ
ス

体
エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
に

係
る

保
安

規
制

の
在

り
方
に

つ
い

て
」

と
し

て
最

終
的
に

と
り

ま
と

め
ら

れ
、

そ
の
中

で
自

主
保

安
に

お
け

る
行

政
と

事
業

者
の
役

割
と

し
て

、
行

政
に

「
消
費

者
の

保
安

意
識

の
向

上
を
図

る
た

め
、

消
費

者
の

保
安

責
任

に
つ

い
て
わ

か
り

や
す

い
広

報
等

を
行
う

。
」、

事
業

者
に

「
消

費
者
に

対
す

る
保

安
情

報
の

周
知

、
啓

発
等

を
行
い

、
消

費
者

の
保

安
意

識
の
醸

成
に

務
め

る
。
」
こ
と

が
謳
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
 

ま
た
、
消
費

段
階

の
ヒ

ュ
ー
マ

ン
エ
ラ

ー
対

策
と

し
て
「
質

量
販
売

」「
高
齢

者
」
に

関
す

る
周
知

の

ポ
イ

ン
ト

等
の

改
訂
、
平
成
１

９
年
の

省
令

改
正

に
伴

い
、
周
知

事
項

の
追

加
や

Ｃ
Ｏ

( 
一

酸
化

炭
素
)

中
毒

事
故

防
止

の
注

意
喚

起
の

内
容
に

つ
い

て
整

理
し

、
平

成
２
１

年
３

月
の

通
達

改
正

に
よ
り

、
揺

れ
の

大
き

な
地

震
時

の
対

応
に

つ
い
て

改
訂

し
て

お
り

ま
す

。
 

・
年

度
変

わ
り

よ
る

更
新
 

 

・
他

の
テ

キ
ス

ト
と

の
整

合
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P
.2

 
 

下
か
ら

 

9
行
目

 

※
通

達
 
別
添

４
（
規
則

関
係
）

第
２
７

条
（

周
知

の
内

容
）

関
係
を

参
照
 

※
通

達
第

２
７

条
（

周
知

の
内

容
）
関

係
を

参
照
 

【
F
Y
28

版
】

P
.
4 

 

P
.2

 
 

下
か
ら

 

6
行
目

 

◇
周

知
の

頻
度

を
確

認
し

ま
し

ょ
う
。
 

（
規

則
第

３
８

条
の

２
第

１
項

、
第
２

項
、

第
３

項
 

周
知

の
方
法

）
 

周
知

は
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

の
供

給
開

始
時
と

燃
焼

器
に

応
じ

て
１

年
に
１

回
以

上
又

は
２

年
に

１
回
以

上

行
わ

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。（

＊
）
 

消
費

先
ご

と
に

使
用

し
て

い
る

燃
焼
器

の
名

称
、

型
式

、
製

造
者
等

を
把

握
し

て
、

周
知

頻
度
を

確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。
 

 

＊
：
 

前
回

の
周

知
の

日
か
ら
以

下
に

定
め

る
期

間
を

経
過

し
た
日
（

以
下
「
基

準
日
」
と
い

う
。）

前

四
ヶ

月
以

内
の

期
間

に
周

知
を

行
っ
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

基
準
日

に
お

い
て

行
っ

た
も

の
と
見

な
さ

れ
ま

す
。
 

 

（
１

）
規

則
第

３
８

条
の

２
第

１
項
に

規
定

す
る

周
知

 
２

年
 

（
２

）
規

則
第

３
８

条
の

２
第

２
項
に

規
定

す
る

周
知

 
１

年
 

◇
周

知
の

頻
度

を
確

認
し

ま
し

ょ
う
。
 

（
規

則
第

３
８

条
の

２
第

１
項

、
第
２

項
 

周
知

の
方

法
）

※
旧
第
３
８
条
第
１
号
、
第
２
号
 

周
知

は
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

の
供

給
開

始
時
と

燃
焼

器
に

応
じ

て
１

年
に
１

回
以

上
又

は
２

年
に

１
回
以

上

行
わ

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。（

＊
）
 

消
費

先
ご

と
に

使
用

し
て

い
る

燃
焼
器

の
名

称
、

型
式

、
製

造
者
等

を
把

握
し

て
、

周
知

頻
度
を

確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。
 

 

＊
：
 
平

成
２

９
年
４
月

１
日

よ
り
以

下
の

規
定
（
規

則
第

３
８
条

の
２

第
３

項
）
が
適

用
さ
れ

ま
す
。 

３
 

次
の

各
号

に
掲

げ
る

周
知

を
、
前

回
の

周
知

の
日

か
ら

当
該
各

号
に

定
め

る
機

関
を

経
過
し

た
日
（

以
下

こ
の

項
に

お
い
て
「
基

準
日

」
と

い
う

。）
前
四

ヶ
月
以

内
の

期
間

に
行

っ
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

基
準

日
に

お
い

て
当
該

周
知

を
行

っ
た

も
の

と
見
な
す
。
 

（
１

）
第

１
項

に
規

定
す

る
周

知
 
２

年
 

（
２

）
前

項
に

規
定

す
る

周
知
 

１
年
 

【
F
Y
28

版
】

P
.
4 

・
省

令
改
正
（
平

成
２

８
年
６

月
２

３
日

）
に

伴
う

変
更
 

・
周

知
、
点
検
・

調
査

に
お
け

る
裕

度
の

設
定
 

P
.4

 
 

下
か
ら

 

4
行
目

 

平
成

２
８

年
６

月
２

３
日

の
省

令
改
正

に
よ

り
、

消
費

者
が

承
諾
し

た
場

合
に

限
り

、
電

子
メ
ー

ル
や

Ｗ
ｅ

ｂ
サ

イ
ト

で
の

周
知

文
書

の
提
供

が
平

成
２

９
年

４
月

１
日
か

ら
認

め
ら

れ
る

よ
う

に
な
り

ま
し

た
。
 

平
成

２
８

年
６

月
２

３
日

の
省

令
改
正

に
よ

り
、

消
費

者
が

承
諾
し

た
場

合
に

限
り

、
電

子
メ
ー

ル
や

Ｗ
ｅ

ｂ
サ

イ
ト

で
の

周
知

文
書

の
提
供

が
平

成
２

９
年

１
月

１
日
か

ら
認

め
ら

れ
る

よ
う

に
な
り

ま
し

た
。
 

【
F
Y
28

版
】

P
.
6 

・
省

令
改
正
（
平

成
２

８
年
６

月
２

３
日

）
に

伴
う

変
更
 

・
情
報

通
信

技
術

を
用

い
た
周

知
の

手
法
 

背
表
紙

 
奥

付
（
２

９
年

度
版

）
 

奥
付

（
２

８
年

度
版

）
 

・
年

度
替

わ
り

に
よ

る
更

新
 

 

本
書
籍

の
電
子
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
を
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
保
安
技
術
者
向

け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
」
の
「
地
域
保
安
指
導
事

業
用
等

テ
キ
ス
ト
」
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
、
無
償
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。
ど
な
た
で
も

本
書
籍

の
印
刷
、
刊
行
等
を

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

ま
た
、

こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
は
、
保
安
教

育
用
教
材
と
し
て
「

学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
、
「
事
故
事
例

研
究
」
、

「
安
全

機
器
類
の
原
理
、
構
造
等
」
、
「
ビ
デ
オ
資
料
」
な
ど
の
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
も
掲
載
し
て
お
り
、
無
償
で
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
書

籍
と
併
せ
、
こ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
も

是
非
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
【
Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:/
/
ww
w
.l
pg
pr
o
.g
o.
j
p/

）
】

 

本
ガ
イ

ド
の
電
子
デ
ー
タ
（

Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
」
の
「
地
域

保
安
指
導

事
業
用

等
テ
キ
ス
ト
」
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、

こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
は
、
保
安
教

育
用
教
材
と
し
て
「

学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
、
「
事
故
事
例

研
究
」
、

「
安
全

機
器
類
の
原
理
、
構

造
等
」
な
ど
の

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
も

掲
載
し
て

い
ま

す
。
 

こ
れ
ら

の
テ
キ
ス
ト
及
び
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ

は
無
償
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
で
き
ま

す
の
で
、
本
ガ
イ
ド

と
併
せ
、

こ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
も
是
非

ご
活
用
く
だ
さ

い
。
 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
【
Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:/
/
ww
w
.l
pg
pr
o
.g
o.
j
p/

）
】
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保
安

業
務
ガ

イ
ド

【
緊

急
時

連
絡

・
緊

急
時

対
応

】
（
新
旧
対
照
表
） 

2
0
1
7
/
07

/
2
8 

頁
等

 
２
９
年
度
版

 
２
８
年
度
版

 
備

 
考

 

は
 

じ
 

め
 

に
   

液
化

石
油

ガ
ス

の
保

安
の

確
保

及
び
取

引
の

適
正

化
に

関
す

る
法
律
（
昭

和
４

２
年

１
２

月
２
８

日

法
律

第
１

４
９

号
、

以
下

、「
液

化
石
油

ガ
ス

法
」

と
い

う
。）

は
、
平

成
８

年
３

月
３

１
日

に
改
正

法

が
公

布
さ

れ
、
平

成
９

年
４
月

１
日
に

施
行

さ
れ

ま
し

た
。
こ
れ

に
よ

り
保

安
機

関
制
度

が
創
設

さ
れ

、

３
年

間
の

経
過

措
置

期
聞

を
経

て
、
平
成

１
２

年
４

月
１
日

よ
り
全

面
施

行
さ

れ
ま

し
た

。
そ

れ
以

後
、

保
安

機
関

の
専

業
化

に
よ

る
保

安
技
術

の
高

度
化

、
保

安
サ

ー
ビ
ス

の
向

上
等

、
液

化
石

油
ガ
ス

に
よ

る
災

害
を

防
止

す
る

た
め

に
、

保
安
業

務
の

的
確

な
遂

行
が

求
め
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

平
成

８
～

１
１

年
度
で
は
、
液
化

石
油
ガ

ス
に

お
け

る
保

安
業

務
７
区

分
に

つ
い

て
、
主

と
し

て
「
法

規
編

」
を

解
説

し
た

資
料

を
作

成
し
、

法
令

の
周

知
・

徹
底

を
図
っ

て
参

り
ま

し
た
が
、

平
成
１

２
年

度
よ

り
保

安
業

務
区

分
ご

と
に

業
務
手

順
を

解
説

し
た

ガ
イ

ド
ブ
ッ

ク
と

し
て

『
保

安
業

務
ガ
イ

ド
』

を
作

成
し

、
シ

リ
ー

ズ
化

し
ま

し
た
。
 

本
シ

リ
ー

ズ
は

、
保

安
機

関
並

び
に
液

化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者
が

保
安

業
務

を
的

確
に

遂
行
す

る

た
め

に
参

考
と

し
て

い
た

だ
く

も
の
と

し
て

纏
め

て
お

り
ま

す
の
で

、
活

用
し

て
い

た
だ

け
れ
ば

幸
い

で
す

。
 

  

本
書

の
編

集
等

に
つ

い
て
 

「
緊

急
時

連
絡

」
に

お
い

て
は

、
緊
急

情
報

の
内

容
を

充
分

に
把
握

し
、

消
費

者
等

へ
の

適
切
な

指

示
、

ア
ド

バ
イ

ス
や

緊
急

時
対

応
の
認

定
を

受
け

た
保

安
機

関
へ
の

出
動

要
請

等
を

迅
速

に
判
断

す
る

こ
と

が
、「

緊
急
時

対
応
」
に
お

い
て
は
、
緊
急

出
動

の
要
請

を
受
け

た
ら
、
現
地

の
状
況

を
確
認
・
把

握
す

る
と

と
も

に
、

一
刻

も
早

く
現
場

に
到

着
し

、
初

期
措

置
を
万

全
に

施
す

こ
と

が
各

々
最
重

要
課

題
と

な
っ

て
お

り
、
災
害

が
発

生
す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
又

は
発
生

し
た

場
合

、
災

害
を

防
止
し

又
は

災
害

の
拡

大
を

防
止

す
る

こ
と

が
重
要

で
す

。
 

 こ
れ

ら
状

況
か

ら
、

保
安

機
関

並
び
に

液
化

石
油

ガ
ス

販
売

事
業
者

が
「

緊
急

時
連

絡
」

及
び
「

緊

急
時

対
応

」
の

保
安

業
務

を
的

確
に
遂

行
す

る
た

め
の

ガ
イ

ド
と
し

て
、

よ
り

実
務

に
添

っ
た
解

説
書

と
し

て
編

集
し

た
「
保

安
業
務

ガ
イ
ド
（

緊
急

時
連

絡
）」

及
び
「

保
安

業
務

ガ
イ

ド
（
緊

急
時
対

応
）
」

を
各

々
作

成
し

ま
し

た
。
 

本
書

は
、

平
成

１
２

年
度

の
通

商
産
業

省
委

託
事

業
に

お
い

て
作
成

し
ま

し
た

が
、

法
令

改
正
に

伴

う
改

訂
、

年
度

替
わ

り
に

伴
う

更
新
等

を
適

宜
行

っ
て

い
ま

す
。
 

平
成

２
２

年
度

に
お

い
て

、
二

冊
で
あ

っ
た

「
緊

急
時

連
絡

」
と
「

緊
急

時
対

応
」

と
を

一
冊
に

集

約
し

ま
し

た
。
 

な
お

、
本

書
で

の
法

令
条

文
等

は
、
平

成
２

９
年

４
月

１
日

時
点
の

法
令

を
基

に
し

て
お

り
ま
す

。
 

 
液

化
石

油
ガ

ス
の

保
安

の
確

保
及
び

取
引

の
適

正
化

に
関

す
る
法

律
は

平
成

８
年

３
月

３
１
日

に
改

正
法

が
公

布
さ

れ
、

平
成

９
年

４
月
１

日
に

施
行

さ
れ

ま
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

保
安

機
関

制
度
が

創
設

さ
れ

、
３

年
間

の
経

過
措

置
期

間
を
経

て
、

平
成

１
２

年
４

月
１
日

よ
り

全
面

施
行

さ
れ

ま
し
た

。
そ

れ
以

後
、

保
安

機
関

の
専

業
化

に
よ
る

保
安

技
術

の
高

度
化

、
保
安

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
等

、
液
化

石
油

ガ
ス

に
よ

る
災

害
を

防
止

す
る

た
め
に

、
保

安
業

務
の

的
確

な
遂
行

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

  
平

成
８

年
～

１
１

年
度

に
、

保
安
業

務
７

区
分

に
つ

い
て

、
主
と

し
て

「
法

規
編

」
の

解
説
書

を
作

成
し

、
法

令
の

周
知

・
徹

底
を

図
っ
て

参
り

ま
し

た
。
 

      
本

書
で

は
、

保
安

業
務

で
あ

る
「
緊

急
時

連
絡

」
、「

緊
急

時
対
応

」
に

つ
い

て
、

よ
り

実
務
の

流
れ

に
沿

っ
た

解
説

書
と

し
て

一
冊

に
集
約

し
ま

し
た

。
 

   
「

緊
急

時
連

絡
」

に
お

い
て

は
、
緊

急
情

報
の

内
容

を
充

分
に
把

握
し

、
消

費
者

等
へ

の
適
切

な
指

示
、

ア
ド

バ
イ

ス
や

緊
急

時
対

応
の
認

定
を

受
け

た
保

安
機

関
へ
の

出
動

要
請

等
を

迅
速

に
判
断

す
る

こ
と

が
最

重
要

課
題

で
す

。
 

 
「

緊
急

時
対

応
」

に
お

い
て

は
、
緊

急
出

動
の

要
請

を
受

け
た
ら

、
現

地
の

状
況

を
確

認
・
把

握
す

る
と

と
も

に
、

一
刻

も
早

く
現

場
に
到

着
し

、
初

期
措

置
を

万
全
に

施
す

こ
と

が
最

重
要

課
題
で

す
。
 

 
災

害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る
場

合
、

又
は

発
生

し
た

場
合
、

災
害

を
防

止
し

、
又

は
災
害

の
拡

大
を

防
止

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
 

          
液

化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者

及
び
保

安
業

務
を

行
う

保
安

機
関
が

、
的

確
な

業
務

遂
行

の
参
考

と
し

て
活

用
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で
す

。
 

 

・
年

度
変

わ
り

よ
る

更
新
 

 

・
他

の
テ

キ
ス

ト
と

の
整

合
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本

書
の

内
容

は
、「

地
域

保
安

指
導
事

業
用

等
テ

キ
ス

ト
」
と
し

て
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
保

安
技
術

者
向
け

Ｗ
ｅ

ｂ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

て
お

り
ま

す
。
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
に

は
、

保
安
教

育
用

教
材

と
し

て
「

学
習
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
、「

事
故

事
例

研
究

」
等

を
掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

こ
ち
ら

も
ご

活
用

下
さ

い
ま

す
よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
保

安
技

術
者

向
け

Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ

ト
 

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:
//
w
w
w.
l
p
gp
r
o
.
g
o
.j
p
/ 

 

目
次

 
P

.1
 

【
別

紙
（

左
欄

）
参

照
】
 

【
別

紙
（

右
欄

）
参

照
】
 

 

目
次

 
P

..2
7 

【
別

紙
（

左
欄

）
参

照
】
 

【
別

紙
（

右
欄

）
参

照
】
 

 

背
表
紙

 
奥

付
（
２

９
年

度
版

）
 

奥
付

（
２

８
年

度
版

）
 

・
年

度
替

わ
り

に
よ

る
更

新
 

 

本
書
籍

の
電
子
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
を
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
保
安
技
術
者
向

け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
」
の
「
地
域
保
安
指
導
事

業
用
等

テ
キ
ス
ト
」
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
、
無
償
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。
ど
な
た
で
も

本
書
籍

の
印
刷
、
刊
行
等
を

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

ま
た
、

こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
は
、
保
安
教

育
用
教
材
と
し
て
「

学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
、
「
事
故
事
例

研
究
」
、

「
安
全

機
器
類
の
原
理
、
構
造
等
」
、
「
ビ
デ
オ
資
料
」
な
ど
の
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
も
掲
載
し
て
お
り
、
無
償
で
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
書

籍
と
併
せ
、
こ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
も

是
非
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
【
Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:/
/
ww
w
.l
pg
pr
o
.g
o.
j
p/

）
】
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保
安

業
務
ガ

イ
ド

【
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
】
（
新
旧
対
照
表
） 

2
0
1
7
/
07

/
2
8 

頁
等

 
２
９
年
度
版

 
２
８
年
度
版

 
備

 
考

 

は
 

じ
 

め
 

に
   

液
化

石
油

ガ
ス

の
保

安
の

確
保

及
び
取

引
の

適
正

化
に

関
す

る
法
律

（
昭

和
４

２
年

１
２

月
２
８

日

法
律

第
１

４
９

号
、

以
下

、「
液

化
石
油

ガ
ス

法
」

と
い

う
。）

は
、
平

成
８

年
３

月
３

１
日

に
改
正

法

が
公

布
さ

れ
、
平

成
９

年
４
月

１
日
に

施
行

さ
れ

ま
し

た
。
こ
れ

に
よ

り
保

安
機

関
制
度

が
創
設

さ
れ

、

３
年

間
の

経
過

措
置

期
聞

を
経

て
、
平
成

１
２

年
４

月
１
日

よ
り
全

面
施

行
さ

れ
ま

し
た

。
そ

れ
以

後
、

保
安

機
関

の
専

業
化

に
よ

る
保

安
技
術

の
高

度
化

、
保

安
サ

ー
ビ
ス

の
向

上
等

、
液

化
石

油
ガ
ス

に
よ

る
災

害
を

防
止

す
る

た
め

に
、

保
安
業

務
の

的
確

な
遂

行
が

求
め
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

平
成

８
～

１
１

年
度

で
は
、
液
化

石
油
ガ

ス
に

お
け

る
保

安
業

務
７
区
分
に

つ
い

て
、
主

と
し

て
「
法

規
編

」
を

解
説

し
た

資
料

を
作

成
し
、

法
令

の
周

知
・

徹
底

を
図
っ

て
参

り
ま

し
た

が
、
平

成
１

２
年

度
よ

り
保

安
業

務
区

分
ご

と
に

業
務
手

順
を

解
説

し
た

ガ
イ

ド
ブ
ッ

ク
と

し
て
『
保

安
業

務
ガ
イ

ド
』

を
作

成
し

、
シ

リ
ー

ズ
化

し
ま

し
た
。
 

本
シ

リ
ー

ズ
は

、
保

安
機

関
並

び
に
液

化
石

油
ガ

ス
販

売
事

業
者
が

保
安

業
務

を
的

確
に

遂
行
す

る

た
め

に
参

考
と

し
て

い
た

だ
く

も
の
と

し
て

纏
め

て
お

り
ま

す
の
で

、
活

用
し

て
い

た
だ

け
れ
ば

幸
い

で
す

。
 

本
書

の
編

集
等

に
つ

い
て
 

本
書

は
、
実
際

の
保

安
業

務
の
中

で
生
じ

た
又

は
生

じ
そ

う
に

な
っ
た

事
例

を
集

め
た

も
の

で
す
が
、

教
育

的
見

地
か

ら
再

構
成

し
て

「
ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

」
と

し
て

ま
と
め

た
こ

と
か

ら
、
掲
載

さ
れ
て

い
る

事
例

は
、

事
実

を
忠

実
に

記
載

し
た
も

の
だ

け
で

な
く

、
脚

色
の
入

っ
た

も
の

、
現

在
は

事
故
と

し
て

報
告

さ
れ

て
い

る
も

の
が

あ
り

ま
す
。
 

し
か

し
、

掲
載

さ
れ

た
事

例
は

、
い
ず

れ
も

注
意

を
怠

る
と

大
事
故

に
つ

な
が

る
と

い
っ

た
教
訓

に

な
る

も
の

で
、
同

様
な

業
務
を

実
施
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、
十
分

に
注

意
が

必
要
と
さ
れ

る
も
の

で
す
。 

 本
書

は
、
平

成
１

６
年

度
の

経
済

産
業
省

委
託

事
業

に
お

い
て

、
業

務
横

断
的

な
副

読
本

と
し

て
『
保

安
業

務
ガ

イ
ド

』
の

シ
リ

ー
ズ

に
追
加

し
ま

し
た

。
 

        
本

シ
リ

ー
ズ
は
、
液

化
石

油
ガ

ス
の
保

安
業

務
を

的
確

に
遂

行
す
る

た
め

に
、
平

成
１

２
年

か
ら
「
液

化
石

油
ガ

ス
の

保
安

の
確

保
及

び
取
引

の
適

正
化

に
閲

す
る

法
律
」
に
お

け
る

保
安

業
務
区

分
ご
と

に
、

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

と
し

て
業

務
手

順
を
解

説
し

た
も

の
で

す
。
 

     

ま
た

、
本

書
は

、
業

務
横

断
的

な
副
読

本
と

し
て
、
現

実
の

保
安
業

務
の

中
で

生
じ

た
、

あ
る
い

は

生
じ

そ
う

に
な

っ
た

事
例

を
収

集
し
、
こ
れ

を
教

育
的

見
地

か
ら
再

構
成

し
て

、「
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト
」
と

し
て

ま
と

め
た
も
の

で
す

。
 

し
た

が
っ

て
、
本

書
で

取
り
上

げ
ら
れ

て
い

る
事

例
は
、
事

実
を
忠

実
に

記
載
し
た

も
の

も
あ
れ

ば
、

脚
色

の
入

っ
た

も
の

や
、
現
在

は
事
故

と
し

て
報

告
さ

れ
て

い
る
も

の
も

あ
り

ま
す
。
し

か
し
な

が
ら
、

い
ず

れ
の

事
例

も
注

意
を

怠
る

と
大
事

故
に

つ
な

が
る

と
い

っ
た
教

訓
と

な
る

も
の

で
あ

り
、
同

様
な

業
務

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

十
分
に

注
意

が
必

要
で

す
。

 

 

・
年

度
変

わ
り

よ
る

更
新
 

 

・
他

の
テ

キ
ス

ト
と

の
整

合
 

 
削

除
 

な
お
、
本
文

中
、
青
本

と
は
「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス

設
備

設
置

基
準

及
び

取
扱
要

領
」（

高
圧
ガ

ス
保
安

協
会
発

行
)
を
表

し
、
黒

本
と

は
「
ガ
ス

機
器
の

設
置

基
準

及
び

実
窃

指
針
」
 
(一

般
財

団
法

人
日

本
ガ
ス

機
器

検
査

協
会

発
行
)を

表
し

て
い
ま

す
。
 

・
目

次
に

「
凡

例
」

と
し

て
移

動
 

 
       

 
本

書
の

内
容

は
、「

地
域

保
安

指
導
事

業
用

等
テ

キ
ス

ト
」
と
し

て
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
保

安
技
術

者
向
け

Ｗ
ｅ

ｂ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

て
お

り
ま

す
。
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
に

は
、

保
安
教

育
用

教
材

と
し

て
「

学
習
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
、「

事
故

事
例

研
究

」
等

を
掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

こ
ち
ら

も
ご

活
用

下
さ

い
ま

す
よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
保

安
技

術
者

向
け

Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ

ト
 

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:
//
w
w
w.
l
p
gp
r
o
.
g
o
.j
p
/ 

 
本
書
籍

の
電
子
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
を
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
保
安
技
術
者
向

け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
」
の
「
地
域
保
安
指
導
事

業
用
等

テ
キ
ス
ト
」
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
、
無
償
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。
ど
な
た
で
も

本
書
籍

の
印
刷
、
刊
行
等
を

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

ま
た
、

こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
は
、
保
安
教

育
用
教
材
と
し
て
「

学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
、
「
事
故
事
例

研
究
」
、

「
安
全

機
器
類
の
原
理
、
構
造
等
」
、
「
ビ
デ
オ
資
料
」
な
ど
の
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
も
掲
載
し
て
お
り
、
無
償
で
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
書

籍
と
併
せ
、
こ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
も

是
非
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
【
Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt
p
:/
/
ww
w
.l
pg
pr
o
.g
o.
j
p/

）
】
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目
次

 
【
凡
例
】
本
書
で
用
い
た
略
称
と
正
式
名
称
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
「
青
本
」
→
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
設
置
基
準
及
び
取
扱
要
領
（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
発
行

) 

▼
「
黒
本
」
→
 
ガ
ス
機
器
の
設
置
基
準
及
び
実
窃
指
針
 (
一
般
財
団
法
人
日
本
ガ
ス
機
器
検
査
協
会
発
行

) 

新
規
 

・
「

は
じ

め
に

」
か

ら
の

移
動
 

P
.7

 
【
７
容
器
】 

共
同
住
宅

 
 

発
生

状
況

及
び

保
安

機
関

の
対

応
 

容
器

交
換

時
に

、
ガ

ス
検

知
器
で

5
0
kg

容
器

を
検

査
す

る
と
容

器
パ
ル

プ
の

下
図

ａ
部

か
ら

の
パ

ッ
ク

漏
れ

を
発

見
し

た
。

応
急

措
置
(
容
器

バ
ル

ブ
を

全
聞
に

し
た
)
を
し

て
販

売
事

業
者
へ

連
絡
し

た
。
 

発
生

状
況

及
び

保
安

機
関

の
対

応
 

容
器

交
換

時
に

、
ガ

ス
検

知
器
で

5
0
kg

容
器

を
検

査
す

る
と
容

器
パ
ル

プ
の

パ
ッ

ク
漏

れ
を

発
見

し
た

。
応

急
措

置
(
バ
ル

ブ
を
全

聞
に
し

た
)
を
し

て
販

売
事
業

者
へ
連

絡
し

た
。
 

 

        

 
・

図
の
修

正
 

（
バ

ッ
ク

漏
れ

の
位

置
を

明
確

）
 

販
売

事
業

者
の

対
応
 

全
開

の
容

器
バ

ル
ブ

を
閉

止
し
、

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し
て

か
ら

、
容

器
交

換
後

当
該
容

器
を

自
社

充
て

ん
所

へ
移

送
し

た
。
 

販
売

事
業

者
の

対
応
 

容
器

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
漏

え
い

が
な
い

こ
と

を
確

認
し

、
容

器
交
換

後
当

該
容

器
を

自
社

充
て
ん

所
へ

移
送

し
た

。
 

 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

①
保

安
機

関
は

、
点

検
を

的
確

に
行
い

、
欠

陥
が

な
い

こ
と

を
確
認

す
る

こ
と
。
 

②
販

売
事

業
者

及
び

保
安

機
関

は
、
容

器
バ

ル
プ

の
機

能
と

漏
え
い

に
つ

い
て

認
識

し
、

緊
急
時

の

対
応

や
 
維
持

管
理

を
的

確
に
行

い
、
欠

陥
が

な
い

こ
と

を
確

認
す
る

こ
と

。
 

③
パ

ッ
ク

漏
れ

に
は

、
ａ

．
ス

ピ
ン
ド

ル
と

グ
ラ

ン
ド

ナ
ッ

ト
と
の

問
、

ｂ
．

弁
本

体
と

グ
ラ
ン

ド

ナ
ッ

ト
と

の
聞

か
ら
 
漏

れ
る

２
種
類

が
あ

り
、

容
器

パ
ル

プ
を
全

聞
に

し
て

ス
ピ

ン
ド

ル
を
パ

ッ
ク

パ
ッ

キ
ン

に
圧

着
し

て
止

ま
る
の

は
前

者
ａ

．
の

場
合

で
、
後

者
ｂ

．
の

場
合

は
容

器
パ
ル

プ
を

閉
止

し
な

け
れ

ば
止

ま
ら

な
い
。
 

④
ス

ピ
ン

ド
ル

と
グ

ラ
ン

ド
ナ

ッ
ト
と

の
聞

か
ら

の
パ

ッ
ク

漏
れ
を

起
こ

し
た

場
合

、
容

器
パ
ル

ブ

を
全

聞
に

し
て

ス
ピ

ン
ド

ル
を

パ
ッ
ク

パ
ッ

キ
ン

に
圧

着
す

れ
ば
、

ス
ピ

ン
ド

ル
か

ら
の

漏
れ
は

一
時

的
に

止
ま

る
が
 パ

ッ
ク
パ

ッ
キ
ン

は
、

非
常

用
の

も
の

で
あ
る

。
 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

保
安

機
関

は
、

点
検

を
的

確
に

行
い
、

欠
陥

が
な

い
こ

と
を

確
認
す

る
こ

と
。
 

ま
た

、
販

売
事

業
者

及
び

保
安

機
関
は

、
容

器
バ

ル
ブ

の
機

能
と
漏

え
い

に
つ

い
て

確
認

し
、
緊

急
時

の
対

応
や

維
持

管
理

を
的

確
に
行

い
、

欠
陥

が
な

い
こ

と
を
確

認
す

る
こ

と
。
 

    バ
ッ

ク
漏

れ
を

起
こ

し
た

場
合

、
容
器

バ
ル

ブ
を

全
開

し
て
ス

ピ
ン

ド
ル

を
パ

ッ
ク

パ
ッ

キ
ン
に

圧
着

す
れ

ば
、
ス

ピ
ン

ド
ル
か

ら
の
漏

れ
は

一
時

的
に

止
ま

る
が
 
パ
ッ

ク
パ

ッ
キ

ン
は
、
非
常

用
の

も
の

で
あ

る
。
 

 

P
.1

6 
【
５
集
合

装
置
】 

戸
別
住
宅

 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

①
容

器
交

換
時

の
点

検
で

発
見

で
き
た

可
能

性
が

あ
る

の
で

、
保
安

機
関

は
容

器
交

換
時

の
供
給

設

備
の

点
検

を
実

施
す

る
場

合
は

技
術
上

の
基

準
に

よ
り

、
集

合
装
置

等
高

圧
部

か
ら

の
ガ

ス
漏
え

い
の

有
無

の
確

認
に

つ
い

て
確

実
に
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ
る

。
 

②
販

売
事

業
者

は
高

圧
ホ

ー
ス

の
期
限

管
理

を
実

施
し

、
ガ

ス
放
出

防
止

型
高

圧
ホ

ー
ス

に
交
換
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

③
高

圧
ガ

ス
部

の
漏

え
い

を
確

認
す
る

た
め

に
は

、
目

視
で

き
る
部

分
は

、
ガ

ス
検

知
器

文
は
漏

え

い
検

知
液

に
よ

り
確

認
す

る
こ

と
が
基

本
で

あ
る

が
、

高
圧

部
の
漏

れ
の

場
合

、
漏

え
い

量
に
よ

り
漏

え
い

検
知

液
で

は
発

泡
し

な
い
こ

と
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
状
況

に
応

じ
て

検
知

器
を

用
い
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

・
容

器
交

換
時

の
点

検
で

発
見

で
き
た

可
能

性
が

あ
る

の
で

、
保
安

機
関

は
容

器
交

換
時

の
供
給

設

備
の

点
検

を
実

施
す

る
場

合
は

技
術
上

の
基

準
に

よ
り

、
集

合
装
置

等
高

圧
部

か
ら

の
ガ

ス
漏
え

い
の

有
無

の
確

認
に

つ
い

て
確

実
に
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ
る

。
 

・
販

売
事

業
者

は
高

圧
ホ

ー
ス

の
期
限

管
理

を
実

施
す

る
こ

と
が
望

ま
し

い
。
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④
当

該
事

例
に

お
い

て
緊

急
出

動
し
て

対
応

し
て

い
る

状
況

か
ら
、

人
の

五
感

に
よ

り
漏

え
い
箇

所

を
特

定
し

た
こ

と
に

つ
い

て
は

、
音
、

に
お

い
、

陽
炎

、
触

感
で
漏

れ
を

感
知

す
る

こ
と

も
可
能

で
あ

り
間

違
え

で
は

な
い

が
、

五
感
の

み
で

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

の
漏

れ
、
空

気
と

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

の
置

換
状
態

等
を

判
断

す
る

の
は

、
正

し
い

と
は
い

え
な

い
。

最
終

確
認

は
検
知

器
を

用
い

、
付

近
の

Ｌ
Ｐ
ガ

ス
滞

留
状

況
も

含
め

、
漏

れ
て

い
る
物

質
が

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

で
あ

る
こ
と

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る
。
 

P
.3

0 
【
２
供
給

管
・
配

管
】 

共
同
住
宅

 

発
生

状
況

及
び

保
安

機
関

の
対

応
 

容
器

交
換

時
に

、
予

想
以

上
に

使
用
側

の
容

器
の

ガ
ス

が
消

費
さ
れ

予
備

側
の

ガ
ス

が
減

少
し
て

い
た

た
め

、
ガ

ス
漏

れ
の
疑
い

を
持
ち

調
べ

た
が

、
埋

設
の

部
分
も

あ
り

発
見

で
き

な
か

っ
た
。
 

気
に

な
り

再
度

調
べ

た
と

こ
ろ

、
全
戸

使
用

し
て

い
な

い
に

も
関
わ

ら
ず
ガ
ス

の
流

音
が

し
、
配

管
露

出
部

分
を

検
知

液
で

調
査

し
た
が

発
見

で
き

な
か

っ
た
。

埋
設

部
分

の
疑

い
が

あ
っ

た
が
、

地

盤
凍

結
で

掘
削

で
き

ず
、

供
給

を
停
止

し
た
。
 

発
生

状
況

及
び

保
安

機
関

の
対

応
 

容
器

交
換

時
に

、
予

備
側

へ
の

食
い
込

み
が

あ
っ

た
。

ガ
ス

漏
れ
の
疑
い

を
持

ち
調

べ
た

が
、
埋

設
の

部
分

も
あ

り
発

見
で

き
な

か
っ
た
。
 

気
に

な
り

再
度

調
べ

た
と

こ
ろ

、
全
戸

使
用

し
て

い
な

い
に

も
関
わ

ら
ず
ガ
ス

流
の

音
が

し
、
配

管
露

出
部

分
を

検
知

液
で

調
査

し
た
が

発
見

で
き

な
か

っ
た
。

埋
設

部
分

の
疑

い
が

あ
っ

た
が
、

地

盤
凍

結
で

掘
削

で
き

ず
、

供
給

を
停
止

し
た
。
 

 

P
.3

1 
【
３
供
給

管
・
配

管
】 

共
同
住
宅

 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

①
今

回
は

通
報

者
の

消
費

設
備

側
配
管

の
漏

れ
で

あ
っ

た
よ

う
だ
が

、
共

同
住

宅
の

場
合

メ
ー
タ

ー

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
た

の
み

で
は

適
切
な

対
応

と
は

い
え

な
い

。
万
が

一
、

他
の

部
屋

な
ど

で
漏
れ

た
ガ

ス
が

、
通

報
者

の
部

屋
に

流
入
し

て
い

た
の

が
原

因
で

あ
っ
た

な
ら

ば
、

適
切

な
緊

急
時
対

応
の

業
務

を
行

っ
た

と
は

い
え

な
い
。

深
夜

で
も

、
出

動
し

て
安
全

確
認

を
保

安
機

関
と

し
て
す

べ
き

で
あ

る
。
 

②
ス

プ
レ

ー
シ

ー
ル

工
法

で
は

、
シ
ー

ル
剤

を
入

れ
過

ぎ
て

ヒ
ュ
ー

ズ
ガ

ス
栓
、
ガ

ス
メ

ー
タ
ー

の

可
動

部
分

に
シ

ー
ル

材
が
固
着

し
て
不

具
合

を
起

こ
す

、
配

管
閉
塞

を
起

こ
す

等
の

ト
ラ

ブ
ル
が

実
際

に
多

発
し

て
い

る
の

で
注

意
す
る

こ
と

。
こ

の
工

法
を

用
い
る

場
合

に
は

、
シ

ー
ル

材
を
充

填
し

た
ス

プ
レ

ー
缶

の
取

扱
説

明
書
等

に
記

載
さ

れ
た

事
項

に
従
う

こ
と

。
 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

今
回

は
通

報
者

の
消

費
設

備
側

配
管
の

漏
れ

で
あ

っ
た

よ
う

だ
が
、

共
同

住
宅

の
場

合
メ

ー
タ
ー

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
た

の
み

で
は

適
切
な

対
応

と
は

い
え

な
い

。
万
が

一
、

他
の

部
屋

な
ど

で
漏
れ

た

ガ
ス

が
、

通
報

者
の

部
屋

に
流

入
し
て

い
た

の
が

原
因

で
あ

っ
た
な

ら
ば

、
適

切
な

緊
急

時
対
応

の

業
務

を
行

っ
た

と
は

い
え

な
い

。
深
夜

で
も

、
出

動
し

て
安

全
確
認

を
保

安
機

関
と

し
て

す
べ
き

で

あ
る

。
 

ス
プ

レ
ー

シ
ー

ル
工

法
で

は
、

ヒ
ュ
ー

ズ
ガ

ス
栓

の
ヒ

ュ
ー

ズ
機
構
が
機

能
し

な
く

な
る

お
そ
れ

が
あ

る
の

で
注

意
す

る
こ

と
。
 

 

P
.5

0 
【
２
２
供

給
管
・配

管
】 

共
同
住
宅

 

発
生

箇
所

及
び

原
因
 

配
管

用
フ

レ
キ

管
の

接
続

不
良

に
よ
る

ガ
ス

漏
え

い
。
 

 

発
生

状
況

及
び

保
安

機
関

の
対

応
 

新
築

の
共

同
住

宅
 
(
40

戸
)の

供
給
開

始
時

点
検

・
調

査
に

お
い
て

消
費

側
配

管
の

漏
え

い
民
験

を
行

っ
た

ら
、

設
備

工
事

終
了

後
の
気

密
試

験
に

合
格

し
て

い
た
に

も
か

か
わ

ら
ず
配
管

用
フ
レ

キ

管
の

接
続

部
よ

り
の

ガ
ス
 漏

え
い

が
認

め
ら

れ
た

。
 

発
生

箇
所

及
び

原
因
 

フ
レ

キ
管

の
接

続
不

良
に

よ
る

ガ
ス
漏

え
い

。
 

 

発
生

状
況

及
び

保
安

機
関

の
対

応
 

新
築

の
共

同
住

宅
 
(
40

戸
)の

供
給
開

始
時

点
検

・
調

査
に

お
い
て

消
費

側
配

管
の

漏
え

い
民
験

を
行

っ
た

ら
、

設
備

工
事

終
了

後
の
気

密
試

験
に

合
格

し
て

い
た
に

も
か

か
わ

ら
ず

配
管

用
フ
レ

キ

管
の

接
続

部
よ

り
の

ガ
ス
 漏

え
い

が
認

め
ら

れ
た

。
 

 

P
.8

1 
【
５
湯
沸

器
】 

戸
別
住
宅

 

発
生

箇
所

及
び

原
因
 

小
型

湯
沸

器
（

開
放

式
ガ

ス
瞬

間
湯
沸

器
）
を
風

居
場

に
設

置
し
、

シ
ャ

ワ
ー

用
に

使
用

し
て
い

た
。
 

発
生

箇
所

及
び

原
因
 

小
型

湯
沸

器
を

風
居

場
に

設
置

し
、
シ

ャ
ワ

ー
用

に
使

用
し

て
い
た

。
 

 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

小
型

湯
沸

器
の

長
時

間
使

用
(シ

ャ
ワ
ー

)は
、
Ｃ

Ｏ
中

毒
事
故

に
つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
り

、
使

用
禁

止
に

す
べ

き
で

あ
る
。
ま

た
、
小

型
湯

沸
器

の
設

置
に

あ
た
り

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
の
配
管

と
接
続

す

る
工

事
が

液
化

石
油

ガ
ス

設
備

士
以
外
は
行

え
な

い
こ

と
か

ら
、
周

知
等

の
機

会
を

捉
え

、
消
費

者

に
徹

底
す

る
必

要
が

あ
る
。
 

当
該

事
象

に
伴

う
措

置
・

対
応

等
 

小
型

湯
沸

器
の

長
時

間
使

用
(シ

ャ
ワ
ー

)は
、
Ｃ

Ｏ
中

毒
事
故

に
つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
り

、
使

用
禁

止
に

す
べ

き
で

あ
る
。
特

監
法
に

係
る

機
器

の
設

備
は

資
格
者

の
監

督
の

下
で

行
う

こ
と
と

な

っ
て

お
り

、
周

知
等

の
機

会
を

捉
え
、

消
費

者
に

徹
底

す
る

必
要
が

あ
る
。
 

 

背
表
紙

 
奥

付
（
２

９
年

度
版

）
 

奥
付

（
２

８
年

度
版

）
 

・
年

度
替

わ
り

に
よ

る
更

新
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■
Ｃ

Ｏ
中

毒
事

故
防
止

対
策

技
術

（
新

旧
対

照
表

）
［

平
成

２
９

年
度

］
 

20
17

/0
7/

28
 

頁
等

 
２
９
年
度
版

 
２
８
年
度
版

 
備

 
考

 

は
 

じ
 

め
 

に
 

 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
の

事
故

件
数

は
、
昭

和
５

４
年

に
７

９
３

件
（

死
傷

者
８

８
８

人
）
を

記
録

し
た

後
、
減

少
に

転
じ

、
平

成
９

年
に

は
６

８
件
（

死
傷

者
７

０
人

）
と

な
り

ま
し

た
が

、

平
成

１
０

年
か

ら
１

７
年

ま
で

の
間

は
、

７
５

～
１

２
０

件
／

年
の

発
生

状
況

で
し

た
。

そ
の

後
、

平
成

１
７

年
の

悪
質

な
法

令
違

反
事

例
に

関
連

し
た

法
令

遵
守

の
徹

底
指

導
、

給
湯

器
の

事
故

発
生

に
伴

う
事

故
届

の
徹

底
指

導
等

に
よ

り
、
潜

在
化

し
て

い
た

事
故

の

補
足

率
が

向
上

し
た

と
推

測
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、
平

成
１

８
年

以
降

に
つ

い
て

は
、
事

故
件

数
が

増
加

し
、
１

６
７

～
２

６
０

件
／

年
で

推
移

し
て

い
ま

し
た

。
平

成
２

８
年

の

事
故

件
数

は
１

３
６

件
で

、
平

成
２

７
年

の
１

７
８

件
か

ら
減

少
し

、
平

成
１

８
年

以
降

で
最

も
少

な
い

件
数

と
な

り
、
死

傷
者

に
も

５
２

人
と

平
成

２
７

年
の

６
０

人
か

ら
減

少

し
、
こ

の
う

ち
死

亡
者

数
に

つ
い

は
、
昭

和
４

２
年

以
降

平
成

１
８

年
以

来
１

０
年

ぶ
り

に
０

人
で

し
た

。
【

経
済

産
業

省
商

務
流

通
保

安
グ

ル
ー

プ
ガ

ス
安

全
室

「
平

成
２

８
年

の
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
事

故
発

生
状

況
（

平
成

２
９

年
３

月
１

６
日

）
」

に
基

づ
く

】
 

 
以

下
、

省
略

 

 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
の

事
故

件
数

は
、
昭

和
５

４
年

に
７

９
３

件
を

記
録

し
た

後
、
減

少
に

転
じ

、

平
成

９
年

に
は

６
８

件
（

死
傷

者
７

０
人

）
と

な
り

ま
し

た
が

、
平

成
１

０
年

か
ら

１
７

年
ま

で
の

間
は

、
７

５
～

１
２

０
件

／
年

の
発

生
状

況
で

し
た

。
そ

の
後

、
平

成
１

７
年

の
悪

質
な

法
令

違
反

事
例

に
関

連
し

た
法

令
遵

守
の

徹
底

指
導

、
給

湯
器

の
事

故
発

生
に

伴
う

事
故

届
の

徹
底

指
導

等
に

よ
り

、
潜

在
化

し
て

い
た

事
故

の
補

足
率

が
向

上
し

た
と

推
測

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
平

成
１

８
年

以
降

に
つ

い
て

は
、
事

故
件

数
が

増
加

し
、
１

６
７

～
２

６
０

件
／

年
で

推
移

し
て

い
ま

し
た

。
平

成
２

７
年

の
事

故
件

数
は

１
６

７
件

で
、
平

成
２

６
年

の
１

８
７

件
か

ら
減

少
し

、
平

成
１

８
年

以
降

で
最

も
少

な
い

件
数

と

な
り

、
死

傷
者

も
６

２
人

と
平

成
２

６
年

の
７

７
人

か
ら

減
少

し
ま

し
た

。
【

経
済

産
業

省
の

平
成

２
７

年
の

事
故

発
生

状
況

（
平

成
２

８
年

３
月

１
０

日
）

に
基

づ
く

】
 

 
以

下
、

省
略

 

 

年
度

変
わ

り
よ

る
更

新
 

 
              

 
・

他
の

テ
キ

ス
ト

と
の

整
合

化
 

本
書

籍
の

電
子

デ
ー

タ
（

Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
を
「

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

保
安

技
術

者
向

け
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
」
の
「

地
域

保

安
指

導
事

業
用

等
テ

キ
ス

ト
」
の

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

お
り

、
無

償
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

こ
と

が
で

き

ま
す

。
ど

な
た

で
も

本
書

籍
の

印
刷

、
刊

行
等

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

ま
た

、
こ

の
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
に

は
、
保

安
教

育
用

教
材

と
し

て
「

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
、
「

事
故

事
例

研
究

」
、
「

安
全

機
器

の
原

理
と

構
造

等
」
、
「

ビ
デ

オ
資

料
」
な

ど
の

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
も

掲
載

し
て

お
り

、
無

償
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
本

書
籍

と
併

せ
、
こ

の
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
も

是
非

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

保
安
技

術
者

向
け

Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ

ト
【

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
t
t
p
:
//
w
w
w
.
l
p
gp
ro
.
g
o
.
j
p
/
）

】
 

 

本
テ

キ
ス

ト
の

電
子

デ
ー

タ
（

Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
を
「

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

保
安

技
術

者
向

け
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
」
の
「

地

域
保

安
指

導
事

業
用

等
テ

キ
ス

ト
」

の
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
 

ま
た

、
こ

の
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
に

は
、
保

安
教

育
用

教
材

と
し

て
「

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
、
「

事
故

事
例

研
究

」
、

「
安

全
機

器
の

原
理

と
構

造
等

」
な

ど
の

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
も

掲
載

し
て

い
ま

す
。

 

こ
れ

ら
の

テ
キ

ス
ト

及
び

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
は

無
償

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

の
で

、

本
テ

キ
ス

ト
と

併
せ

、
こ

の
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
も

是
非

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

保
安

技
術

者
向

け
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ

ト
【

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
t
t
p
:
//
w
w
w
.
l
p
gp
ro
.
g
o
.
j
p
/
）

】
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表
1
.
1
 

一
酸

化
炭

素
の

吸
入

時
間

と
中

毒
症

状
 

空
気

中
に

お
け

る
一

酸
化

炭
素

濃
度

 
吸

入
時

間
と

中
毒

症
状

 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
Ｃ

Ｏ
警

報
器

は
、

5
0
p
p
m
超

2
50
p
p
m
以

下
で
一

段
目
警

報
を

発
す

る
。

（
P
.
88

参
照
）

 
 

表
1
.
1
 

一
酸

化
炭

素
の

吸
入

時
間

と
中

毒
症

状
 

空
気

中
に

お
け

る
一

酸
化

炭
素

濃
度

 
吸

入
時

間
と

中
毒

症
状

 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
Ｃ

Ｏ
警

報
器
は

、
5
0
p
p
m
超

2
50
p
p
m
以

下
で
一

段
目
警

報
を

発
す

る
。

（
P
.
61

参
照
）

 
 

誤
植

修
正

 

表
1
.
2
 

Ｃ
Ｏ

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

と
中

毒
症

状
 

血
液

中
の

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

 
中

毒
症

状
 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
逆

行
性

健
忘

症
：
あ

る
時

期
か
ら

前
の
記

憶
が
欠

如
す
る

状
態

 

※
チ

ェ
ー

ン
ス
ト

ー
ク

ス
呼

吸
：
小

さ
な
呼

吸
か
ら

次
第
に

深
さ

や
速

さ
が
増

し
て
無

呼
吸
と

な
る
こ

と

を
繰

り
返

す
状
態

 

※
業

務
用
換

気
警
報

器
は

、
Ｃ
Ｏ

ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン

濃
度

2
0
％
で

警
報

を
発
す

る
。

（
P
.
93
 
図

7
.
7
参

照
）
 

 

表
1
.
2
 

Ｃ
Ｏ

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

と
中

毒
症

状
 

血
液

中
の

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

 
中

毒
症

状
 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
逆

行
性

健
忘
症

：
あ

る
時

期
か
ら

前
の
記

憶
が
欠

如
す
る

状
態

 

※
チ

ェ
ー

ン
ス
ト

ー
ク

ス
呼

吸
：
小

さ
な
呼

吸
か
ら

次
第
に

深
さ

や
速

さ
が
増

し
て
無

呼
吸
と

な
る
こ

と

を
繰

り
返

す
状
態

 

※
業

務
用
換

気
警
報

器
は

、
Ｃ
Ｏ

ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン

濃
度

2
0
％
で

警
報

を
発
す

る
。

（
P
.
65
 
図

5
.
7
参

照
）
 

 

誤
植

修
正

 

P
.1

3
 

１
．

２
 

ふ
ろ

が
ま

の
概

要
 

中
略

 

（
１

）
機

能
別

に
よ

る
分

類
 

ふ
ろ

が
ま

を
機

能
、

構
造

別
に

分
類

す
る

と
次

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

 

【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

１
．

２
 

ふ
ろ

が
ま

の
概

要
 

中
略

 

（
１

）
機

能
別

に
よ

る
分

類
 

ふ
ろ

が
ま

を
機

能
、

構
造

別
に

分
類

す
る

と
次

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

 

 

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

・
フ

ロ
ー

図
の

変
更（

ふ

ろ
専

用
に

「
強

制
循

環
式

」
を

追
加

 

P
.1

5
 

表
2
.
2
 

ガ
ス

消
費

機
器

設
置

工
事

監
督

者
の

資
格

（
特

監
法

第
４

条
第

１
項

）
 

資
格

の
種

類
 

資
格

の
根

拠
等

 

講
習

修
了

資
格

者
 

(一
財

)日
本

ガ
ス

機
器

検
査

協
会

が
実

施
す

る
資

格
講

習
 

液
化

石
油

ガ
ス

設
備

士
 液

化
石

油
ガ

ス
法

第
３

８
条

の
４

 

経
済

産
業

大
臣

認
定

者
 (

一
財

)日
本

ガ
ス

機
器

検
査

協
会

が
実

施
す

る
認

定
講

習
 

 

新
規

 
資

格
の

明
示

 

 
表

2
.
3
 

特
定

工
事

の
内

容
 

 以
下

省
略

 

【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

表
2
.
2
 

特
定

工
事

の
内

容
 

 以
下

省
略

 

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

表
番

号
の

順
送

り
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表
1
.
1
 

一
酸

化
炭

素
の

吸
入

時
間

と
中

毒
症

状
 

空
気

中
に

お
け

る
一

酸
化

炭
素

濃
度

 
吸

入
時

間
と

中
毒

症
状

 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
Ｃ

Ｏ
警

報
器

は
、

5
0
p
p
m
超

2
50
p
p
m
以

下
で
一

段
目
警

報
を

発
す

る
。

（
P
.
88

参
照
）

 
 

表
1
.
1
 

一
酸

化
炭

素
の

吸
入

時
間

と
中

毒
症

状
 

空
気

中
に

お
け

る
一

酸
化

炭
素

濃
度

 
吸

入
時

間
と

中
毒

症
状

 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
Ｃ

Ｏ
警

報
器
は

、
5
0
p
p
m
超

2
50
p
p
m
以

下
で
一

段
目
警

報
を

発
す

る
。

（
P
.
61

参
照
）

 
 

誤
植

修
正

 

表
1
.
2
 

Ｃ
Ｏ

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

と
中

毒
症

状
 

血
液

中
の

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

 
中

毒
症

状
 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
逆

行
性

健
忘

症
：
あ

る
時

期
か
ら

前
の
記

憶
が
欠

如
す
る

状
態

 

※
チ

ェ
ー

ン
ス

ト
ー
ク

ス
呼

吸
：
小

さ
な
呼

吸
か
ら

次
第
に

深
さ

や
速

さ
が
増

し
て
無

呼
吸
と

な
る
こ

と

を
繰

り
返

す
状
態

 

※
業

務
用
換

気
警
報

器
は

、
Ｃ
Ｏ

ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン

濃
度

2
0
％
で

警
報

を
発
す

る
。

（
P
.
93
 
図

7
.
7
参

照
）
 

 

表
1
.
2
 

Ｃ
Ｏ

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

と
中

毒
症

状
 

血
液

中
の

ヘ
モ

ク
ロ

ビ
ン

濃
度

 
中

毒
症

状
 

以
下

省
略

 
以

下
省

略
 

※
逆

行
性

健
忘
症

：
あ

る
時

期
か
ら

前
の
記

憶
が
欠

如
す
る

状
態

 

※
チ

ェ
ー

ン
ス
ト

ー
ク

ス
呼

吸
：
小

さ
な
呼

吸
か
ら

次
第
に

深
さ

や
速

さ
が
増

し
て
無

呼
吸
と

な
る
こ

と

を
繰

り
返

す
状
態

 

※
業

務
用
換

気
警
報

器
は

、
Ｃ
Ｏ

ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン

濃
度

2
0
％
で

警
報

を
発
す

る
。

（
P
.
65
 
図

5
.
7
参

照
）
 

 

誤
植

修
正

 

P
.1

3
 

１
．

２
 

ふ
ろ

が
ま

の
概

要
 

中
略

 

（
１

）
機

能
別

に
よ

る
分

類
 

ふ
ろ

が
ま

を
機

能
、

構
造

別
に

分
類

す
る

と
次

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

 

【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

１
．

２
 

ふ
ろ

が
ま

の
概

要
 

中
略

 

（
１

）
機

能
別

に
よ

る
分

類
 

ふ
ろ

が
ま

を
機

能
、

構
造

別
に

分
類

す
る

と
次

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

 

 

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

・
フ

ロ
ー

図
の

変
更（

ふ

ろ
専

用
に

「
強

制
循

環
式

」
を

追
加

 

P
.1

5
 

表
2
.
2
 

ガ
ス

消
費

機
器

設
置

工
事

監
督

者
の

資
格

（
特

監
法

第
４

条
第

１
項

）
 

資
格

の
種

類
 

資
格

の
根

拠
等

 

講
習

修
了

資
格

者
 

(一
財

)日
本

ガ
ス

機
器

検
査

協
会

が
実

施
す

る
資

格
講

習
 

液
化

石
油

ガ
ス

設
備

士
 液

化
石

油
ガ

ス
法

第
３

８
条

の
４

 

経
済

産
業

大
臣

認
定

者
 (

一
財

)日
本

ガ
ス

機
器

検
査

協
会

が
実

施
す

る
認

定
講

習
 

 

新
規

 
資

格
の

明
示

 

 
表

2
.
3
 

特
定

工
事

の
内

容
 

 以
下

省
略

 

【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

表
2
.
2
 

特
定

工
事

の
内

容
 

 以
下

省
略

 

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

表
番

号
の

順
送

り
 

P
.1

6
 

（
１

）
特

定
工

事
の

監
督

 

「
ガ

ス
消

費
機

器
設

置
工

事
監

督
者

」
（

液
化

石
油

ガ
ス

設
備

士
等

）
は

、
特

定
工

事
を

実
地

に
監

督
し

、
工

事
完

了
後

、
表

示
ラ

ベ
ル

を
貼

付
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

（
以

下
の

①
～

④
を

参
照

）
。

 

①
～

②
 

省
略

 

③
 

略
 

（
対

象
機

器
及

び
具

体
的

な
調

査
方

法
に

つ
い

て
は

告
示

・
通

達
に

よ
る

。
※
）

 

④
 

省
略

 

※
「

６
．

燃
焼

器
の

不
正

改
造

に
よ

る
事

故
の

防
止

（
P
.
7
4
～

7
7
）
」

参
照
 

（
１

）
特

定
工

事
の

監
督

 

「
ガ

ス
消

費
機

器
設

置
工

事
監

督
者

」
（

液
化

石
油

ガ
ス

設
備

士
等

）
は

、
特

定
工

事
を

実
地

に
監

督
し

、
工

事
完

了
後

、
表

示
ラ

ベ
ル

を
貼

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

具
体

的
に

は
、

以
下

の
①

～
④

に
よ

り
行

う
こ

と
。

 

①
～

④
 

省
略

 

③
 

略
 

（
対

象
機

器
及

び
具

体
的

な
調

査
方

法
に

つ
い

て
は

告
示

・
通

達
に

よ
る

）
 

④
 

省
略

 

・
文

体
を

他
の

文
と

整
合

 

 
表

示
ラ

ベ
ル

の
貼

付
 

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

の
設

置
工

事
又

は
変

更
工

事
を

行
っ

た
場

合
に

は
、
工

事
終

了
後

正
し

い
施

工
が

行
わ

れ
た

こ
と

を
確

認
し

た
後

、
燃

焼
器

本
体

と
排

気
筒

の
両

方
を

設
置

又
は

変
更

し
た

場
合

は
表

示
ラ

ベ
ル

を
２

枚
（

下
図

参
照

）
用

意
し

、
必

要
事

項
を

記
入

の
上

、
燃

焼
器

本
体

と
排

気
筒

の
見

や
す

い
位

置
に

貼
付

し
ま

す
。

 

  ま
た

、
燃

焼
器

交
換

時
に

は
既

存
の

排
気

筒
が

技
術

上
の

基
準

に
適

合
し

て
い

る
こ

と

を
確

認
し

た
上

で
、
表

示
ラ

ベ
ル

の
施

工
内

容
欄

に
「

機
器

交
換

」
と

明
記

し
、
既

に
貼

付
さ

れ
て

い
る

表
示

ラ
ベ

ル
に

重
な

ら
な

い
位

置
に

新
た

に
貼

付
し

ま
す

。
 

※
表

示
ラ

ベ
ル

記
入

に
際

し
て

の
注

意
 

イ
 

貼
付

す
る

前
に

必
要

事
項

を
記

入
す

る
。

 

ロ
 

文
字

は
容

易
に

消
え

な
い

も
の

と
す

る
こ

と
。
（

黒
色

の
ボ

ー
ル

ペ
ン

・
油

性
の

サ
イ

ン
ペ

ン
・

マ
ジ

ッ
ク

ペ
ン

等
の

筆
記

用
具

で
記

入
）

 

ハ
 

施
工

内
容

の
欄

に
記

入
す

る
例

 
→

 
機

器
及

び
排

気
筒

設
置

、
機

器
設

置
、
機

器
交

換
、

排
気

筒
設

置
、

排
気

筒
交

換
な

ど
 

表
示

ラ
ベ

ル
の

貼
付

 

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

の
設

置
工

事
又

は
変

更
工

事
を

行
っ

た
場

合
に

は
、
工

事
終

了
後

正

し
い

施
工

が
行

わ
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

後
、
燃

焼
器

本
体

と
排

気
筒

の
両

方
を

設
置

又

は
変

更
し

た
場

合
は

表
示

ラ
ベ

ル
を

２
枚

用
意

し
、
特

定
工

事
事

業
者

名
、
連

絡
先

、
液

化
石

油
ガ

ス
設

備
士
（

ガ
ス

消
費

機
器

設
置

工
事

監
督

者
）
名

、
資

格
証

番
号

、
施

工
内

容
及

び
施

工
年

月
日

を
記

入
し

て
、
燃

焼
器

本
体

と
排

気
筒

の
見

や
す

い
位

置
に

貼
付

し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

ま
た

、
燃

焼
器

交
換

時
に

は
既

存
の

排
気

筒
が

技
術

上
の

基
準

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

上
で

、
表

示
ラ

ベ
ル

の
施

工
内

容
欄

に
「

機
器

交
換

」
と

明
記

し
、
既

に
貼

付

さ
れ

て
い

る
表

示
ラ

ベ
ル

に
重

な
ら

な
い

位
置

に
新

た
に

貼
付

す
る

こ
と

。
 

表
示

ラ
ベ

ル
記

入
に

際
し

て
の

注
意

 

イ
 

貼
付

す
る

前
に

必
要

事
項

を
記

入
す

る
。

 

ロ
 

黒
色

の
ボ

ー
ル

ペ
ン
・
油

性
の

サ
イ

ン
ペ

ン
・
マ

ジ
ッ

ク
ペ

ン
等

の
筆

記
用

具
で

記

入
す

る
。

 

ハ
 

施
工

内
容

の
欄

に
記

入
す

る
例

 

 
Ａ

 
機

器
及

び
排

気
筒

設
置

 
Ｂ

 
機

器
設

置
 

Ｃ
 
機

器
交

換
 

Ｄ
 
排

気
筒

設
置

 
Ｅ

 
排

気
筒

交
換

 

・
参

考
と

し
て

、
他

頁
の

例
に

倣
い

、
図

2.7
を

ま
で

を
含

め
、

線
で

囲

む
。

 

 
図

 
表

示
ラ

ベ
ル

の
貼

付
箇

所
等

 

     

【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

図
2
.
7
 

表
示

ラ
ベ

ル
の

貼
付

箇
所

 

     

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

・
図

を
変

更
し

、
ラ

ベ
ル

の
貼

付
位

置
の

明
確

化
 

図
 

表
 

等
 
省

 
略

 
図

 
表
 

等
 
省

 
略

 

－ 143 －
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（
３

）
同

一
工

事
に

お
い

て
監

督
者

が
変

わ
る

場
合

の
留

意
点

 

こ
れ

ら
特

定
工

事
施

工
完

了
後

は
、
引

渡
し

前
に

燃
焼

器
お

よ
び

給
排

気
設

備
が

正

し
く

作
動

す
る

こ
と

を
監

督
者

自
身

の
眼

で
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
例

え
ば

給
排

気

設
備

と
燃

焼
器

本
体

と
が

別
々

に
設

置
工

事
さ

れ
る

よ
う

な
場

合
で

は
、
監

督
者

と
し

て
の

責
任

を
誰

が
も

つ
の

か
を

明
確

に
し

、
事

前
に

相
手

側
と

そ
の

施
工

内
容

お
よ

び

監
督

の
方

法
な

ど
に

つ
い

て
、

十
分

に
打

合
せ

を
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

ま
た

、
完

成
検

査
時

に
は

立
会

い
を

求
め

る
な

ど
、
相

手
側

施
工

部
分

に
不

具
合
が

出
た

場
合

の
対

処
方

法
な

ど
に

つ
い

て
、
あ

ら
か

じ
め

配
慮

し
て

お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

（
３

）
同

一
工

事
に

お
い

て
監

督
者

が
変

わ
る

場
合

の
留

意
点

 

こ
れ

ら
特

定
工

事
施

工
完

了
後

は
、
引

渡
し

前
に

燃
焼

器
お

よ
び

給
排

気
設

備
が

正

し
く

作
動

す
る

こ
と

を
監

督
者

自
身

の
眼

で
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
例

え
ば

給
排

気

設
備

と
燃

焼
器

本
体

と
が

別
々

に
設

置
工

事
さ

れ
る

よ
う

な
場

合
で

は
、
監

督
者

と
し

て
の

責
任

を
誰

が
も

つ
の

か
を

明
確

に
し

、
事

前
に

相
手

側
と

そ
の

施
工

内
容

お
よ

び

監
督

の
方

法
な

ど
に

つ
い

て
、

十
分

に
打

合
せ

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

ま
た

、
完

成
検

査
時

に
は

立
会

い
を

求
め

る
な

ど
、
相

手
側

施
工

部
分

に
不

具
合
が

出
た

場
合

の
対

処
方

法
な

ど
に

つ
い

て
、

あ
ら

か
じ

め
配

慮
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
文

体
を

他
の

文
と

整
合

 

 
（

４
）

工
事

記
録

 

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

の
設

置
工

事
の

監
督

に
関

す
る

法
律
（

特
監

法
）
第

７
条
（

報

告
の

徴
収

）
に

よ
り

特
定

工
事

に
関

す
る

報
告

を
求

め
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
、
過

去
に

お
け

る
工

事
図

面
な

ど
記

録
が

な
い

と
正

し
い

報
告

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
る

の
で

、
特

定
工

事
完

了
後

、
監

督
者

は
工

事
記

録
を

作
成

し
、
保

管
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

工
事

記
録

内
容

は
、

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

設
置

工
事

記
録

（
例

）
を

参
照

 

（
４

）
工

事
記

録
 

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

の
設

置
工

事
の

監
督

に
関

す
る

法
律
（

特
監

法
）
第

７
条
（

報

告
の

徴
収

）
に

よ
り

特
定

工
事

に
関

す
る

報
告

を
求

め
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
、
過

去
に

お
け

る
工

事
図

面
な

ど
記

録
が

な
い

と
正

し
い

報
告

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

し
た

が
っ

て
、
特

定
工

事
完

了
後

、
監

督
者

は
工

事
記

録
を

作
成

し
、
保

管
す

る
こ

と
。

 

工
事

記
録

内
容

は
、

特
定

ガ
ス

消
費

機
器

設
置

工
事

記
録

（
例

）
を

参
照

の
こ

と
。
 

 

P
.4

0
 

１
．

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

の
発

生
状

況
 

平
成

２
８

年
の

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

事
故

の
発

生
状

況
に

つ
い

て
は

、
件

数
が

１
３

６
件

、
死

傷

者
数

が
５

２
人
（

死
亡

者
０

人
）
で

１
８

年
度

以
降

、
最

も
少

な
い

件
数

と
な

り
、
こ

の

う
ち

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

に
つ

い
て

は
、
件

数
が

９
件

、
死

傷
者

数
が

２
９

人
（

死
亡

者
０

人
）

で
、
こ

の
う

ち
８

件
が

業
務

用
施

設
等

で
発

生
し

、
高

校
の

調
理

実
習

室
で

発
生

し
た

事

故
は

、
１

５
人

が
Ｃ

Ｏ
中

毒
事

故
と

な
っ

た
Ｂ

級
事

故
で

し
た

。
 

 

１
．

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

の
発

生
状

況
 

平
成

２
７

年
の

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

事
故

の
発

生
状

況
に

つ
い

て
は

、
件

数
が

１
６

７
件

、
死

傷

者
数

が
６

２
人
（

死
亡

者
２

人
）
で

１
８

年
度

以
降

、
最

も
少

な
い

件
数

と
な

り
、
こ

の

う
ち

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

に
つ

い
て

は
、
件

数
が

４
件

、
死

傷
者

数
が

１
２

人
（

死
亡

者
０

人
）

で
、
こ

の
４

件
は

、
全

て
業

務
用

施
設

等
（

体
験

施
設

１
件

、
保

育
園

１
件

、
サ

ウ
ナ

施

設
１

件
、
屎

尿
処

理
施

設
１

件
）
で

発
生

し
、
体

験
施

設
で

発
生

し
た

事
故

は
、
７

人
が

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

と
な

っ
た

Ｂ
級

事
故

で
し

た
。

 

年
度

変
わ

り
よ

る
更

新
 

 
発

生
件

数
を

分
母

と
し

て
１

件
あ

た
り

の
死

傷
者

数
を

み
る

と
、
平

成
２

８
年

全
体

で

は
死

傷
者

数
0
.
3
8
人

／
件

で
す

が
、

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

で
は

、
3
.
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／
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Ｏ
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。
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変

わ
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場
合
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点
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定
工
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燃
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器
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気
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が

正

し
く

作
動
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燃
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れ
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、
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検
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Ｐ
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６
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８
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Ｏ
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．
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【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

表
４

．
１

 
主

な
発

生
原

因
 

 

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

年
度

変
わ

り
よ

る
更

新
 

 

 
表

４
．

２
 

発
生

原
因

の
詳

細
一

覧
 

※
同

一
事

故
で

複
数

の
機

器
が

原
因

の
場

合
又

は
複

数
要

因
に

よ
る

原
因

の
場

合
は

、
案

分
し

て
積

算
 

（
表

欄
外

右
側

に
「

※
」

を
記

し
た

も
の

は
、

同
一

事
故

）
 

【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

表
４

．
２

 
発

生
原

因
の

詳
細

一
覧

 

※
１

件
名

で
ダ
ブ

ル
原

因
は

0
.
5
で
カ
ウ

ン
ト

 

 

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

 

P
.4

8
 

 

（
１

）
排

気
不

良
に

よ
る

事
故

 

概
要

 
省

略
 

防
止

対
策

 

（
１

）
排

気
不

良
に

よ
る

事
故

 

概
要

 
省

略
 

防
止

対
策

 

誤
植

修
正

 

機
器

の
設

置
や

移
動

（
例

え
ば

、
レ

イ
ア

ウ
ト

変
更

等
）

に
つ

い
て

は
、

必
ず

レ

ン
ジ

フ
ー

ド
で

捕
集

で
き

る
位

置
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
 

機
器

の
設

置
や

移
動

（
例

え
ば

、
レ

イ
ア

ウ
ト

変
更

等
）

に
つ

い
て

は
、

必
ず

レ

ン
ジ

フ
ー

ド
で

補
修

で
き

る
位

置
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
 

P
.5

2
 

再
発

防
止

策
 

以
上

の
よ

う
な

以
上

の
よ

う
な

観
点

か
ら

、
燃

焼
器

の
使

用
に

伴
う

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

に
具

体
的

な
事

例
を

以
下

に
述

べ
ま

す
。

 

再
発

防
止

策
 

以
上

の
よ

う
な

以
上

の
よ

う
な

観
点

か
ら

、
燃

焼
器

の
使

用
に

伴
う

Ｃ
Ｏ

中
毒

事
故

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

に
具

体
的

な
事

例
を

以
下

に
述

べ
ま

す
。

 

   
①

～
②

 
省

略
 

①
～

②
 

省
略

 
 

③
給

排
気

設
備

と
機

器
本

体
の

施
工

者
が

違
う

場
合

は
、
P
.
1
7「

(
3
)
同

一
・
・
・

以
下

、
省

略
 

③
給

排
気

設
備

と
機

器
本

体
の

施
工

者
が

違
う

場
合

は
、
P
.
1
1
-
7「

(
3
)
同

一
・
・
・

以
下

、
省

略
 

誤
植

修
正

 

 
 

 
P

.6
2
 

３
．

Ｃ
Ｏ

濃
度

測
定

方
法

及
び

判
定

基
準

 

Ｃ
Ｏ

濃
度

測
定

方
法

及
び

判
定

基
準

に
つ

い
て

 

Ｃ
Ｏ

濃
度

の
測

定
方

法
及

び
判

定
基

準
に

つ
い

て
は

、
器

具
省

令
の

改
正
（

平
成

2
0
年

4

月
1
日

施
行

）
に

よ
り

特
定

製
造

事
業

者
（

燃
焼

器
メ

ー
カ

ー
）
等

が
行

う
点

検
基

準
と

の
整

合
が

図
ら

れ
、

ま
た

、
こ

れ
ら

の
基

準
と

整
合

さ
れ

た
「

長
期

使
用

製
品

安
全

点
 

検
制

度
※
」

が
創

設
さ

れ
ま

し
た

（
平

成
2
1
年

4
月

1
日

施
行

）
。

販
売

事
業

者
及

び
保

安
機

関
が

自
主

的
に

Ｃ
Ｏ

濃
度

を
測

定
す

る
場

合
の

参
考

と
し

て
く

だ
さ

い
。

 

※
「

５
．

長
期

使
用

製
品

安
全

点
検

制
度

（
P
.
7
2
～

7
3
）
」

参
照

 

３
．

Ｃ
Ｏ

濃
度

測
定

方
法

及
び

判
定

基
準

 

Ｃ
Ｏ

濃
度

測
定

方
法

及
び

判
定

基
準

に
つ

い
て

 

Ｃ
Ｏ

濃
度

の
測

定
方

法
及

び
判

定
基

準
に

つ
い

て
は

、
器

具
省

令
の

改
正
（

平
成

2
0
年

4

月
1
日

施
行

）
に

よ
り

特
定

製
造

事
業

者
（

燃
焼

器
メ

ー
カ

ー
）
等

が
行

う
点

検
基

準
と

の
整

合
が

図
ら

れ
、

ま
た

、
こ

れ
ら

の
基

準
と

整
合

さ
れ

た
「

長
期

使
用

製
品

安
全

点
 

検
制

度
」
が

創
設

さ
れ

ま
し

た
（

平
成

2
1
年

4
月

1
日

施
行

）
。
販

売
事

業
者

及
び

保
安

機
関

が
自

主
的

に
Ｃ

Ｏ
濃

度
を

測
定

す
る

場
合

の
参

考
と

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

P
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9
 

 
           

【
別

紙
（

左
欄

）
の

と
お

り
】

 

           

【
別

紙
（

右
欄

）
の

と
お

り
】

 

・
年

度
更

新
に

伴
う

改
正

 
・
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(1
/1

4)
 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
新

旧
対

照
表

） 
 

2
01

7/
09

/3
0 

頁
等

 
２

９
年

度
版

 
２

８
年

度
版

 
備

 
考

 

は
 

じ
 

め
 

に
  

１
７

行
目

 

こ
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
ハ
ー
ド
対
策
（
設
備
面
）
、
ソ
フ
ト
対
策
（
体
制
面
）
の
２
部
構

成

と
し
た
が
、
両
対
策
を
併
せ
て
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
本
書
に
記
載
し
た
内

容
の
全
て
が
法
的
強
制
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
災
害
対
策
を
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
本
書
が
作
成
さ
れ
た
趣
旨
、
意
義
等
を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
本
書
に
記
載
さ
れ
た
各

種
災
害
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
本
書
を
十
分
に
活
用
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
の
よ
り
一
層
の
災
害
対
策
の
向
上
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

以
下
、
省
略
 

こ
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
ハ
ー
ド
対
策
（
設
備
面
）
、
ソ
フ
ト
対
策
（
体
制
面
）
か
ら
な
り
、
両

対
策
を
併
せ
て
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
本
書
を

十
分
に
活
用
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
の
よ
り
一
層
の
災
害
対
策
の
向
上
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

   以
下
、
省
略
 

 

 
          

 
・
他
の
テ
キ
ス
ト
と
の
整
合
化
 

 
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
平
成
２
４
年
度
保
安
専
門
技
術
者
指
導
事
業
の
「
地
震
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
分
科
会
」
に
お
い
て

作
成
し
、
平
成
２
５
年
度
か
ら
毎
年
度
、
同
事
業
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
講
習
講
師
会
議
」
に
お
い
て
、
年
度
替
わ
り

に
伴
う
参
考
資
料
等
の
更
新
と
一
部
本
文
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
 

主
な
改
訂
は
、
平
成
２
６
年
度
に
お
い
て
「
都
道
府
県
協
会
別
中
核
充
填
所
一
覧
表
」
を
加
え
る
等
「
資
料
編
」
の
充

実
を
図
っ
た
改
訂
版
を
、
平
成
２
９
年
度
に
お
い
て
は
、
熊
本
地
震
（
平
成
２
８
年
４
月
発
生
）
の
被
災
状
況
を
受
け
て

「
産
業
構
造
審
議
会
（
保
安
分
科
会
（
液
化
石
油
ガ
ス
小
委
員
会
）
）
」
か
ら
提
言
さ
れ
た
「
平
成
２
８
年
熊
本
地
震
に
お

け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
よ
る
安
全
点
検
等
に
つ
い
て
（
平
成
２
９
年
３
月
１
６
日
）
」
の
う
ち
、
主
に
ハ
ー
ド

対
策
に
係
る
部
分
を
反
映
し
た
第
２
次
改
定
版
を
作
成
し
た
。
引
き
続
き
、
全
体
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
 

 

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
平
成
２
４
年
度
保
安
専
門
技
術
者
指
導
事
業
の
「
地
震
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
分
科
会
」
に
お
い
て

作
成
し
、
平
成
２
５
年
度
か
ら
毎
年
度
、
同
事
業
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
講
習
講
師
会
議
」
に
お
い
て
、
年
度
替
わ
り

に
伴
う
参
考
資
料
等
の
更
新
と
一
部
本
文
の
改
訂
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
２
８
年
度
も
更
新
と
改
訂
を
行
っ
た
。
 

追
記
 

 

P
.1

 
１

.
 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事
業

所
に
お

け
る
安

全
対
策

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
お
い
て
も
一
般
消
費
者
等
の
保
安
の
確
保
と
安
定
供
給
を

す
る
重
要
な
責
務
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
事
業
所
の
従
事
者
、
自
ら
の
身
の
安
全
と
販
売
事
業
所
等

の
安
全
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
事
務
所
及
び
貯
蔵
施
設
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
事
務
所
内
の
備
品
類
の
転
倒
防
止
と
整
理
整
頓
、
貯
蔵
施
設
内
の
容
器
の
転
倒
防
止
と
整
理
等
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
併
せ
て
、
小
型
発
電
機
、
非
常
用
飲
料
水
、
食
糧
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
非
常
用
品
を
備
蓄

す
る
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
。
 

１
.
 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
販

売
事
業

所
に
お

け
る
安

全
対
策

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
お
い
て
も
一
般
消
費
者
等
の
保
安
を
確
保
す
る
重
要
な
責

務
を
有
し
て
お
り
、
自
ら
の
安
全
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
事
務
所
及
び
容
器
置
場
の
耐
震
診
断
を
行

い
、
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
事
務
所
内
の
備
品
類
の
転
倒
防
止
と
容
器
置
場
内
の
容
器
の
転
倒
防
止

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 

ま
た
、
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
で
発
表
さ
れ
て
い
る
ハ
ザ
－
ド
マ
ッ
プ
で
津
波
、
河
川
氾
濫
等
に
よ
る

浸
水
、
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
に
所
在
す
る
販
売
事
業
所
は
、
電
子
機
器
、
台
帳
類
、
販
売
事
業
の
重
要
書
類

等
の
保
管
場
所
等
の
浸
水
対
策
、
貯
蔵
施
設
内
の
充
て
ん
容
器
の
浮
遊
に
よ
る
転
倒
防
止
、
流
失
防
止
措
置
等
の

水
害
対
策
等
を
講
じ
る
こ
と
。
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
に
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
活
用
す
る
よ
う
、
周
知
、
普
及
等
に
努
め
る
こ
と
。
 

併
せ
て
、
電
子
機
器
や
台
帳
類
の
保
管
場
所
等
に
つ
い
て
も
、
水
害
対
策
等
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 

本
書
籍
の
電
子

デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ

）
を
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

保
安
技
術
者
向
け

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
」
の
「
地
域
保
安
指

導
事

業
用
等
テ
キ
ス

ト
」
の
ペ
ー
ジ

に
掲

載
し
て
お
り

、
無

償
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ど

な
た

で
も

本
書
籍
の
印
刷

、
刊
行
等
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。
 

ま
た
、
こ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
は

、
保
安
教
育
用
教

材
と
し
て
「
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、

「
事
故
事
例
研
究

」
、

「
安
全
機
器
の

原
理
と
構
造
等
」
、
「
ビ
デ
オ
資
料

」
な
ど
の
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
も
掲
載

し
て
お
り
、
無
償

で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。
本
書
籍
と
併
せ

、
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
も
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

保
安

技
術

者
向

け
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
【

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
p
g
p
r
o
.
g
o
.
j
p
/
）

】
 

本
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
電
子
デ
ー
タ
（
Ｐ

Ｄ
Ｆ
）
を
「
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
技
術

者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
」
の
「
地
域
保

安
指

導
事
業
用
等
テ

キ
ス
ト
」
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お

り
、
無
償
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き

ま
す
。
 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

保
安

技
術

者
向

け
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
【

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
p
g
p
r
o
.
g
o
.
j
p
/
）

】
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(2
/1

4)
 

 P
.3

 
(
3
)
 
容
器
の
鎖
掛
け
の
励
行
（
鎖
の
二
重
掛
け
）
 

地
震
対
策
・
容
器
流
出
防
止
策
と
し
て
鎖
の
二
重
掛
け
を
推
進
す
る
。
 

こ
れ
は
、
過
去
の
水
害
、
津
波
の
災
害
時
に
お
い
て
、
鎖
等
が
一
重
掛
け
で
あ
っ
た
容
器
が
高
圧
ホ
ー
ス
に
よ

っ
て
流
出
が
か
ろ
う
じ
て
免
れ
た
事
例

＊
１
が
散
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
水
に
浮
い
た
容
器
が
水

流
に
底
部
を
さ
ら
わ
れ
、
一
重
掛
け
の
鎖
等
を
す
り
抜
け
た
も
の
で
あ
り
、
容
器
の
転
倒
防
止
、
容
器
の
流
出
防

止
の
強
化
策
と
し
て
鎖
等
を
２
本
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
容
器
の
流
出
防
止
に
効
果
の
あ
っ
た
事
例

＊
２
が
報

告
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
 

各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
で
発
表
さ
れ
て
い
る
ハ
ザ
－
ド
マ
ッ
プ
で
津
波
、
河
川
氾
濫
等
に
よ
る
浸
水
、

水
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
に
所
在
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
に
設
置
さ
れ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
に
つ
い
て
は
、
鎖

等
の
二
重
掛
け
と
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
適
切
な
鎖
掛
け
の
方
法
を
次
の
①
～
③
に
示
す
。
（
図
Ⅰ
及
び
図
Ⅰ
－
１
参
照
）
 

【
資

料
1
2
 

保
安

対
策

指
針

（
2
0
1
7
0
3
1
6
商

局
第

1
1
号

 
平

成
2
9
年

4
月

5
日

）
抄

録
】

 ＊
１
 
資

料
１
６
「

流
出

容
器
事

例
」
、
資
料

１
８
（
２
頁
）「

濁
流
に

よ
り
流
出

寸
前
の

容
器
《
写

真
（

１
段
目

右
側

）
》
」

参
照
 

＊
２
 
資

料
１
８
（

２
頁
）

「
鎖
の
二

重
掛
け

に
よ
り
流

出
は
免

れ
た
《
写

真
（
４

段
目
右
側

）
》
」

参
照
 

 

(
3
)
 
容
器
の
鎖
掛
け
の
励
行
 

地
震
対
策
・
容
器
流
出
防
止
策
と
し
て
鎖
の
二
重
掛
け
を
推
奨
す
る
。
 

     新
規
 

  

適
切
な
鎖
掛
け
の
方
法
を
次
に
示
す
。
（
図
Ⅰ
及
び
図
Ⅰ
－
１
参
照
）
 

・
目
次
と
の
整
合
 

 ・
P
.
4
か
ら
記
載
内
容
を
移
動
。
 

・
資
料
編
に
事
例
と
し
て
掲
載
し

た
写
真
の
ペ
ー
ジ
を
記
載
。
 

 

P
.4

 
①
 
容
器
は
、
１
本
ご
と
に
鎖
掛
け
を
す
る
こ
と
。
 

た
だ
し
、
３
本
以
下
の
容
器
に
鎖
掛
け
を
行
う
場
合
に
は
、
ま
と
め
て
鎖
掛
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
で
あ
っ
て
も
鎖
は
二
重
掛
け
と
す
る
こ
と
。
 

図
 
省
 
略
 
 

①
 
容
器
は
、
１
本
ご
と
に
鎖
掛
け
を
す
る
こ
と
。
 

た
だ
し
、
３
本
以
下
の
容
器
に
鎖
掛
け
を
行
う
場
合
に
は
、
ま
と
め
て
鎖
掛
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
で
あ
っ
て
も
鎖
は
二
重
掛
け
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

図
 
省
 
略
 
 

 

 
②
 
 
5
0
㎏
容
器
の
鎖
の
二
重
掛
け
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１
本
目
の
鎖
等
を
当
該
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
３
／
４

の
位
置
に
取
り
付
け
、
２
本
目
の
鎖
等
を
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
１
／
４
の
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
。
1
0

㎏
及
び
2
0
㎏
容
器
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
容
器
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
開
口
部
に
鎖
等
を
通
し
て
取
り
付
け
る
こ

と
。
 

 

②
 
 
5
0
㎏
容
器
の
鎖
の
二
重
掛
け
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１
本
目
の
鎖
等
を
当
該
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
３
／
４

の
位
置
に
取
り
付
け
、
２
本
目
の
鎖
等
を
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
１
／
４
の
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
。
1
0

㎏
及
び
2
0
㎏
容
器
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
容
器
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
開
口
部
に
鎖
等
を
通
し
て
取
り
付
け
る
こ

と
。
 

鎖
等
を
２
本
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
一
層
容
器
の
転
倒
防
止
効
果
が
上
が
る
。
ま
た
、
鎖
等
を
２
本
取
り
付
け

る
こ
と
は
、
水
害
・
津
波
で
容
器
が
流
さ
れ
に
く
い
効
果
も
あ
る
。
 

な
お
、
水
害
・
津
波
に
よ
り
容
器
が
流
さ
れ
た
場
合
で
も
ガ
ス
放
出
防
止
器
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
容
器
か
ら

の
多
量
漏
え
い
を
防
止
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

    ・
記
述
内
容
を

P
.
3
に
移
動
 

 ・
記
述
内
容
を

P
.
1
6
、
2
7
に
移
動

P
.7

 
⑥

 
専

用
固

定
具

に
お

け
る

鎖
等

の
取

付
け

位
置

の
高

さ
は

、
一

本
目

を
容

器
高

さ
の

３
／

４
に

、
二

本
目

を
容

器
高

さ
の

１
／

４
に

各
々

す
る

こ
と

。
 

⑥
 

専
用

固
定

具
に

お
け

る
鎖

等
の

取
付

け
位

置
の

高
さ

は
、

容
器

高
さ

の
３

／
４

と
す

る
こ

と
。

 
 

 
⑧
 
家
屋
の
軸
組
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
、
図
Ⅰ
－
６
又
は
図
Ⅰ
－
７
の
よ
う
に
家
屋
か
ら
独
立
し
た
支
柱
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
基
礎
に
固
定
し
、
こ
れ
に
専
用
固
定
具
を
取
り
付
け
、
容
器
を
固
定
す
る
こ
と
。
 

 

⑧
 
家
屋
の
軸
組
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
、
図
Ⅰ
－
６
又
は
図
Ⅰ
－
７
の
よ
う
に
家
屋
か
ら
独
立
し
た
支
柱
を
設
け
、

こ
れ
に
専
用
固
定
具
を
取
り
付
け
、
容
器
を
固
定
す
る
こ
と
。
 

 

    

 

 

P
.1

2
 

 
2
-
2
 
 
容

器
周
り

 

 
(
1
)
 
落
下
物
等
か
ら
の
保
護
と
設
備
支
持
の
強
化
 

①
 
 
落
下
物
か
ら
の
保
護
 

地
震
時
に
お
け
る
落
下
物
の
衝
撃
に
よ
る
容
器
バ
ル
ブ
、
高
圧
ホ
ー
ス
、
調
整
器
、
低
圧
ホ
ー
ス
、
ガ
ス

メ
ー
タ
等
の
容
器
周
り
の
設
備
に
破
損
、
切
断
等
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
設
置
に
際
し
て

は
、
こ
れ
ら
容
器
周
り
の
設
備
を
以
下
の
よ
う
な
保
護
対
策
を
行
う
。
 

イ
)
 
 
図
Ⅰ
－
１
３
の
よ
う
に
家
屋
の
軒
下
に
入
れ
る
。
 

 
2
-
2
 
 
容

器
周
り

 

 
(
1
)
 
落
下
物
等
か
ら
の
保
護
と
設
備
支
持
の
強
化
 

①
 
 
落
下
物
か
ら
の
保
護
 

地
震
時
に
お
け
る
落
下
物
の
衝
撃
に
よ
る
容
器
バ
ル
ブ
、
高
圧
ホ
ー
ス
、
調
整
器
、
低
圧
ホ
ー
ス
、
ガ
ス

メ
ー
タ
等
の
容
器
周
り
の
設
備
に
破
損
、
切
断
等
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
設
置
に
際
し
て

は
、
こ
れ
ら
容
器
周
り
の
設
備
を
以
下
の
よ
う
な
保
護
対
策
を
行
う
。
 

イ
)
 
 
図
Ⅰ
－
１
３
の
よ
う
に
家
屋
の
軒
下
に
入
れ
る
。
 

 

図
Ｉ

－
６

 
省

略
 

 

埋
設
式
（
支
柱

を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
に

埋
設
し
た
も
の
）

図
Ｉ

－
６

 
省

略
 

 

ア
ン
カ
ー
式
（
支
柱

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上

に
設
置
し
た
も
の
）

 

図
Ｉ

－
６

 
省

略
 

 

埋
設
式
（
支
柱

を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
に

埋
設
し
た
も
の
） 

図
Ｉ

－
６

 
省

略
 

 

ア
ン
カ
ー
式
（
支
柱

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上

に
設
置
し
た
も
の
）
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(3
/1

4)
 

 

ロ
)
 
 
落
下
物
を
遮
断
で
き
る
取
り
付
け
が
強
固
な
保
護
板
を
設
置
す
る
。
 

以
下
省
略
 

   

ロ
)
 
 
落
下
物
を
遮
断
で
き
る
取
り
付
け
が
強
固
な
保
護
板
を
設
け
る
。
 

以
下
省
略
 

   

P
.1

5
 

⑤
 
ガ
ス
メ
ー
タ
及
び
調
整
器
の
水
害
対
策
 

ガ
ス
メ
ー
タ
及
び
調
整
器
の
取
り
付
け
位
置
は
、
容
器
よ
り
高
い
位
置
と
す
る
。
（
図
Ⅰ
-
1
6
参
照
）
 

な
お
、
２
０
k
g
・
３
０
K
g
容
器
に
お
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
が
発
表
し
て
い
る
ハ
ザ
－
ド

マ
ッ
プ
で
、
水
害
等
浸
水
の
お
そ
れ
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
に
供
給
し
て
い
る
一
般
消
費
者
等
の
供
給
設

備
の
ガ
ス
メ
ー
タ
及
び
調
整
器
の
取
り
付
け
位
置
は
、
現
場
の
状
況
が
可
能
で
あ
る
限
り
、
５
０
k
g
容
器
を
用

い
た
設
備
と
同
じ
高
さ
と
す
る
こ
と
。
（
5
0
k
g
容
器
の
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
端
部
か
ら
ス
カ
ー
ト
端
部
ま
で
の
高
さ

は
、
一
般
的
に
概
ね
1
3
0
c
m
程
度
。
）
 

⑤
 
ガ
ス
メ
ー
タ
及
び
調
整
器
の
水
害
対
策
 

ガ
ス
メ
ー
タ
及
び
調
整
器
の
取
り
付
け
位
置
は
、
容
器
よ
り
高
い
位
置
と
す
る
。
 

な
お
、
２
０
k
g
容
器
に
お
い
て
は
、
水
害
等
浸
水
の
お
そ
れ
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
一
般
消
費
者
等
の
供
給

設
備
の
ガ
ス
メ
ー
タ
及
び
調
整
器
の
取
り
付
け
位
置
は
、
５
０
k
g
容
器
の
設
備
と
同
じ
高
さ
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
 

 

P
.1

6
 

(
2
)
 
ホ
ー
ス
の
使
用
例
 

高
圧
ホ
ー
ス
、
低
圧
ホ
ー
ス
の
接
続
部
分
は
、
容
器
が
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
場
合
で
も
で
き
る
だ
け
軸
に
直
角

な
方
向
の
力
が
加
わ
ら
な
い
よ
う
に
取
り
付
け
る
こ
と
。
 

ま
た
、
容
器
が
傾
斜
す
る
と
ホ
ー
ス
に
加
わ
る
力
は
、
傾
斜
角
度
が
大
き
く
な
る
程
増
加
す
る
た
め
、
ホ
ー
ス
の

た
る
み
は
、
図
Ⅰ
－
１
７
に
示
す
よ
う
に
容
器
が
傾
い
て
ホ
ー
ス
が
伸
び
き
っ
た
状
態
に
な
っ
た
と
き
で
も
容
器
の

静
止
転
倒
角
度
を
超
え
な
い
程
度
と
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
高
圧
ホ
ー
ス
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
等
」
を
設
置
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
【
詳
細
は
、
「
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
（
P
.
2
7
）
」
参
照
。
】
 

(
2
)
 
ホ
ー
ス
の
使
用
例
 

高
圧
ホ
ー
ス
、
低
圧
ホ
ー
ス
の
接
続
部
分
は
、
容
器
が
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
場
合
で
も
で
き
る
だ
け
軸
に
直
角

な
方
向
の
力
が
加
わ
ら
な
い
よ
う
に
取
り
付
け
る
こ
と
。
 

ま
た
、
容
器
が
傾
斜
す
る
と
ホ
ー
ス
に
加
わ
る
力
は
、
傾
斜
角
度
が
大
き
く
な
る
程
増
加
す
る
た
め
、
ホ
ー
ス
の

た
る
み
は
、
図
Ⅰ
－
１
７
に
示
す
よ
う
に
容
器
が
傾
い
て
ホ
ー
ス
が
伸
び
き
っ
た
状
態
に
な
っ
た
と
き
で
も
容
器
の

静
止
転
倒
角
度
を
超
え
な
い
程
度
と
す
る
こ
と
。
 

 

 

 
(
3
)
 
集
合
供
給
設
備
用
集
合
管
（
ヘ
ッ
ダ
）
の
補
強
及
び
逆
流
防
止
機
構
の
導
入
 

①
 
集
合
供
給
設
備
で
は
地
震
に
よ
り
容
器
が
転
倒
し
た
場
合
、
ヘ
ッ
ダ
部
分
に
大
き
な
荷
重
が
加
わ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ヘ
ッ
ダ
は
、
ね
じ
接
合
の
も
の
を
避
け
、
溶
接
一
体
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
（
図

Ⅰ
－
１
８
参
照
）
 

以
下
、
省
略
 

(
3
)
 
集
合
供
給
設
備
用
集
合
管
（
ヘ
ッ
ダ
）
の
補
強
及
び
逆
流
防
止
機
構
の
導
入
 

①
 
集
合
供
給
設
備
で
は
地
震
に
よ
り
容
器
が
転
倒
し
た
場
合
、
ヘ
ッ
ダ
部
分
に
大
き
な
荷
重
が
加
わ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ヘ
ッ
ダ
は
、
ね
じ
接
合
の
も
の
を
避
け
、
溶
接
一
体
構
造
の
も
の
が
望
ま
し
い
。
（
図

Ⅰ
－
１
８
参
照
）
 

以
下
、
省
略
 

 

P
.2

7
 

【
ガ

ス
放

出
防
止

型
高
圧

ホ
ー
ス

】
 

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
に
は
、
２
種
類
の
張
力
式
高
圧
ホ
ー
ス
が
あ
り
、
以
下
に
そ
の
例
を
図
Ⅰ
－
３
１
、

３
２
に
示
す
。
 

 な
お
、
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
は
、
ガ
ス
漏
れ
防
止
対
策
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
水
害
、
津
波
等
の
災
害
時

に
お
い
て
容
器
が
流
出
し
た
場
合
で
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
る
事
態
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
た
め
「
ガ

ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
等
」
を
設
置
す
る
こ
と
。
全
国
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
高
圧
ホ
ー
ス
に
つ
い
て
は
有
効
期
限
に
達
し
た
も
の
か
ら
順
次
、「

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
」
に
交
換
す
る

こ
と
。
 

【
資
料
1
2
 
保
安
対
策
指
針
（
2
0
1
7
0
3
1
6
商
局
第
1
1
号
 
平
成
2
9
年
4
月
5
日
）
抄
録
】

以
下
、
省
略
 

以
下
に
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
の
例
を
図
Ⅰ
－
３
１
、
３
２
に
示
す
。
 

ガ
ス

放
出

防
止
型

高
圧
ホ

ー
ス
 

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
に
は
２
通
り
の
張
力
式
高
圧
ホ
ー
ス
が
あ
る
。
 

中
略
 

水
害
、
津
波
に
よ
り
容
器
が
流
出
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
る
事
態
に
備
え
、
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
等
を
設

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

・
ペ
ー
ジ
の
最
後
に
記
載
し
た
文

を
本
文
の
な
お
書
き
と
し
て
記

載
 

P
.2

6
 

2
-
6
 

安
全

機
器
の

設
置
 

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
供
給
管
・
配
管
等
か
ら
の
ガ
ス
漏
れ
を
防
止

す
る
こ
と
と
使
用
中
の
火
を
速
や
か
に
消
す
こ
と
で
あ
る
。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
面
に
お
け
る
災
害
対
策
は
、
設
備
の
耐
震
性
向
上
と
し
て
「
2
-
4
 
供
給
管
・
配
管
」
で
記
載
し
た

供
給
管
支
持
の
強
化
等
充
分
な
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
併
せ
、
安
全
機
器
の
設
置
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
 

2
-
6
 

安
全

機
器
の

設
置
 

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
供
給
管
・
配
管
等
か
ら
の
ガ
ス
漏
れ
を
防
止

す
る
こ
と
と
使
用
中
の
火
を
速
や
か
に
消
す
こ
と
で
あ
る
。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
面
に
お
け
る
災
害
対
策
は
、
設
備
の
耐
震
性
向
上
安
全
機
器
の
設
置
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
 

 

図
Ｉ

－
１

３
 

省
略

 
図

Ｉ
－

１
３

 
省

略
 

－ 155 －



(4
/1

4)
 

 

 
(
2
)
 
ガ
ス
放
出
防
止
機
構
付
安
全
機
器
の
設
置
 

地
震
時
に
お
け
る
供
給
管
・
配
管
破
損
に
対
し
て
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
下
流
対
策
用
の
安
全
機
器
は
、
取
り
付

け
箇
所
の
下
流
側
配
管
の
ガ
ス
漏
れ
防
止
に
は
効
果
が
あ
る
が
、
上
流
側
（
容
器
側
）
の
ガ
ス
漏
れ
に
対
し
て

は
効
果
が
な
く
、
容
器
の
転
倒
、
流
出
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
容
器
廻
り
の
高
圧
ガ
ス
部
か
ら
大
量
に
ガ
ス

が
漏
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
容
器
か
ら
調
整
器
ま
で
の
間
に
お
い
て
ガ
ス
通
路
を
遮
断
す
る
唯
一
の
安

全
機
構
で
あ
る
ガ
ス
放
出
防
止
機
構
を
持
っ
た
「
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
」
、
「
ガ
ス
放
出
防
止
器
」
、

「
ガ
ス
放
出
防
止
器
付
単
段
調
整
器
」
を
適
宜
設
置
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
資
料
1
-
2
 
高
知
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
お
け
る
指
導
基
準
】

 

(
2
)
 
ガ
ス
放
出
防
止
機
構
付
安
全
機
器
の
設
置
 

地
震
時
に
お
け
る
供
給
管
・
配
管
破
損
に
対
し
て
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
下
流
対
策
用
の
安
全
機
器
は
、
取
り
付

け
箇
所
の
下
流
側
配
管
の
ガ
ス
漏
れ
防
止
に
は
効
果
が
あ
る
が
、
上
流
側
（
容
器
側
）
の
ガ
ス
漏
れ
に
対
し
て

は
効
果
が
な
い
た
め
、
容
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
下
流
対
策
用
の
安
全
機
器
の
間
の
供
給
管
は
、
前
述
の
と
お
り
供

給
管
支
持
の
強
化
等
充
分
な
耐
震
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
容
器
周
辺
か
ら
の
大
量
ガ
ス
漏
れ
防
止
対
策
と
し

て
、
ガ
ス
が
大
量
に
漏
れ
る
危
険
性
が
あ
る
時
等
に
作
動
し
て
ガ
ス
通
路
を
遮
断
す
る
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧

ホ
ー
ス
又
は
ガ
ス
放
出
防
止
器
の
ガ
ス
放
出
防
止
機
構
付
安
全
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
資
料
1
-
2
 
高
知
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
お
け
る
指
導
基
準
】
 

 

 

P
.2

7
 

【
ガ

ス
放

出
防
止

器
】
 

ガ
ス
放
出
防
止
器
は
、
過
流
式
及
び
張
力
式
の
２
方
式
に
大
別
さ
れ
、
以
下
に
そ
の
例
を
図
Ⅰ
－
３
１
、
３
２
に

示
す
。
 

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
は
、
ガ
ス
漏
れ
防
止
対
策
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
水
害
、
津
波
等
の
災
害
時
に
お
い

て
容
器
が
流
出
し
た
場
合
で
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
る
事
態
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
た
め
「
ガ
ス
放
出

防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
等
」
を
設
置
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
高
圧
ホ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
に
達
し
た
も
の
か
ら
順
次
、
「
ガ
ス
放
出

防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
」
に
交
換
す
る
こ
と
。
 

【
資
料
1
2
 
保
安
対
策
指
針
（
2
0
1
7
0
3
1
6
商
局
第
1
1
号
 
平
成
2
9
年
4
月
5
日
）
抄
録
】

①
 
省
略
 

②
 
省
略
 

  

以
下
に
ガ
ス
放
出
防
止
器
の
例
を
図
Ⅰ
－
３
１
、
３
２
に
示
す
。
 

ガ
ス

放
出

防
止
器

 

ガ
ス
放
出
防
止
器
は
、
過
流
式
及
び
張
力
式
の
２
方
式
に
大
別
さ
れ
る
。
 

      ①
 
省
略
 

②
 
省
略
 

水
害

、
津

波
に

よ
り

容
器

が
流

出
し

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
が

放
出

さ
れ

る
事

態
に

備
え

、
ガ

ス
放

出
防

止
型

高
圧

ホ
ー

ス

等
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 

 

P
.2

8
 

【
張

力
式

ガ
ス
放

出
防
止

型
単
段

調
整
器

】
 

張
力
式
ガ
ス
放
出
防
止
器
を
内
蔵
し
た
単
段
式
調
整
器
は
、
容
器
が
地
震
等
で
揺
れ
た
と
き
に
ガ
ス
放
出
防
止
型

高
圧
ホ
ー
ス
と
同
様
に
ガ
ス
を
遮
断
す
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
図
Ⅰ
－
３
３
、
３
４
に
示
す
。
 

①
 

過
流

式
は
ヒ

ュ
ー

ズ
ガ
ス
栓

の
ヒ

ュ
ー
ズ
機

構
と

同
様
な
構

造
に

な
っ
て
お

り
、

配
管
の
折

損
等

に
よ

り
大

量
の
ガ
ス
が
流
れ
る
と
ガ
ス
を
遮
断
す
る
。
 

 

    

新
規
 

 

 
②

 
張

力
式
は
ガ

ス
放

出
防
止
器

本
体

と
壁
面
等

を
鎖

で
接
続
固

定
し

、
容
器
が

地
震

等
で
揺
れ

た
と

き
に

鎖
に

加
わ
る
力
を
利
用
し
て
ガ
ス
遮
断
機
構
を
作
動
さ
せ
ガ
ス
を
遮
断
す
る
。
 

    

新
規
 

 

P
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9
 

【
折

損
式

ガ
ス
放

出
防
止

型
単
段

調
整
器

】
 

折
損
式
ガ
ス
放
出
防
止
器
を
内
蔵
し
た
単
段
式
調
整
器
は
、
調
整
器
に
落
雪
も
し
く
は
台
風
や
地
震
に
よ
り
落
下

物
が
直
撃
し
て
も
容
器
と
の
接
続
部
が
折
れ
、
ガ
ス
を
遮
断
す
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
図
Ⅰ
－
３
５
、
３
６
に
示
す
。

       

新
規
 

 

図
Ｉ

－
３

３
 

省
略

 

図
Ｉ

－
３

４
 

省
略

 

図
Ｉ

－
３

５
 

省
略
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P
.2

9
 

【
折

損
式

ガ
ス

放
出

防
止

型
単

段
調

整
器

】
 

折
損

式
ガ

ス
放

出
防

止
器

を
内

蔵
し

た
単

段
式

調
整

器
は

、
調

整
器

に
落

雪
も

し
く

は
台

風
や

地
震

に
よ

り
落

下
物

が
直

撃
し

て
も

容
器

と
の

接
続

部
が

折
れ

、
ガ

ス
を

遮
断

す
る

。
以

下
に

そ
の

例
を

図
Ⅰ

－
３

７

に
示

す
。

な
お

、
当

該
機

器
は

、
雪

害
対

策
と

し
て

も
有

効
で

あ
る

。
 

【
資

料
１

３
 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

供
給

機
器

ニ
ュ

ー
ス

（
N
o
.
2
5
）

】

    

新
規
 

 

 

P
.3

0
 

(
3
)
耐
震
自
動
ガ
ス
遮
断
器
の
設
置
 

略
 

図
Ⅰ
－
３
８
 

(
3
)
耐
震
自
動
ガ
ス
遮
断
器
の
設
置
 

略
 

図
Ⅰ
－
３
５
 

【
F
Y
2
8
版
】
P
.
2
9
 

P
.3

1
 

下
か

ら
 

1
1

行
目

 

 

 

 
 

【
資

料
 
2
0
 

都
道

府
県

協
会

別
中

核
充

填
所

一
覧

表
】

(
1
)
地

域
に

お
け

る
災

害
対

策
組

織
の

整
備

 

 

 
 

【
資

料
 
２

 
都

道
府

県
協

会
別

中
核

充
填

所
一

覧
表

】
 

(
1
)
地

域
に

お
け

る
災

害
対

策
組

織
の

整
備

 

【
F
Y
2
8
版
】
P
.
3
0
 

P
.3

2
 

 

(
2
)
 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
業

界
に

お
け

る
災

害
対

策
組

織
の

整
備

 

大
規
模
災
害
の
発
生
状
況
に
応
じ
中
央
団
体
は
、
各
団
体
の
災
害
対
策
要
綱
等
に
基
づ
く
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

中
央
団
体
を
取
り
ま
と
め
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
対
応
中
央
連
絡
会
議
（
以
下
、
「
中
央
連
絡

会
議
」
と
い
う
。
）
に
委

員
を
派
遣
し
て
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
業

界
に

お
け

る
災

害
対

策
組

織
の

整
備

 

大
規
模
災
害
の
発
生
状
況
に
応
じ
中
央
団
体
は
、
各
団
体
の
災
害
対
策
要
綱
等
に
基
づ
く
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

中
央
団
体
を
取
り
ま
と
め
る
中
央
防
災
連
絡
会
議
に
委
員
を
派
遣
し
て
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
。
 

 

P
.3

2
 

   

1
-
2
 

中
央

団
体
に

よ
る
連

絡
会
議

等
の
開

催
 

 
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
複
数
の
都
道
府
県
に
跨
が
っ
て
被
災
す
る
よ
う
な
広
域
で
の
大
規
模
災
害
の
発
生
時

に
は
、
全
国
規
模
で
の
支
援
体
制
が
必
要
と
な
る
た
め
、
中
央
団
体
等
で
構
成
す
る
中
央
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
。

自
ら
が
被
災
し
た
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
や
支
部
で
は
、
具
体
的
な
救
援
要
請
の
内
容
の
把
握
が
困
難
な
場

合
も
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
中
央
連
絡
会
議
は
、
災
害
発
生
後
速
や
か
に
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
事
業
者
、
広
域
販
売
事
業
者
、
各

中
央
団
体
、
並
び
に
近
隣
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
よ
り
被
災
地
の
情
報
収
集
を
行
い
、
被
害
状
況
の
把
握
を
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
支
援
計
画
等
を
決
定
し
、
そ
れ
ら
を
基
に
関
係
団
体
と
の
調
整
を
行
い
、
速
や
か
に
活

動
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
に
応
援
や
物
資
の
提
供
等
の
協
力
体
制

を
要
請
す
る
。
 

【
資

料
３

 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
中

央
連

絡
会

議
設

置
要

綱
】

 

1
-
2
 

中
央

団
体
に

よ
る
連

絡
会
議

等
の
開

催
 

 
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
複
数
の
都
道
府
県
が
被
災
す
る
広
域
な
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
全
国
規
模
で

の
支
援
体
制
が
必
要
と
な
る
た
め
、
中
央
団
体
等
で
構
成
す
る
中
央
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
。
 

自
ら
が
被
災
し
た
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
や
支
部
で
は
、
具
体
的
な
救
援
要
請
の
内
容
の
把
握
が
困
難
な
場

合
も
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
中
央
連
絡
協
議
会
は
、
災
害
発
生
後
速
や
か
に
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
事
業
者
、
広
域
販
売
事
業
者
、

各
中
央
団
体
、
並
び
に
近
隣
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
よ
り
被
災
地
の
情
報
収
集
を
行
い
、
被
害
状
況
の
把
握
を

す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
支
援
計
画
等
を
決
定
し
、
そ
れ
ら
を
基
に
関
係
団
体
と
の
調
整
を
行
い
、
速
や
か
に

活
動
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
に
応
援
や
物
資
の
提
供
等
の
協
力
体

制
を
要
請
す
る
。
 

【
資

料
４

 
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
災

害
対

策
中

央
連

絡
会

議
設

置
要

綱
】
 

・「
連
絡
会
議
」
と
「
連
絡
協
議
会
」

と
の
呼
称
統
一
。
 

  

P
.3

3
 

～
 

P
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表
Ⅱ

－
２

 
各

組
織

の
主

な
役

割
と

活
動

 

 
平

常
時

の
対

策
 

災
害

発
生

時
か

ら
発

生
後

の
活

動
 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

一
般

消
費

者
等
 

（
略
）
 

（
略
）
 

自
主
防
災
組
織
 

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
た
炊
き
出
し

訓
練
等
の
実
施
 

１
．
避
難
場
所
の
開
設
と
運
営
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
 

事
業
者
 

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費
者
等
へ
の
保

安
啓
発
 

２
．
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す
る
炊
き

出
し
訓
練
等
へ
の
参
加
と
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
使
用
方
法
の
啓
発
 

１
．
販
売
事
業
所
の
近
辺
及
び
供
給
先
地
域
の

被
害
状
況
の
確
認
 

２
．
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
、
消
防
及

び
警
察
機
関
、
自
主
防
災
組
織
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
支
部
（
地
区
会
）
か
ら
の
情
報
収
集
 

表
Ⅱ

－
２

 
各

組
織

の
主

な
役

割
と

活
動

 

 
平

常
時

の
対

策
 

災
害

発
生

時
か

ら
発

生
後

の
活

動
 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

一
般

消
費

者
等
 

（
略
）
 

（
略
）
 

自
主
防
災
組
織
 

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
と
の
連
絡

方
法
の
確
立
 

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
巡
回
点
検
（
主
と
し
て

容
器
バ
ル
ブ
閉
止
の
確
認
）
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
 

事
業
者
 

  

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費
者
等
へ
の
保

安
啓
発
 

   

  １
．
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
消
防
及
び
警
察

機
関
、
自
主
防
災
組
織
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支

部
（
地
区
会
）
か
ら
の
情
報
収
集
 

      

図
Ｉ

－
３

６
 

省
略

 

図
Ｉ

－
３

７
 

省
略
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３
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
耐
震
化
と
水
害

等
対
策
の
促
進
 
（
地
震
対
策
用
安

全
機
器
の
設
置
等
及
び
鎖
の
２
重

掛
け
)
 

４
．
ハ
ザ
－
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
、

優
先
的
供
給
先
の
確
認
 

５
．
従
業
員
等
の
安
否
確
認
方
法
と
情

報
（
災
害
発
生
時
等
）
収
集
等
連
絡

体
制
の
整
備
 

６
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
緊
急
対
応
・
応

急
点
検
体
制
と
判
定
基
準
の
整
備
 

   ７
．
各
種
団
体
、
都
道
府
県
協
会
が
開

催
す
る
防
災
訓
練
、
被
災
確
認
情
報

訓
練
（
１
回
以
上
／
年
）
に
参
画
と

自
主
的
防
災
訓
練
の
実
施
 

８
．
公
共
施
設
等
に
災
害
用
バ
ル
ク
設

備
の
設
置
等
を
要
請
 

９
．
非
常
用
品
の
備
蓄
 

１
０
．
事
業
継
続
計
画
の
策
定

  

３
．
緊
急
点
検
の
実
施
と
二
次
災
害
の
防
止
 

４
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
設
備
の
被
害
状
況
等
の
報
告
 

５
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
・

復
旧
措
置
（
改
修
）
の
実
施
 

６
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
か
ら
の
要
請
に

よ
る
応
援
要
員
の
派
遣
(
被
災
地
以
外
)
 

７
．
市
区
町
村
等
の
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）

か
ら
の
要
請
に
よ
り
病
院
等
公
共
施
設
、
避

難
場
所
等
へ
の
緊
急
ガ
ス
供
給
 

市
区
町
村
 

   

１
．
災
害
対
策
と
し
て
住
民
の
と
る
べ

き
措
置
に
つ
き
周
知
・
啓
発
の
推
進
 

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
 
 

と
の
事
前
協
議
(
広
報
内
容
及
び
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
対
応
等
)
 

３
．
災
害
時
の
協
定
の
締
結
 

４
．
防
災
拠
点
の
耐
震
性
向
上
 

    

１
．
避
難
場
所
の
確
認
と
支
援
物
資
等
の
確
認

 ２
．
協
定
等
に
基
づ
き
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
及
び
燃
焼
器

具
等
の
必
要
量
の
要
請
 

３
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
と
の
協

議
(
広
報
内
容
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者

の
対
応
等
)
 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
 

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費
者
等
へ
の
災

害
時
の
対
応
等
の
啓
発
 

２
．
市
区
町
村
毎
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者

世
帯
数
の
把
握
 

３
．
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
等

と
の
災
害
協
定
締
結
の
推
進
 

４
．
広
域
避
難
場
所
、
一
次
避
難
場
所

や
小
中
学
校
等
公
共
施
設
の
把
握
 

５
．
保
安
啓
発
資
料
の
作
成
 

６
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
対
す
る
 

 
 
 
災
害
対
策
要
綱
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

の
 
教
育
と
周
知
啓
発
 

７
．
地
方
公
共
機
関
と
し
て
の
役
割
の

１
．
都
道
府
県
協
会
災
害
対
策
本
部
（
現
地
対

策
本
部
）
の
設
置
 

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
被
害
状
況
の

把
握
と
情
報
収
集
 

３
．
地
域
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
設
備
の
被
害

状
況
の
把
握
と
情
報
収
集
 

４
．
都
道
府
県
、
経
済
産
業
局
、
経
済
産
業
省

、
中
央
団
体
等
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
被
害
状

況
等
の
報
告
 

５
．
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
が
設
置
し

た
災
害
対
策
本
部
に
職
員
を
派
遣
 

６
．
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
消
防
及
び
警
察

機
関
、
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
情
報
収
集
 

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
耐
震
化
促
進
 

（
地
震
対
策
用
安
全
機
器
の
設
置

等
)
 

   ３
．
情
報
（
災
害

発
生
時
等
）
の
収
集

等
連
絡
体
制
の
整
備
 

 ４
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
緊
急
対
応
・
応

急
点
検
体
制
の
整
備
 

５
．
自
主
防
災
組
織
へ
の
要
請
事
項
等

に
つ
い
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地

区
会
）
と
協
議
 

６
．
防
災
訓
練
に
参
画
 

   ７
．
公
共
施
設
に
災
害
用
バ
ル
ク
設
備

の
設
置
等
を
要
請
 

  

 ２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
設
備
の
被
害
状
況
等
の
報
告
 

３
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
・

復
旧
措
置
（
改
修
）
の
実
施
 

４
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
か
ら
の
要
請
に

よ
る
応
援
要
員
の
派
遣
 

５
．
市
区
町
村
等
か
ら
の
要
請
に
よ
り
避
難
場

所
等
に
臨
時
的
な
ガ
ス
供
給
設
備
を
設
置
 

市
区
町
村
 

   

１
．
災
害
対
策
と
し
て
住
民
の
と
る
べ

き
措
置
に
つ
き
周
知
・
啓
発
の
推
進

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）

 

と
の
事
前
協
議
(
広
報
内
容
及
び
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
対
応
等
)
 

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
対
し
て
と
る
べ
き
措
置

に
つ
い
て
広
報
 

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
及
び
燃
焼
器
具
等
の
必
要
量
の

要
請
 

３
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
対
す
る
要
請
・

連
絡
 

     

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
 

１
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費
者
等
へ
の
保

安
啓
発
 

２
．
市
区
町
村
毎
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者

世
帯
数
及
び
消
費
者
位
置
の
把
握
 

    ３
．
保
安
啓
発
資
料
の
作
成
 

４
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
対
す
る

 
 
 
 
周
知
啓
発
 

  

１
．
県
災
害
対
策
本
部
（
現
地
対
策
本
部
）
の

設
置
 

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
被
害
状
況
の

把
握
と
情
報
収
集
 

３
．
地
域
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
設
備
の
被
害

状
況
の
把
握
と
情
報
収
集
 

４
．
都
道
府
県
、
経
済
産
業
局
、
経
済
産
業
省

、
中
央
団
体
等
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
被
害
状

況
等
の
報
告
 

  ５
．
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
消
防
及
び
警
察

機
関
、
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
情
報
収
集
 

－ 158 －



(7
/1

4)
 

 

周
知
 

８
．
報
道
機
関
と
の
災
害
時
に
お
け
る

放
送
協
定
の
推
進
 

９
．
都
道
府
県
と
情
報
の
収
集
、
支
援

体
制
等
災
害
時
の
組
織
運
営
等
の

協
議
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
防
災
協
定
の
締
結
 

１
０
．
警
察
機
関
と
緊
急
車
両
等
の
手

続
等
の
協
議
 

１
１
．
応
援
班
の
派
遣
、
受
入
れ
に
関

す
る
組
織
の
整
備
 

 １
２
．
災
害
時
に
備
え
て
、
緊
急
対
応
、

応
急
点
検
等
に
必
要
な
資
器
材
、
応

援
要
員
等
を
受
入
れ
が
で
き
る
施

設
の
確
保
（
都
道
府
県
と
検
討
）
 

１
３
．
防
災
拠
点
の
耐
震
性
向
上
 

１
４
．
被
災
確
認
情
報
訓
練
（
１
回
以

上
／
年
）
・
防
災
訓
練
の
実
施
。
 

【
資

料
＊

 災
害
時

緊
急

連
絡
通

報
訓

練
】
 

７
．
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

等
災
害
対
応
の
確
認
と
手
配
 

８
．
中
央
連
絡
会
議
に
被
害
状
況
報
告
と
応
援

・
支
援
要
請
 

９
．
応
援
・
支
援
用
資
器
材
、
応
援
要
員
等
の

受
入
れ
 

１
０
．
必
要
に
応
じ
て
災
害
活
動
を
実
施
 

 

都
道
府
県

 
１
．
災
害
対
策
と
し
て
住
民
の
と
る
べ
 
 

き
措
置
の
周
知
・
啓
発
の
推
進
 

２
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
事

前
協
議
（
広
報
内
容
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

販
売
事
業
者
の
対
応
等
）
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
防
災
協
定
の
締
結
 

３
．
報
道
機
関
と
の
協
議
 

４
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
に
対
す
る
災
害
対

応
訓
練
の
実
施
 

５
．
災
害
時
に
備
え
て
避
難
所
を
確
保
 

 ６
．
防
災
拠
点
の
耐
震
性
向
上
 

 

１
．
災
害
対
策
本
部
の
設
置
 

２
．
情
報
収
集
及
び
情
報
提
供
 

３
．
報
道
機
関
に
対
し
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
二
次
災
害

防
止
等
に
関
す
る
広
報
の
依
頼
 

４
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
対
し
て
と
る
べ
き
措
置

に
つ
い
て
広
報
 

５
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
必
要
量
の
手
配
 

６
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
対
す
る
要
請

・
連
絡
 

７
．
避
難
場
所
の
指
定
と
救
援
物
資
等
の
手
配

及
び
支
援
要
請

 

中
央
団
体
 

１
．
各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
 

事
前
協
議
 

２
．
臨
時
的
に
用
い
る
燃
焼
器
具
の
確

保
に
つ
い
て
燃
焼
器
具
メ
ー
カ
等

と
の
事
前
協
議
 

１
.
 
被
災
状
況
に
応
じ
中
央
連
絡
会
議
等
の
開

催
 

２
．
被
災
地
域
の
状
況
把
握
 

３
．
必
要
に
応
じ
被
災
地
域
へ
の
物
資
等
の
支

援
 

４
．
中
央
官
庁
等
と
の
協
議
 

５
．
中
央
連
絡
会
議
の
定
期
開
催
（
年
１
回
）

経
済
産
業
省
 
 

（
略
）
 

（
略
）
 

 

 ５
．
報
道
機
関
と
の
協
議
 

 ６
．
都
道
府
県
と
の
協
議
 

  ７
．
消
防
及
び
警
察
機
関
と
の
協
議
 

 ８
．
応
援
班
の
派
遣
、
受
入
れ
に
関
す

る
他
都
道
府
県
等
の
関
係
団
体
と

の
協
議
 

９
．
災
害
時
に
備
え
て
、
緊
急
対
応
、

応
急
点
検
等
に
必
要
な
資
器
材
、
応

援
要
員
等
を
受
入
れ
が
で
き
る
施

設
の
確
定
 

    

６
．
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

等
災
害
対
応
の
確
認
と
手
配
 

７
．
中
央
連
絡
会
議
に
被
害
状
況
報
告
と
応
援

・
支
援
要
請
 

８
．
応
援
・
支
援
用
資
器
材
、
応
援
要
員
等
の

受
入
れ
準
備
 

９
．
必
要
に
応
じ
て
災
害
活
動
を
実
施
 

都
道
府
県

 
１
．
災
害
対
策
と
し
て
住
民
の
と
る
べ

 

き
措
置
の
周
知
・
啓
発
の
推
進
 

２
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
事

前
協
議
（
広
報
内
容
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

販
売
事
業
者
の
対
応
等
）
 

 ３
．
報
道
機
関
と
の
協
議
 

４
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
に
対
す
る
教
育
訓

練
の
実
施
 

５
．
災
害
時
に
備
え
て
の
避
難
場
所
を

確
保
 

  

１
．
災
害
対
策
本
部
の
設
置
 

２
．
情
報
収
集
及
び
情
報
提
供
 

  ３
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
対
し
て
と
る
べ
き
措
置

に
つ
い
て
広
報
 

４
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
必
要
量
の
手
配
 

５
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
対
す
る
要
請

・
連
絡
 

６
．
避
難
場
所
の
指
定
と
救
援
物
資
等
の
手
配

及
び
支
援
要
請

 

中
央
団
体
 

１
．
各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の

 
 
 
事
前
協
議
 

２
．
臨
時
的
に
用
い
る
燃
焼
器
具
の
確

保
に
つ
い
て
燃
焼
器
具
メ
ー
カ
等

と
の
事
前
協
議
 

１
.
 
被
災
状
況
に
応
じ
中
央
連
絡
会
議
等
の
開

催
 

２
．
被
災
地
域
の
状
況
把
握
 

３
．
必
要
に
応
じ
被
災
地
域
へ
の
物
資
等
の
支

援
 

４
．
中
央
官
庁
等
と
の
協
議
 

 

経
済
産
業
省
 
 

（
略
）
 

（
略
）
 

P
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下
か

ら

７
行

目
 

（
２
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
耐
震
性
強
化
策
 

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
販
売
所
内
の
設
備
の
耐
震
性
強
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 
災
害
時
の
活
動
拠
点
と
な
る
事
業
所
の
施
設
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
倒
壊
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

耐
震
診
断
に
よ
り
基
準
を
満
た
し
て
な
い
場
合
は
、
措
置
を
講
じ
る
ま
で
系
列
の
卸
売
事
業
者
、
配
送
セ
ン
タ

ー
等
で
の
顧
客
デ
ー
タ
の
保
管
、
応
急
点
検
や
供
給
に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
う
こ
と
。
 

（
２
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
耐
震
性
強
化
策
 

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
販
売
所
内
の
設
備
の
耐
震
性
強
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
 

新
規
 

【
F
Y
28

版
】
P

.3
5

下
か

ら
1
0

行
目

・
熊
本
地
震
調
査
で
の
指
摘
項
目

④
に
該
当
す
る
事
項
を
追
記
。
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(
3
)
 
情
報
収
集
・
発
信
体
制
の
整
備
 

(
3
)
 
情
報
収
集
・
発
信
体
制
の
整
備
 

【
F
Y
2
8

版
】
P

.3
6
 

 
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
被
災
し
た
事
業
者
の
み
で
復
旧
で
き
な
い
場
合
は
、
被
災
を
免
れ
た
親
会
社
、
近
隣
地
域

の
同
業
者
、
系
列
・
取
引
関
係
に
あ
る
関
連
事
業
者
な
ど
、
他
の
事
業
所
、
事
業
者
、
市
区
町
村
等
に
対
し
て
協
力
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
自
ら
及
び
自
ら
の
顧
客
の
被
災
状
況
を
で
き
る
限
り
的
確
に
把
握
し
、
協
力
を
要
請

す
る
相
手
先
に
伝
達
す
る
こ
と
は
、
早
期
の
復
旧
作
業
へ
の
着
手
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
被
害
が
大
規
模
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
近
隣
地
域
も
被
災
し
て
い

る
た
め
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
他
の
地
域
の
事
業
者
や
自
治
体
に
対
し
て
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
全

国
レ
ベ
ル
で
の
物
資
調
達
や
、
予
算
の
確
保
、
法
令
の
柔
軟
な
対
応
等
、
国
と
し
て
の
政
策
対
応
も
必
要
と
な
る
。
こ
う

し
た
場
合
に
も
、
現
場
で
の
被
災
状
況
に
関
す
る
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
発
信
の
積
み
重
ね
が
、
協
力
へ
の
対
応
や
政
策

対
応
の
優
先
順
位
の
判
断
を
大
き
く
左
右
す
る
。
 

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
被
災
し
た
事
業
者
の
み
で
復
旧
で
き
な
い
場
合
は
、
被
災
を
免
れ
た
親
会
社
、
近
隣
地
域

の
同
業
者
、
系
列
・
取
引
関
係
に
あ
る
関
連
事
業
者
な
ど
、
他
の
事
業
所
、
事
業
者
、
市
区
町
村
等
に
対
し
て
協
力
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
自
ら
及
び
自
ら
の
顧
客
の
被
災
状
況
を
で
き
る
限
り
的
確
に
把
握
し
、
協
力
を
要
請

す
る
相
手
先
に
伝
達
す
る
こ
と
は
、
早
期
の
復
旧
作
業
へ
の
着
手
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
被
害
が
大
規
模
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
近
隣
地
域
も
被
災
し
て
い
る

た
め
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
他
の
地
域
の
事
業
者
や
自
治
体
に
対
し
て
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
全
国

レ
ベ
ル
で
の
物
資
調
達
や
、
予
算
の
確
保
、
法
令
の
柔
軟
な
対
応
等
、
国
と
し
て
の
政
策
対
応
も
必
要
と
な
る
。
こ
う
し

た
場
合
に
も
、
現
場
で
の
被
災
状
況
に
関
す
る
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
発
信
の
積
み
重
ね
が
、
協
力
へ
の
対
応
や
政
策
対

応
の
優
先
順
位
の
判
断
を
大
き
く
左
右
す
る
。
 

 

P
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こ
の
場
合
、
現
地
対
策
本
部
な
ど
か
ら
の
情
報
を
集
約
し
て
と
り
ま
と
め
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の
災
害
対
策
本

部
に
窓
口
を
一
本
化
し
て
情
報
を
発
信
し
、
或
い
は
外
部
か
ら
の
問
合
せ
に
一
括
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
異
な
る
情
報
、
誤
っ
た
情
報
の
発
信
を
防
ぎ
情
報
の
一
元
化
を
図
り
、
対
策
本
部
要
員
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

追
記
 

・
1
0

行
目

と
1
1

行
目

と
の

間
に

挿
入

 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
状
況
と
そ
の
後
の
復
旧
状
況
を
迅
速
に
可
能
な
限
り
定
量
的
に
把
握

し
、
広
く
社
会
に
伝
え
る
こ
と
は
、
「
災
害
に
も
強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
示
す
何
よ
り
の
方
策
で
あ
る
。

も
と
よ
り
災
害
時
の
対
応
と
し
て
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
限
ら
ず
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
自
ら
及
び
家
族
や
社
員
の
安

全
確
保
、
顧
客
の
安
全
確
保
、
安
定
供
給
の
確
保
と
い
っ
た
対
応
が
情
報
収
集
・
発
信
に
優
先

さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
論
を

俟
た
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
限
り
な
く
近
い
優
先
度
で
情
報
収
集
と
行
政
機
関
や
社
会
へ
の
情
報
発
信
が
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
。
 

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
情
報
収
集
・
発
信

ル
ー
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
自
身

が
被
災
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
情
報
収
集
・
発
信
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
別
の
ル
ー
ト
を
整
備
し
、
複
層
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
従
来
の
経
済
産
業
省
本
省
か
ら
監
督
部
等
・
都
道

府
県
経
由
と
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
経
由
で
都
道
府
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
を
中
心
と
す
る
情
報
収
集
・
発

信
ル
ー
ト
に
加
え
て
、
「
経
済
産
業
省
～
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
～

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
（
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
会
員
事
業
所
）
等
」
の
ル
ー
ト
（
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
ル

ー
ト
）
等
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
収
集
・
発
信
ル
ー
ト
に
お
い
て
、

適
切
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
(
下
図
参
照
)
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
状
況
と
そ
の
後
の
復
旧
状
況
を
迅
速
に
可
能
な
限
り
定
量
的
に
把
握

し
、
広
く
社
会
に
伝
え
る
こ
と
は
、
「
災
害
に
も
強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
示
す
何
よ
り
の
方
策
で
あ
る
。
 

も
と
よ
り
災
害
時
の
対
応
と
し
て
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
限
ら
ず
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
自
ら
及
び
家
族
や
社
員
の
安

全
確
保
、
顧
客
の
安
全
確
保
、
安
定
供
給
の
確
保
と
い
っ
た
対
応
が
情
報
収
集
・
発
信
に
優
先

さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
論
を

俟
た
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
限
り
な
く
近
い
優
先
度
で
情
報
収
集
と
行
政
機
関
や
社
会
へ
の
情
報
発
信
が
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
。
 

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
情
報
収
集
・
発
信

ル
ー
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
自
身

が
被
災
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
情
報
収
集
・
発
信
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
別
の
ル
ー
ト
を
整
備
し
、
複
層
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
従
来
の
経
済
産
業
省
本
省
か
ら
監
督
部
等
・
都
道

府
県
経
由
と
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
経
由
で
都
道
府
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
を
中
心
と
す
る
情
報
収
集
・
発

信
ル
ー
ト
に
加
え
て
、
「
経
済
産
業
省
～
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
～

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
（
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
会
員
事
業
所
）
等
」
の
ル
ー
ト
（
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
ル

ー
ト
）
等
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
収
集
・
発
信
ル
ー
ト
に
お
い
て
、

適
切
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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ま
た
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
自
身
が
被
災
し
た
場
合
、
要
員
不
足
に
陥
り
情
報
収
集
・
発
信
に
支

障
を
き

た
す
こ
と
か
ら
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
或
い
は
、
被
災
地
域
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
な
ど
か
ら
人
的
支
援
を
行

う
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
 

追
記
 

・
（
３

）
項

の
文

末
に

挿
入
 

 

発
災

時
の

被
害

状
況

報
告

の
流

れ

販
売

所

販
売

所

販
売

所

販
売

所

販
売

所

販
売

所

本
省

所
管

販
売

事
業

者

保
安

監
督

部
所

管
販

売
事

業
者

都
道

府
県

所
管

販
売

事
業

者

都
道

府
県

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

保
安

監
督

部

都
道

府
県

経
済

産
業

省

全
国

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

【
資
料
2
1
 
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
連
絡
先
】

【
資
料
2
2
 
地
域
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
連
中
央
団
体
連
絡
先
】

【
資
料
2
3
 
経
済
産
業
省
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
行
政
機
関
連
絡
先
】

新
規
 

・
フ
ロ
ー
図
の
追
記
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下
か

ら
 

９
行

目
 

～
 

P
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①
把
握
す
る
情
報
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
直
し
 

各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
災
害
な
ど
で
地
域
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
の
被
害
状

況
だ
け
で
な
く
、
販
売
事
業
者
か
ら
連
絡
の
無
い
場
合
、
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
(
不
明
)
な
の
か
、
被
害
が
無
く
て

連
絡
を
し
な
い
の
か
、
支
部
と
連
絡
が
つ
い
た
か
否
か
、「

被
害
な
し
」
や
「
不
明
」
が
ど
れ
だ
け
な
の
か
と
い
っ
た

情
報
の
確
認
を
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

こ
れ
を
可
能
と
す
る
よ
う
災
害
時
は
「
被
害
な
し
」
も
含
め
報
告
す
る
よ
う
販
売
事
業
者
に
周
知
し
、
常
に
支
部

（
地
区
会
）
、
協
会
の
緊
急
連
絡
網
を
整
備
し
、
そ
の
組
織
が
機
能
す
る
か
ど
う
か
機
会
あ
る
ご
と
に
通
報
訓
練
を
し

て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
戸
数

等
を
把
握
し
、
系
列
を
超
え
た
緊
急
災
害
対
応
活
動
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
へ
の
支
援
物
資
、
復
旧
活
動
等
に
活
用

し
て
対
応
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
の
防
災
関
係
機
関
等
に
提
供
す
る
こ
と
。
特
に
、
市
区

町
村
別
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
が
行
う
災
害
対
応
活
動
等
が
市
区
町
村
等

の
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
単
位
で
行
わ
れ
る
た
め
、
迅
速
な
対
応
に
も
繋
が
る
。
 

【
資
料
5
-
3
 
5
-
4
 
市
町
村
別
消
費
者
世
帯
数
調
査
票
他
参
照
】

①
把
握
す
る
情
報
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
直
し
 

各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
災
害
な
ど
で
地
域
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
の
被
害
状

況
だ
け
で
な
く
、
支
部
と
連
絡
が
つ
い
た
か
否
か
、
被
害
な
し
や
不
明
が
ど
れ
だ
け
な
の
か
と
い
っ
た
情
報
の
収
集

を
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 こ
れ
を
可
能
と
す
る
よ
う
､
常
に
販
売
事
業
者
名
簿
の
整
理
と
、
販
売
事
業
者
が
供
給
し
て
い
る
市
区
町
村
別
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
消
費
者
戸
数
等
の
情
報
を
収
集
し
、
こ
れ
を
整
理
し
た
上
で
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者

へ
の
支
援
物
資
、
ま
た
復
旧
活
動
等
災
害
活
動
に
必
要
な
情
報
を
活
用
し
て
対
応
す
る
。
 

  

ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
防
災
関
係
機
関
等
に
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

  

【
資
料
6
-
3
 
6
-
4
 
市
町
村
別
消
費
者
世
帯
数
調
査
票
他
参
照
】
 

 

 
 

災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
先
の
倒
壊
、
半
壊
等
の
被
害
件
数

等
具
体
的
な
被
害
情
報
が
把
握
出
来
な
い
場
合
で
も
、「

被
害
あ
り
」「

被
害
な
し
」
と
言
っ
た
抽
象
的
な
情
報
も
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
が
、
こ
の
情
報
を
速
や
か
に
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
全

体
の
被
災
地
域
が
把
握
で
き
、
都
道
府
県
、
監
督
部
、
本
省
、
ま
た
中
央
連
絡
会
議
等
に
情
報
を
伝
達
し
、
関
係
団

体
が
速
や
か
に
災
害
対
策
を
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
確
実
に
履
行
す
る
こ
と
。

 

【
資
料
6
-
1
-
①
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
被
災
確
認
情
報
（
第
１
報
）
】

【
資
料
6
-
1
-
②
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
＜
緊
急
＞
報
告
書
参
照

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
直
後
に
は
、
各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
や
支
部
に
お
い
て
、

連
絡
が
と
れ
た
か
否
か
、
情
報
収
集
活
動
が
で
き
て
い
る
か
否
か
、
被
害
が
あ
る
か
な
い
か
、
と
い
っ
た
具
体
的
な

被
害
情
報
が
含
ま
れ
な
い
抽
象
的
な
情
報
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、

こ
れ
ら
の
抽
象
的
な
情
報
を
速
や
か
に
取
り
ま
と
め
て
伝
達
す
る
こ
と
。
 

  

【
資
料
7
-
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
＜
緊
急
＞
報
告
書
参
照
】
 

 

 
災
害
発
生
後
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
か
ら
の
情
報
収
集
及
び
安
否
確
認
等
の
方
法
と
し
て
、
各
県
協
会
の
実
情

に
合
わ
せ
て
緊
急
連
絡
網
の
組
織
整
備
を
図
り
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
又
は
支
部
(
地
区
会
)
等
か
ら
要
請
が
な

く
て
も
ま
た
、
被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
く
て
も
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
報
告
書
」
を
報
告
す
る
こ
と
を
定
め
た

災
害
対
策
要
綱
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
す
る
こ
と
。
支
部
(
地
区
会
)
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
か
ら
の
情
報
及

び
安
否
を
速
や
か
に
取
り
纏
め
、
情
報
要
請
方
法
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
）
、
要
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
時
間
、

直
後
、
当
日
、
翌
日
等
）
、
情
報
提
供
の
書
式
等
を
取
り
決
め
た
方
法
に
よ
り
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
報
告
す

る
こ
と
。
ま
た
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
支
部
と
の
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
に
予
め
取
り
決
め
た
方
法
に
よ

り
、
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
支
部
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
安
否
確
認
を
す
る
こ
と
。
災
害
発
生
時

に
自
発
的
に
災
害
の
情
報
を
発
信
し
、
要
請
側
と
受
け
手
側
と
で
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
定
期
的
に
情
報
通
報
訓
練
・
防
災
訓
練
等
を
通
じ
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

【
資
料
 
 
6
-
2
 
6
-
3
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
報
告
書
参
照
】

各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
災
害
発
生
後
の
情
報
収
集
と
し
て
、
各
支
部
へ
の
情
報
要
請
方
法
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
）
、
要
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
時
間
、
直
後
、
当
日
、
翌
日
等
）
、
情
報
提
供
の
書
式
等
を
取
り
決
め

る
こ
と
に
よ
り
、
要
請
側
と
受
け
手
側
で
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
等
を
通
じ
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
 

      

【
資
料
 
 
7
-
2
 
7
-
3
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
報
告
書
参
照
】
 

 

 
削
除
 

各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
販
売
事
業
者
等
に
地
震
・
風
水
害
等
に
よ
る
被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
被
害
状
況
報
告
書
を
、
協
会
又
は
支
部
等
か
ら
の
要
請
が
な
く
て
も
報
告
で
き
る
よ
う
災
害
対
策
要
綱
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
支
部
も
、
協
会
か
ら
の
要
請
が
な
く
て
も
、
取
り
決
め
た
書
式
、
報
告
時
間
に

よ
り
、
定
期
的
に
報
告
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

災
害
発
生
時
に
自
発
的
に
災
害
の
情
報
を
発
信
し
、
要
請
側
と
受
け
手
側
と
で
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
情
報
通
報
訓
練
・
防
災
訓
練
等
を
通
じ
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

 

 
※
発
災
時
の
報
告
に
つ
い
て
 

災
害
時
に
お
い
て
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
事
業
者
等
か
ら
報
告
さ
れ
る
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
に
つ
い
て
は
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
場
合
、
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
現
地
の
消
費
者
先
に
出
向
か
な
け
れ
ば
、

こ
の
数
を
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
 

従
っ
て
、
平
時
に
お
い
て
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
を
把
握
す
れ
ば
、
被
災
の
あ
っ
た
地
域
の
市

区
町
村
別
に
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
の
概
数
を
予
想
し
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
行
政
へ
の
第
一
報

時
に
そ
の
数
を
報
告
す
る
こ
と
で
行
政
が
被
災
の
規
模
を
予
想
し
、
災
害
対
応
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

な
お
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
形
態
か
ら
、
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
供
給
が
止
ま
っ
た
場
合
と
は
異
な
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に

被
害
が
無
け
れ
ば
、
軒
下
在
庫
が
あ
る
た
め
、
直
ぐ
に
供
給
停
止
と
は
な
ら
な
い
。
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(1
0/

14
) 

 P
4
0
 

上
か

ら
 

２
行

目
 

イ
）
連
絡
先
（
社
内
、
系
列
関
連
事
業
者
、
関
係
機
関
）
 

イ
）
連
絡
先
（
社
内
・
関
係
機
関
）
 

【
F
Y
2
8
】
P
.
3
7
 
下
か
ら

5
行

目
 

P
.4

0
 

③
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
の
整
備
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
地
震
に
よ
る
ガ
ス
の
遮
断
情
報
が
自
動
的
に
集
中
監
視
セ
ン
タ
ー
に
入
り
、
被
害
情

報
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
簡
易
な
地
震
計
と
し
て
被
害
地
域
の
把
握
が
可
能
で
、
重
点
的
な
対
策

を
速
や
か
に
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
 

 な
お
、
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
災
害
現
地
の
被
災
状
況
を
把
握
し
、
被
災
地
の
復
旧
対
応
に
役
立
っ
た
等
の

奏
功
事
例
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
記
載
し
た
。
 

【
資
料
1
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
保
安
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
奏
功
事
例
】

③
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
の
整
備
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
地
震
に
よ
る
ガ
ス
の
遮
断
情
報
が
自
動
的
に
集
中
監
視
セ
ン
タ
ー
に
入
り
、
被
害
情

報
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
簡
易
な
地
震
計
と
し
て
被
害
地
域
の
把
握
が
可
能
で
、
重
点
的
な
対
策

を
速
や
か
に
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
 

新
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P
.4

0
 

④
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
連
絡
体
制
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
自
社
の
被
災
状
況
と
、
震
度
5
弱
以
上
（
自
治
体
に
よ
り
設
定
が
異
な
る
）
又
は
風
水

害
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
地
域
の
情
報
を
以
下
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
所
属
す
る
各
都
道
府
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
対
し
、
速
や
か
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
自
身
の
被
災
確
認
情
報
と
し
て
「
被
災
の
あ
る
・
な
し
」

を
第
一
報
に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
。
 

イ
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
作
成
し
て
い
る
様
式
を
用
い
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
被
災
確
認
情
報
を
報
告
す
る
例
 

【
資
料

6
-
1
-
①
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
被
災
確
認
情
報
（
第
１
報
）
】

 
 
 
 
 
 
 
【
資
料
6
-
1
-
②
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
＜
緊
急
＞
報
告
書
参
照
】

ロ
．
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
被
災
確
認
情
報
を
報
告
す
る
例
 

【
資
料
7
-
1
 
災
害
時
等
被
災
確
認
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
】

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
の
被
災
数
に
つ
い
て
は
、「

①
把
握
す
る
情
報
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
」
に
て
記
載
し
た
と
お
り
、

集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
現
地
の
消
費
者
先
に
出
向
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
数
を
確
認
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
時
に
お
い
て
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
を
把
握
す
れ
ば
、

被
災
の
あ
っ
た
地
域
の
市
区
町
村
別
に
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
の
概
数
を
予
想
し
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

た
め
、
行
政
へ
の
第
一
報
時
に
そ
の
数
を
報
告
す
る
こ
と
で
行
政
が
被
災
の
規
模
を
予
想
し
、
災
害
対
応
等
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
鑑
み
、
全
国
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
は
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
か
ら
市
区

町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
に
つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
数
を
教
示
す
る
よ
う
協
力
す
る
こ
と
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
は
、
各
市
区
町
村
別
（
地
域
）
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
戸
数
を
収
集
し
、
そ
の
地

域
の
被
害
状
況
や
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
把
握
し
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
及
び
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
報
告

す
る
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
必
要
な
情
報
を
入
手
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
応
急
対
策
計
画
の
立
案
を
推
進
す
る
こ

と
。
 

【
資
料
5
-
3
 
 
5
-
4
 
市
町
村
別
消
費
者
世
帯
数
調
査
票
他
参
照
】

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
災
害
発
生
時
の
第
一
報
の
あ
り
方
を
含
め
情
報
収
集
と
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
取
り
決
め

て
お
く
こ
と
。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
以
上
の
点
を
考
慮
し
、
災
害
時
の
活
動
が
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

支
部
（
地
区
会
）
と
の
連
絡
体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
。
 

【
資
料
7
-
2
 
高
知
県
に
お
け
る
情
報
収
集
体
制
（
(
一
社
)
高
知
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
）
】

④
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
連
絡
体
制
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
自
社
の
被
災
状
況
と
、
震
度
5
弱
以
上
（
自
治
体
に
よ
り
設
定
が
異
な
る
）
又
は
風
水

害
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
地
域
の
情
報
を
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
作
成
し
て
い
る
様
式
に
よ
り
、

速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
。
な
お
、
被
害
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
も
「
被
害
な
し
」
で
報
告
す
る
こ
と
。
 

   

 
 
 
 
 
 
 
【
資
料
7
-
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
＜
緊
急
＞
報
告
書
参
照
】
 

   

新
規
      Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
は
、
各
市
区
町
村
別
（
地
域
）
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
戸
数
を
収
集
し
、
そ
の
地

域
の
被
害
状
況
や
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
把
握
し
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
及
び
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
報
告

す
る
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
必
要
な
情
報
を
入
手
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
応
急
対
策
計
画
の
立
案
を
行
う
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
 

【
資
料
6
-
3
 
 
6
-
4
 
市
町
村
別
消
費
者
世
帯
数
調
査
票
他
参
照
】
 

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
災
害
発
生
時
の
第
一
報
の
あ
り
方
を
含
め
情
報
収
集
と
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
取
り
決
め

て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
以
上
の
点
を
考
慮
し
、
災
害
時
の
活
動
が
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地

区
会
）
と
の
連
絡
体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
。
 

 

P
.4

1
 

⑤
都
道
府
県
、
市
区
町
村
か
ら
の
要
請
・
連
絡
 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
警
戒
宣
言
発
令
時
及
び
大
規
模
災
害
発
生
時
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の
災
害
情
報

や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
消
防
及
び
警
察
機
関
か
ら
の
地
域
的
な
情
報
を
適
確
に
入
手
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応

じ
て
都
道
府
県
の
行
政
が
設
置
す
る
災
害
対
策
本
部
等
に
情
報
収
集
の
人
材
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
各
地
方
公
共

団
体
（
自
治
体
）
か
ら
の
要
請
・
連
絡
事
項
を
把
握
し
、
迅
速
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
し
て
お

く
こ
と
。
 

ま
た
、
自
治
体
と
締
結
し
た
L
P
ガ
ス
防
災
協
定
に
は
果
た
す
べ
き
責
務
が
あ
る
こ
と
を
常
に
認
識
し
て
お
く
こ
と
。

注
）
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
の
は
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
で
指
定
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。

⑤
都
道
府
県
、
市
区
町
村
か
ら
の
要
請
・
連
絡
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
警
戒
宣
言
発
令
時
及
び
大
規
模
災
害
発
生
時
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
災
害
情
報
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
、
消
防
及
び
警
察
機
関
か
ら
の
地
域
的
な
情
報
を
適
確
に
入
手
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て

災
害
現
地
の
本
部
に
情
報
収
集
の
人
材
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
か
ら
の
要
請
・
連
絡
事
項

を
把
握
し
、
迅
速
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
連
絡
体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
。
 

  

注
）
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
の
は
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
で
指
定
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
 

 

－ 162 －



(1
1/

14
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 P
.4

1
 

～
4
2
 

（
4
）
中
核
充
填
所
の
連
携
体
制
の
整
備
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
発
電
設
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
へ
の
充
填
設
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
、

衛
星
電
話
等
を
備
え
た
地
域
の
中
核
充
填
所
及
び
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
災
害
時
の
活
動
が
迅
速
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
連
絡
・
連
携
体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
地
域
に
指
定
さ
れ
た
中
核
充
填
所
と
災
害
時
等
緊
急
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公
共
施
設
等
重
要
施
設
に
安
定
供
給
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
中
核
充
填
所
を
核
と
し
た
地
域
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
計
画
を
策
定
し
、
定

期
的
に
中
核
充
填
所
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
と
連
携
し
て
緊
急
供
給
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

        中
核
充
填
所
に
指
定
さ
れ
た
施
設
を
所
有
す
る
事
業
者
は
、
次
の
（
ア
）
～
（
カ
）
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
、

（
オ
）
、
（
カ
）
を
除
き
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
及
び
支
部
が
連
携
し
て
行
う
こ

と
。
 

（
ア
）
 
地
域
の
市
区
町
村
と
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
又
は
支
部
と
で
締
結
さ
れ
る
防
災
協
定
へ
の
参
加
 

（
イ
）
 
災
害
時
に
お
い
て
中
核
充
填
所
の
共
同
利
用
又
は
地
域
内
充
填
所
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
充
填
受
入
、

代
替
配
送
、
保
安
点
検
調
査
の
支
援
（
こ
の
場
合
の
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
量
の
配
分
、
保
安
体
制
及
び
費

用
は
各
地
区
で
の
災
害
時
石
油
ガ
ス
供
給
連
携
計
画
策
定
時
に
取
り
決
め
る
）
 

（
ウ
）
 
災
害
時
に
お
け
る
国
・
地
方
公
共
団
体
・
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
へ
の
速
や
か
な
情
報
提
供
 

（
エ
）
 
災
害
時
に
お
け
る
流
出
容
器
回
収
の
際
の
保
管
場
所
の
提
供
（
県
の
指
定
場
所
で
も
可
）
 

（
オ
）
 
石
油
備
蓄
法
に
よ
る
地
域
内
の
事
業
者
が
連
携
・
策
定
す
る
「
災
害
時
石
油
ガ
ス
供
給
連
携
計
画
」
へ

の
参
画
 

（
カ
）
 
国
の
指
導
に
よ
り
、
災
害
時
石
油
ガ
ス
供
給
連
携
計
画
の
発
動
、
国
か
ら
の
重
要
施
設
へ
の
配
送
指
示

に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に
対
応
す
る
こ
と
 

          

（
4
）
中
核
充
填
所
と
の
連
携
体
制
の
整
備
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
発
電
設
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
へ
の
充
填
設
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
、
衛
星
電

話
等
を
備
え
た
地
域
の
中
核
充
填
所
及
び
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
災
害
時
の
活
動
が
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
連

絡
・
連
携
体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
。
 

     
【
中
核
充
填
所
と
は
】
 

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
東
北
地
方
の
沿
岸
部
を
中
心
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
基
地
や
充
填
所
が
被
災
し
、
震
災
直

後
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
甚
大
な
支
障
を
き
た
し
た
。
 

経
済
産
業
省
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
等
に
被
災
地
域
等
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
が
所
有
す
る
充
填
所
等
に
、
自
家
発
電
設
備
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
へ
の
充
填
設
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
、
衛
星
通
信
設
備
等
を
導
入
し
た
、
「
中
核
充
填
所
」
を

整
備
し
た
。
 

【
資
料
 
2
 
都
道
府
県
協
会
別
中
核
充
填
所
一
覧
表
】
 

「
中
核
充
填
所
」
に
指
定
さ
れ
た
施
設
を
所
有
す
る
事
業
者
は
、
次
の
役
割
を
果
た
す
。
 

（
ア
）
 
地
域
の
市
区
町
村
と
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
又
は
支
部
と
で
締
結
さ
れ
る
防
災
協
定
へ
の
参
加
 

（
イ
）
 
災
害
時
に
お
い
て
中
核
充
填
所
の
共
同
利
用
又
は
地
域
内
充
填
所
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
充
填
受
入
、

代
替
配
送
、
保
安
点
検
調
査
の
支
援
（
こ
の
場
合
の
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
量
の
配
分
、
保
安
体
制
及
び
費

用
は
各
地
区
で
の
災
害
時
石
油
ガ
ス
供
給
連
携
計
画
策
定
時
に
取
り
決
め
る
）
 

（
ウ
）
 
災
害
時
に
お
け
る
国
・
地
方
公
共
団
体
・
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
へ
の
速
や
か
な
情
報
提
供
 

（
エ
）
 
災
害
時
に
お
け
る
流
出
容
器
回
収
の
際
の
保
管
場
所
の
提
供
（
県
の
指
定
場
所
で
も
可
）
 

（
オ
）
 
石
油
備
蓄
法
に
よ
る
地
域
内
の
事
業
者
が
連
携
・
策
定
す
る
「
災
害
時
石
油
ガ
ス
供
給
連
携
計
画
」
へ

の
参
画
 

（
カ
）
 
国
の
指
導
に
よ
り
、
災
害
時
石
油
ガ
ス
供
給
連
携
計
画
の
発
動
、
国
か
ら
の
重
要
施
設
へ
の
配
送
指
示

に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に
対
応
す
る
こ
と
 

上
記
の
役
割
の
う
ち
、
（
ア
）
～
（
エ
）
の
遂
行
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
都
道
府
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
及
び
支
部
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
。
 

 

【
F
Y
2
8
版
】
P
.
3
9
 

・
追
記
 

P
.4

2
 

 第
３
段
落
目
 

 

(
5
)
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
点
検
・
復
旧
体
制
の
整
備
 

な
お
、
一
般
消
費
者
等
の
容
器
置
場
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
の
容
器
バ
ル
ブ
の
閉
止
方
法
を
周
知
す
る
こ
と
。
 

 大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
を
実
施
す
る
消
費
先
が
多
い
場
合
又
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者

自
ら
が
被
災
し
た
場
合
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
単
位
の
対
応
で
は
効
率
的
な
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
が
実
施
で

き
な
い
。
こ
の
た
め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
【
表
Ⅱ
－
３
 
2
)
､
 
3
)
】
で
述
べ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
、

卸
売
事
業
者
、
保
安
機
関
等
が
協
力
し
て
組
織
す
る
地
域
協
力
体
制
に
参
画
し
、
例
え
ば
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
等
に
よ
り

(
5
)
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
点
検
・
復
旧
体
制
の
整
備
 

な
お
、
一
般
消
費
者
等
の
容
器
置
場
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
の
容
器
バ
ル
ブ
の
閉
止
方
法
を
周
知
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
 

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
を
実
施
す
る
消
費
先
が
多
い
場
合
又
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者

自
ら
が
被
災
し
た
場
合
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
単
位
の
対
応
で
は
効
率
的
な
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
が
実
施
で

き
な
い
。
こ
の
た
め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
【
表
Ⅱ
－
３
 
2
)
､
 
3
)
】
で
述
べ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
、

卸
売
事
業
者
、
保
安
機
関
等
が
協
力
し
て
組
織
す
る
地
域
協
力
体
制
に
参
画
し
、
例
え
ば
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
等
に
よ
り

【
F
Y
2
8
版
】
P
.
4
0
 

【
参
考
】
中
核
充
填
所
と
は
 

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
東
北
地
方
の
沿
岸
部
を
中
心
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
基
地
や
充
填
所
が
被
災
し
、
震
災

直
後
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
甚
大
な
支
障
を
き
た
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
等
に
被
災
地
域
等
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
が
所
有
す
る
充
填
所
等
に
、

自
家
発
電
設
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
へ
の
充
填
設
備
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
、
衛
星
通
信
設
備
等
を
導
入
し
た
「
中

核
充
填
所
」
を
整
備
し
た
。
 

【
資
料

2
0
 
都
道
府
県
協
会
別
中
核
充
填
所
一
覧
表
】
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) 

 

効
率
的
な
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

 
【
資
料
5
-
1
2
 
安
全
点
検
票
】

効
率
的
な
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

 
【
資
料
6
-
1
2
 
安
全
点
検
票
】
 

P
.4

1
 

 3
)
応

援

点
検
要

領
 

 

イ
）
～
ホ
）
 
略
 

イ
）
～
ホ
）
 
略
 

【
F
Y
2
8
版
】
P
.
4
1
 

ヘ
）
応
急
点
検
を
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
行
う
べ
き
状
況
が
整
わ
な
い
と
き
は
、
系
列
卸
売
業
者
主
導
に
よ
る
系
列
別

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
な
ど
を
立
案
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
。
 

  

 

ト
）
応
急
点
検
は
、
専
門
知
識
を
有
す
る
者
（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
等
）
が
実
施
す
る
こ
と
。
 

ヘ
）
応
急
点
検
は
、
専
門
知
識
を
有
す
る
者
（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
等
）
が
実
施
す
る
こ
と
。
 

・
追
記
 

チ
）
応
急
点
検
後
は
調
査
済
の
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を
貼
る
こ
と
。
 

ト
）
応
急
点
検
後
は
調
査
済
の
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を
貼
る
こ
と
。
 

  
リ
）
応
急
点
検
に
よ
り
供
給
を
停
止
し
た
設
備
に
は
、
「
使
用
不
可
能
」
等
の
表
示
及
び
一
般
消
費
者
等
へ
の
注

意
事
項
の
表
示
等
を
行
う
。
 

【
資
料
5
-
1
3
 
消
費
者
へ
の
設
備
改
善
の
お
願
い
】

チ
）
応
急
点
検
に
よ
り
供
給
を
停
止
し
た
設
備
に
は
、
「
使
用
不
可
能
」
等
の
表
示
及
び
一
般
消
費
者
等
へ
の
注

意
事
項
の
表
示
等
を
行
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
資
料
5
-
1
3
 
消
費
者
へ
の
設
備
改
善
の
お
願
い
】
 

P
.4

4 

～
4
5
 

6
)
容

器

回
収

用
資

機
材

 

 

一
般
消
費
者
等
の
家
屋
に
倒
壊
等
の
被
害
が
発
生
し
た
時
、
津
浪
、
水
害
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で
被
災
し
L
P
ガ
ス
容
器

が
流
出
し
た
時
は
こ
れ
ら
の
L
P
ガ
ス
容
器
を
回
収
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
容
器
の
配
送
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

等
は
次
に
掲
げ
る
資
機
材
を
整
備
し
、
ま
た
、
自
ら
が
被
災
し
、
容
器
回
収
を
行
え
な
い
場
合
は
、
都
道
府
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
本
部
と
協
議
の
う
え
、
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
回
収
作
業
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
都
道
府
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
と
し
て
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
行
う
べ
き
状
況
が
整
わ
な
い
と
き
は
、
系
列
卸
売
業
者
主
導
等
に
よ
り
、

迅
速
に
対
応
し
二
次
災
害
を
予
防
す
る
。
 

一
般
消
費
者
等
の
家
屋
に
倒
壊
等
の
被
害
が
発
生
し
た
時
、
津
浪
、
水
害
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で
被
災
し
L
P
ガ
ス
容
器

が
流
出
し
た
時
は
こ
れ
ら
の
L
P
ガ
ス
容
器
を
回
収
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
容
器
の
配
送
事
業
者
は
次
に
掲
げ
る
資

機
材
を
整
備
す
る
こ
と
。
 

  

 

ａ
．
～
ｄ
．
 
省
略
 

ｅ
．
安
全
長
靴
(
釘
踏
み
抜
き
防
止
底
)
 

ｆ
．
切
創
防
止
作
業
手
袋
、
 

ｇ
．
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
(
状
況
に
よ
る
)
 

ａ
．
～
ｅ
．
 
省
略
 

 

【
参
考
】
他

地
区
の

要
員
が

現
地
要
員

の
帯
同

が
な
い
際
、
「
応
急

点
検
」
「

応
急
復

旧
」
「
容

器
回
収

」
に
入

る
と
き

は
「
カ
ー

ナ
ビ
」
が
効
果

を
発

揮
し
た

。
東

日
本

大
震
災

の
と
き
は

、
北

海
道
か

ら
複

数
の
部

隊
を
投
入

し
た
が

、
住

宅
地

図
は
津

浪
被
害

下
で
は
全

く
の
無
力

で
あ
っ

た
。
 

 

Ｐ
4
9  

 

３
．

都
道

府
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス

協
会
等

の
防
災

体
制
・

災
害
対

策
 

 
省
略
 

3
-
1
 

一
般

消
費
者

等
へ
の

保
安
啓

発
 

中
略
 

一
方
、
都
道
府
県
及
び
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道
機
関
に
対
し
、
警
戒
宣
言
発

令
時
及
び
大
規
模
災
害
発
生
時
の
広
報
に
つ
い
て
予
め
要
請
し
て
お
く
こ
と
。
 

【
資
料
5
-
6
 
災
害
時
に
お
け
る
放
送
協
定
参
照
】

報
道
機
関
を
通
じ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
に
対
す
る
情
報
提
供
を
行
う
。
 

①
被
災
時
の
広
報
 

・
二
次
災
害
防
止
の
た
め
、
自
宅
を
離
れ
て
避
難
す
る
際
に
は
、
可
能
な
限
り
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
バ
ル
ブ
を
閉
栓

す
る
こ
と
 

・
併
せ
て
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
も
切
断
（
寒
冷
地
で
は
水
抜
き
）
す
る
こ
と
 

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
使
用
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
の
点
検
を
す
る
こ
と
 

②
平
時
の
広
報
 

・
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
の
復
帰
方
法
を
周
知
す
る
こ
と
 

・
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
が
再
度
遮
断
し
た
場
合
は
、
ガ
ス
漏
れ
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
連

絡
す
る
こ
と
 

・
軒
下
在
庫
が
あ
る
た
め
、
直
ぐ
に
供
給
停
止
と
は
な
ら
な
い
こ
と
 

・
停
電
中
は
、
換
気
の
た
め
に
窓
を
開
け
て
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
 

・
何
か
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
に
連
絡
す
る
こ
と
 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
【
４
．
一
般
消
費
者
等
に
お
け
る
防
災
対
策
】
を
一
般
消
費
者
等
に
周
知
す
る
こ
と
。

３
．

都
道

府
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス

協
会
等

の
防
災

体
制
・

災
害
対

策
 

 
省
略
 

3
-
1
 

一
般

消
費
者

等
へ
の

保
安
啓

発
 

中
略
 

一
方
、
都
道
府
県
及
び
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道
機
関
に
対
し
、
警
戒
宣
言
発

令
時
及
び
大
規
模
災
害
発
生
時
の
広
報
に
つ
い
て
予
め
要
請
し
て
お
く
こ
と
。
 

【
資
料
6
-
6
 
災
害
時
に
お
け
る
放
送
協
定
参
照
】
 

新
規
 

            都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
【
P
-
5
2
 
４
．
一
般
消
費
者
等
に
お
け
る
防
災
対
策
】
を
一
般
消
費
者
等
に
周
知
す
る
こ

と
。
 

【
F
Y
2
8
版
】
P
.
4
7
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3
-
6
 
 
応
援
・
受
入
れ
体
制
の
整
備
 

大
規
模
地
震
・
津
波
災
害
や
記
録
的
な
豪
雨
等
自
然
災
害
等
で
、
地
域
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
、
ま
た
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
施
設
、
都
道
府
県
L
P
ガ
ス
協
会
の
施
設
等
の
被
害
が
甚
大
な
場
合
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事

業
者
及
び
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
で
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
単
位
の
活
動
や

地
域
外
か
ら
の
応
援
の
受
入
れ
や
活
動
範
囲
等
を
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
、
卸
売
事
業
者
、
設
備
工
事
事
業
者
、

保
安
機
関
、
機
器
メ
ー
カ
等
の
関
係
者
間
で
予
め
協
議
し
、
円
滑
、
か
つ
、
迅
速
な
災
害
対
策
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
○
○
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
被
災
し
た
場
合
、
隣
県
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
受
け
入
れ
側
の
窓
口

と
な
り
、
中
央
団
体
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
団
体
、
被
災
地
以
外
の
全
国
の
L
P
ガ
ス
協
会
等
か
ら
の
応
援
隊
の
派
遣
の

調
整
を
図
る
た
め
後
方
支
援
の
窓
口
と
な
る
よ
う
な
全
国
的
な
応
援
・
受
入
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
も
検
討
す
る

こ
と
。
 

こ
の
場
合
、
応
援
隊
は
応
援
活
動
を
行
う
間
の
宿
泊
、
食
事
等
の
手
配
は
、
被
害
地
域
で
は
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
ら
手
配
又
は
持
参
す
る
と
と
も
に
不
慮
の
事
故
に
備
え
て
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
応
援
活
動
に
要
す
る
工
事
、
応
援
活
動
に
お
け
る
事
故
に
関
す
る
保
険
等
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て

中
央
団
体
等
が
主
と
な
り
予
め
協
議
し
て
お
く
こ
と
。
 
 
 
 
 
 
 
 
【
資
料
5
-
1
4
～
1
7
】
 

3
-
6
 
 
応
援
・
受
入
れ
体
制
の
整
備
 

地
域
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
被
害
が
甚
大
な
場
合
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
及
び
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
で
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

  Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
単
位
の
活
動
や
地
域
外
か
ら
の
応
援
活
動
が
望
ま
れ
る
の
で
、
都
道
府
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
が
中
心
と
な
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
、
卸
売
事
業
者
、
設
備
工
事
事
業
者
、
保
安
機
関
、
機
器

メ
ー
カ
等
の
関
係
者
間
で
予
め
協
議
し
て
お
く
こ
と
。
 

円
滑
、
か
つ
、
迅
速
な
応
援
を
行
う
た
め
に
は
、
例
え
ば
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
受
け
入
れ
側
の
窓
口

と
な
り
、
中
央
団
体
が
他
県
等
か
ら
の
応
援
隊
の
派
遣
の
調
整
を
図
る
た
め
後
方
支
援
の
窓
口
と
な
る
よ
う
な
全

国
的
な
応
援
・
受
入
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
 

  
こ
の
場
合
、
応
援
隊
は
応
援
活
動
を
行
う
間
の
宿
泊
、
食
事
等
の
手
配
は
、
被
害
地
域
で
は
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
ら
手
配
又
は
持
参
す
る
と
と
も
に
不
慮
の
事
故
に
備
え
て
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
応
援
活
動
に
要
す
る
工
事
、
応
援
活
動
に
お
け
る
事
故
に
関
す
る
保
険
等
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
中
央

団
体
等
が
主
と
な
り
予
め
協
議
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
【
資
料
6
-
1
4
～
1
7
】
 

P
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3
-
7
 
 
通
信
体
制
 

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
も
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
。
回
線
の
途
絶
や
、
停
電
等

に
よ
り
情
報
通
信
機
器
が
使
え
な
く
な
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
す
る
。
 

ま
た
、
携
帯
電
話
に
つ
い
て
も
携
帯
電
話
基
地
局
の
倒
壊
や
津
波
や
土
石
流
等
に
よ
り
流
出
と
い
っ
た
被
害
が

発
生
し
、
通
信
規
制
等
に
よ
り
長
期
間
通
信
不
能
と
な
る
。
 

固
定
・
携
帯
電
話
網
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
地
震
の
影
響
を
受
け
に
く
い
衛
星
通
信
が
通
信

手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
非
常
用
通
信
回
線
を
優
先
し
て
使
用
す
る
災
害
時
優
先
携
帯
電
話
の
な
か
に
は
、
有
効
な
通

信
手
段
と
し
て
機
能
し
た
も
の
も
あ
る
。
た
だ
停
電
が
長
期
化
す
る
と
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電
で
き
ず
苦
慮
し
た
。

乾
電
池
使
用
の
充
電
器
や
車
の
シ
ガ
ー
ラ
イ
タ
ー
プ
ラ
グ
か
ら
充
電
で
き
る
充
電
器
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
衛

星
通
信
も
同
様
で
あ
る
。
 

上
記
の
状
況
か
ら
、
警
戒
宣
言
発
令
時
及
び
災
害
発
生
時
に
は
、
一
般
電
話
に
よ
る
連
絡
は
、
極
め
て
困
難
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
平
素
よ
り
非
常
時
に
お

け
る
衛
星
電
話
等
通
信
手
段
を
確
保
し
、
そ
の
運
用
に
熟
知
し
、
事
前
に
関
係
者
間
で
協
議
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
支
部
（
地
区
会
）
、
中
核
充
填
所
等
（
防
災
復
旧
作
業
拠
点
）
及
び
保
安
機
関
等

を
結
ぶ
通
信
網
が
不
通
に
な
っ
た
時
の
手
段
と
し
て
、
通
信
機
器
に
頼
ら
ず
地
域
の
組
織
網
に
よ
り
情
報
伝
達
を

確
保
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
被
害
状
況
等
や
応
急
復
旧
活
動
の
た
め
の
人
員
の
確
保
、
機
材
の
調
達
等
が
迅
速
に

手
配
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
 

 

3
-
7
 
 
通
信
体
制
 

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
も
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。
東
北
、
関
東
地
方
を
中
心

に
回
線
の
途
絶
や
、
停
電
等
に
よ
り
情
報
通
信
機
器
が
使
え
な
く
な
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。
 

ま
た
、
携
帯
電
話
に
つ
い
て
も
携
帯
電
話
基
地
局
の
倒
壊
や
流
出
と
い
っ
た
被
害
が
発
生
し
、
通
信
規
制
等
に

よ
り
長
期
間
通
信
不
能
と
な
っ
た
。
 

固
定
・
携
帯
電
話
網
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
地
震
の
影
響
を
受
け
に
く
い
衛
星
通
信
が
通
信

手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
 

    上
記
の
状
況
か
ら
、
警
戒
宣
言
発
令
時
及
び
災
害
発
生
時
に
は
、
一
般
電
話
に
よ
る
連
絡
は
、
極
め
て
困
難
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
平
素
よ
り
非
常
時
に
お

け
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
。
 

 都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
（
地
区
会
）
、
中
核
充
填
所
等
（
防
災
復
旧
作
業
拠
点
）
及
び
保
安
機
関
等
を

結
ぶ
通
信
網
を
確
保
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
被
害
状
況
等
の
報
告
や
応
急
復
旧
活
動
の
た
め
の
人
員
の
確
保
、
機

材
の
調
達
等
が
容
易
に
で
き
る
体
制
と
す
る
こ
と
。
 

 こ
の
た
め
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
本
部
、
支
部
等
地
域
の
現
状
に
応
じ
た
組
織
的
な

連
絡
が
可
能
な
衛
星
電
話
、
無
線
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

衛
星
電
話
、
無
線
を
導
入
す
る
場
合
は
、
運
用
方
法
等
に
つ
い
て
事
前
に
関
係
者
間
で
協
議
す
る
こ
と
。
 

【
F
Y
2
8
版
】
P
.
5
0
 

P
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1
7

行
目

 

お
わ
り
に
 

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
頻
発
す
る
台
風
、
異
常
気
象
に
起
因
す
る
大
規
模
水
害
や
土
砂
崩
れ
、
ま
た
熊
本
地
震
の
際
、

執
ら
れ
た
災
害
対
策
を
調
査
・
解
析
す
る
と
、
今
後
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等

の
災
害
に
対
す
る
備
え
を
考
え
た
場
合
、
被
害
の
防
止
や
早
期
の
復
旧
を
一
層
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
が
密
集
し

て
い
る
都
市
部
の
災
害
防
止
対
策
や
、
発
災
後
の
緊
急
点
検
、
応
急
点
検
や
復
旧
作
業
、
ま
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
緊
急
供
給
、

復
旧
時
の
安
定
供
給
等
課
題
も
多
く
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
知
見
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
公
開
し

水
平
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
え
る
。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
災
害
の
想
定
を
変
え
、
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時

お
わ
り
に
 

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災
害
に
対
す
る
備
え
を
考
え
た

場
合
、
被
害
の
防
止
や
早
期
の
復
旧
を
一
層
確
実
に
す
る
た
め
に
採
っ
て
お
く
べ
き
方
策
の
手
が
か
り
と
な
る
事
実
も
少

な
く
な
い
。
 

   

各
事
業
者
に
お
い
て
は
、
災
害
対
策
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
の
活
動
が
円
滑
に
運
営
で
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の
活
動
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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(1
/7

) 

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
新

旧
対

照
表

） 
2
0
1
8
/
0
2
/
2
0
 

頁
等

 
２

９
年

度
版

【
第

２
次

改
訂

版
（
改

）
】
 

（
案

）
 

２
９

年
度

版
【
第

２
次

改
定

版
】
 

備
 

考
 

 

は
 

じ
 

め
 

に
  ２
 

枚
 

目
 

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
平
成
２
４
年
度
保
安
専
門
技
術
者
指
導
事
業
の
「
地
震
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
分
科
会
」
に
お
い
て
作

成
し
、
平
成
２
５
年
度
か
ら
毎
年
度
、
同
事
業
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
講
習
講
師
会
議
」
に
お
い
て
、
年
度
替
わ
り
に
伴

う
参
考
資
料
等
の
更
新
と
一
部
本
文
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
 

主
な
改
訂
は
、
平
成
２
６
年
度
に
お
い
て
「
都
道
府
県
協
会
別
中
核
充
填
所
一
覧
表
」
を
加
え
る
等
「
資
料
編
」
の
充
実

を
図
っ
た
改
訂
版
を
、
平
成
２
９
年
度
に
お
い
て
は
、
熊
本
地
震
（
平
成
２
８
年
４
月
発
生
）
の
被
災
状
況
を
受
け
て
「
産

業
構
造
審
議
会
（
保
安
分
科
会
（
液
化
石
油
ガ
ス
小
委
員
会
）
）
」
か
ら
提
言
さ
れ
た
「
平
成
２
８
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
よ
る
安
全
点
検
等
に
つ
い
て
（
平
成
２
９
年
３
月
１
６
日
）
」
の
う
ち
、
主
に
ハ
ー
ド
対
策
に
係

る
部
分
を
反
映
し
た
第
２
次
改
定
版
を
作
成
し
た
後
、
同
年
度
３
月
に
全
体
を
反
映
さ
せ
た
第
２
次
改
訂
版
（
改
）
を
作
成

し
た
。
 

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
平
成
２
４
年
度
保
安
専
門
技
術
者
指
導
事
業
の
「
地
震
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
分
科
会
」
に
お
い
て
作

成
し
、
平
成
２
５
年
度
か
ら
毎
年
度
、
同
事
業
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
講
習
講
師
会
議
」
に
お
い
て
、
年
度
替
わ
り
に
伴

う
参
考
資
料
等
の
更
新
と
一
部
本
文
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
 

主
な
改
訂
は
、
平
成
２
６
年
度
に
お
い
て
「
都
道
府
県
協
会
別
中
核
充
填
所
一
覧
表
」
を
加
え
る
等
「
資
料
編
」
の
充
実

を
図
っ
た
改
訂
版
を
、
平
成
２
９
年
度
に
お
い
て
は
、
熊
本
地
震
（
平
成
２
８
年
４
月
発
生
）
の
被
災
状
況
を
受
け
て
「
産

業
構
造
審
議
会
（
保
安
分
科
会
（
液
化
石
油
ガ
ス
小
委
員
会
）
）
」
か
ら
提
言
さ
れ
た
「
平
成
２
８
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
よ
る
安
全
点
検
等
に
つ
い
て
（
平
成
２
９
年
３
月
１
６
日
）
」
の
う
ち
、
主
に
ハ
ー
ド
対
策
に
係

る
部
分
を
反
映
し
た
第
２
次
改
定
版
を
作
成
し
た
。
引
き
続
き
、
全
体
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
 

 

P
.4

 

 

②
5
0
㎏
容
器
の
鎖
の
二
重
掛
け
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１
本
目
の
鎖
等
を
当
該
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
３
／
４
の
位

置
に
取
り
付
け
、
２
本
目
の
鎖
等
を
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
１
／
４
の
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
。
1
0㎏

及
び
2
0

㎏
容
器
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
容
器
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
開
口
部
に
鎖
等
を
通
し
て
取
り
付
け
る
こ
と
。
 

②
5
0
㎏
容
器
の
鎖
の
二
重
掛
け
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１
本
目
の
鎖
等
を
当
該
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
３
／
４
の
位

置
に
取
り
付
け
、
２
本
目
の
鎖
等
を
容
器
の
底
部
か
ら
容
器
高
さ
の
１
／
４
の
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
。
1
0㎏

及
び
2
0

㎏
容
器
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
容
器
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
開
口
部
に
鎖
等
を
通
し
て
取
り
付
け
る
こ
と
。
 

鎖
等
を
２
本
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
一
層
容
器
の
転
倒
防
止
効
果
が
上
が
る
。
ま
た
、
鎖
等
を
２
本
取
り
付
け
る
こ

と
は
、
水
害
・
津
波
で
容
器
が
流
さ
れ
に
く
い
効
果
も
あ
る
。
な
お
、
水
害
・
津
波
に
よ
り
容
器
が
流
さ
れ
た
場
合
で
も

ガ
ス
放
出
防
止
器
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
容
器
か
ら
の
多
量
漏
え
い
を
防
止
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

   P
.
3
、
(
3
)
の
内
容
と
重
複
す
る
部

分
を
削
除
。
 
 

 
1
-
2
 
中
央

団
体
に

よ
る
連

絡
会
議

等
の
開

催
 

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
被
災
し
た
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
か
ら

ガ
ス
漏
れ
等
の
被
災
状
況
及
び
復
旧
状
況
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
復
旧
に
必
要
な
設
備
や
機
器
等
が
不
足
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
又
は
被
災
地
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
へ
の
協
力
要
請
が
必
要
と
認
め
た
場
合
等
に
は
、
中
央
連

絡
会
議
に
対
し
て
協
力
要
請
を
行
う
。
 

中
央
連
絡
会
議
は
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
か
ら
の
要
請
に
よ
り
速
や
か
に
開
催
し
、
具
体
的
な
支
援
計
画
等
を
決
定
す

る
た
め
、
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
事
業
者
、
広
域
販
売
事
業
者
、
各
中
央
団
体
、
並
び
に
近
隣
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
か
ら

も
、
被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
行
政
機
関
や
関
係
団
体
と
調
整
の
う
え
、
被
災
地
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
等
に
応
援
や
物
資
の
提
供
等
の
協
力
体
制
を
要
請
す
る
。
 

【
資
料
３
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
応
中
央
連
絡
会
議
設
置
要
綱
】

1
-
2
 
中
央

団
体
に

よ
る
連

絡
会
議

等
の
開

催
 

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
複
数
の
都
道
府
県
に
跨
が
っ
て
被
災
す
る
よ
う
な
広
域
で
の
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、

全
国
規
模
で
の
支
援
体
制
が
必
要
と
な
る
た
め
、
中
央
団
体
等
で
構
成
す
る
中
央
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
。
 

自
ら
が
被
災
し
た
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
や
支
部
で
は
、
具
体
的
な
救
援
要
請
の
内
容
の
把
握
が
困
難
な
場
合
も
あ

る
。
 

こ
の
た
め
、
中
央
連
絡
会
議
は
、
災
害
発
生
後
速
や
か
に
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
事
業
者
、
広
域
販
売
事
業
者
、
各
中
央
団

体
、
並
び
に
近
隣
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
よ
り
被
災
地
の
情
報
収
集
を
行
い
、
被
害
状
況
の
把
握
を
す
る
と
と
も
に
、

具
体
的
な
支
援
計
画
等
を
決
定
し
、
そ
れ
ら
を
基
に
行
政
機
関
や
関
係
団
体
と
の
調
整
を
行
い
、
速
や
か
に
活
動
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
に
応
援
や
物
資
の
提
供
等
の
協
力
体
制
を
要
請
す
る
。
 

【
資
料
３
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
応
中
央
連
絡
会
議
設
置
要
綱
】
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表
Ⅱ
－
２
 
各
組
織
の
主
な
役
割
と
活
動
 

 
平
常
時
の
対
策
 

災
害
発
生
か
ら
発
生
後
の
活
動
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費

者
等
 

略
 

略
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
 

（
略
）
 

１
．
～
８
．
（
略
）
 

９
．
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
被
害
状
況
報
告
と

応
援
・
支
援
要
請
 

１
０
．
～
１
１
．
（
略
）
 

都
道
府
県
 

（
略
）
 

（
略
）
 

中
央
団
体
 

１
．
各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
事
前
協

議
 

２
．
臨
時
的
に
用
い
る
燃
焼
器
具
の
確
保
に
つ

い
て
燃
焼
器
具
メ
ー
カ
等
と
の
事
前
協
議
 

３
．
中
央
連
絡
会
議
の
招
集
訓
練
、
招
集
の
連

１
．
被
災
状
況
に
応
じ
中
央
連
絡
会
議
の
開
催

 ２
．
被
災
地
域
の
情
報
把
握
 

３
．
必
要
に
応
じ
被
災
地
へ
の
物
資
等
の
支
援

４
．
中
央
官
庁
等
と
の
協
議
 

表
Ⅱ
－
２
 
各
組
織
の
主
な
役
割
と
活
動
 

 
平
常
時
の
対
策
 

災
害
発
生
か
ら
発
生
後
の
活
動
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費

者
等
 

略
 

略
 

 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
 

（
略
）
 

１
．
～
８
．
（
略
）
 

９
．
中
央
連
絡
会
議
に
被
害
状
況
報
告
と
応

援
・
支
援
要
請
 

１
０
．
～
１
１
．
（
略
）
 

都
道
府
県
 

（
略
）
 

（
略
）
 

中
央
団
体
 

１
．
各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
事
前
協

議
 

２
．
臨
時
的
に
用
い
る
燃
焼
器
具
の
確
保
に
つ

い
て
燃
焼
器
具
メ
ー
カ
等
と
の
事
前
協
議
 

３
．
中
央
連
絡
会
議
の
定
期
開
催
（
年
１
回
）

１
．
被
災
状
況
に
応
じ
中
央
連
絡
会
議
等
の
開

催
 

２
．
被
災
地
域
の
情
報
把
握
 

３
．
必
要
に
応
じ
被
災
地
へ
の
物
資
等
の
支
援
 

４
．
中
央
官
庁
等
と
の
協
議
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        産
構
審
に
お
け
る
検
討
事
項
 

－ 169 －



(2
/7

) 
 

絡
訓
練
、
連
絡
網
の
確
認
等
を
必
要
に
応
じ

て
適
宜
実
施
す
る
こ
と
（
年
１
回
）

 

経
済
産
業
省
 

（
略
）
 

（
略
）
 

 

  

経
済
産
業
省
 

（
略
）
 

（
略
）
 

 

 
移
動
 

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
防
災
体
制
・
災
害
対
策
 

 
 
以
下
、
省
略
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「
３
．
」
と
し
て
移
動
 

 
移
動
 

2
-
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
平
常
時
の
対
策
 

 
 
以
下
、
省
略
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「
3
-
1
」
と
し
て
移
動
 

 
２
．
災
害
時
に
お
け
る
情
報
の
収
集
・
発
信
 

(
3
)
 
情
報
収
集
・
発
信
体
制
の
整
備
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（
１
）
情
報
収
集
・
発
信
の
一
元
化
と
ル
ー
ト
の
複
層
化
 

 
 

 
イ
．
被
災
情
報
は
、
災
害
時
の
対
応
に
際
し
重
要
な
位
置
付
け
に
な
る
と
同
時
に
本
情
報
を
関
係
機
関
に
伝
達
す
る
こ

と
に
よ
り
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
被
災
地
域
の
復
旧
支
援
活
動
に
資
す
る
こ
と
に
有
効
と
な
る
こ
と
か
ら
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
全
て
の
第
一
歩
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
及
び
一
般
消
費
者
等
の
被
災
状
況
に
関
す
る
情
報

の
迅
速
な
る
把
握
で
あ
る
。
 

新
規
 

 

  

ロ
．
被
災
し
た
事
業
者
の
み
で
復
旧
で
き
な
い
場
合
は
、
被
災
を
免
れ
た
親
会
社
、
近
隣
地
域
の
同
業
者
、
系
列
・
取

引
関
係
に
あ
る
関
連
事
業
者
な
ど
、
他
の
事
業
所
、
事
業
者
等
に
対
し
て
協
力
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
自
ら
及

び
自
ら
の
顧
客
の
被
災
状
況
を
で
き
る
限
り
的
確
に
把
握
し
、
協
力
を
要
請
す
る
相
手
先
に
伝
達
す
る
こ
と
は
、
早

期
の
復
旧
作
業
へ
の
着
手
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
被
災
し
た
事
業
者
の
み
で
復
旧
で
き
な
い
場
合
は
、
被
災
を
免
れ
た
親
会
社
、
近
隣
地
域

の
同
業
者
、
系
列
・
取
引
関
係
に
あ
る
関
連
事
業
者
な
ど
、
他
の
事
業
所
、
事
業
者
、
市
区
町
村
等
に
対
し
て
協
力
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
自
ら
及
び
自
ら
の
顧
客
の
被
災
状
況
を
で
き
る
限
り
的
確
に
把
握
し
、
協
力
を
要
請

す
る
相
手
先
に
伝
達
す
る
こ
と
は
、
早
期
の
復
旧
作
業
へ
の
着
手
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
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ハ
．
被
害
が
大
規
模
、
広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
（
例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
）
の
場
合
に
は
、
近
隣
地
域
も
被
災
す
る

た
め
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
他
の
地
域
の
事
業
者
等
に
対
し
て
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、
全
国
レ
ベ
ル
で

の
物
資
調
達
や
、
予
算
の
確
保
、
法
令
の
柔
軟
な
運
用
等
、
国
と
し
て
政
策
的
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、

こ
の
様
な
大
規
模
災
害
の
場
合
に
も
現
場
で
の
被
災
状
況
に
関
す
る
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
発
信
の
積
み
重
ね
が
、

協
力
へ
の
対
応
や
政
策
対
応
の
優
先
順
位
の
判
断
を
大
き
く
左
右
す
る
。
 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
被
害
が
大
規
模
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
近
隣
地
域
も
被
災
し
て
い
る

た
め
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
他
の
地
域
の
事
業
者
や
自
治
体
に
対
し
て
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
全
国

レ
ベ
ル
で
の
物
資
調
達
や
、
予
算
の
確
保
、
法
令
の
柔
軟
な
対
応
等
、
国
と
し
て
の
政
策
対
応
も
必
要
と
な
る
。
こ
う
し

た
場
合
に
も
、
現
場
で
の
被
災
状
況
に
関
す
る
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
発
信
の
積
み
重
ね
が
、
協
力
へ
の
対
応
や
政
策
対

応
の
優
先
順
位
の
判
断
を
大
き
く
左
右
す
る
。
 

 

 
ニ
．
被
災
地
に
係
る
情
報
の
収
集
・
発
信
を
行
う
場
合
に
は
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の
災
害
対
策
本
部
を
情
報
の

窓
口
と
し
て
一
本
化
し
、
現
地
対
策
本
部
な
ど
か
ら
の
情
報
を
集
約
し
て
と
り
ま
と
め
る
他
、
情
報
発
信
は
、
外
部

か
ら
の
照
会
を
一
括
し
て
対
応
す
る
等
に
よ
り
情
報
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
で
、
異
な
る
情
報
、
誤
っ
た
情
報
の
発

信
を
防
ぎ
、
対
策
本
部
要
員
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

こ
の
場
合
、
現
地
対
策
本
部
な
ど
か
ら
の
情
報
を
集
約
し
て
と
り
ま
と
め
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の
災
害
対
策
本

部
に
窓
口
を
一
本
化
し
て
情
報
を
発
信
し
、
或
い
は
外
部
か
ら
の
問
合
せ
に
一
括
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
異
な
る
情
報
、
誤
っ
た
情
報
の
発
信
を
防
ぎ
情
報
の
一
元
化
を
図
り
、
対
策
本
部
要
員
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 
ホ
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
状
況
と
そ
の
後
の
復
旧
状
況
を
迅
速
に
可
能
な
限
り
定
量
的
に

把
握
し
、
広
く
社
会
に
伝
え
る
こ
と
は
、
「
災
害
に
も
強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
示
す
何
よ
り
の
方

策
で
あ
る
。

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
状
況
と
そ
の
後
の
復
旧
状
況
を
迅
速
に
可
能
な
限
り
定
量
的
に
把
握

し
、
広
く
社
会
に
伝
え
る
こ
と
は
、
「
災
害
に
も
強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
示
す
何
よ
り
の
方
策
で
あ
る
。
 

 

 
ヘ
．
も
と
よ
り
災
害
時
の
対
応
と
し
て
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
限
ら
ず
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
自
ら
及
び
家
族
や
社
員

の
安
全
確
保
、
顧
客
の
安
全
確
保
、
安
定
供
給
の
確
保
と
い
っ
た
対
応
が
情
報
収
集
・
発
信
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
こ

と
は
論
を
俟
た
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
限
り
な
く
近
い
優
先
度
で
情
報
収
集
と
行
政
機
関
や
社
会
へ
の
情
報
発

信
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
。
 

も
と
よ
り
災
害
時
の
対
応
と
し
て
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
限
ら
ず
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
自
ら
及
び
家
族
や
社
員
の
安

全
確
保
、
顧
客
の
安
全
確
保
、
安
定
供
給
の
確
保
と
い
っ
た
対
応
が
情
報
収
集
・
発
信
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
論
を

俟
た
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
限
り
な
く
近
い
優
先
度
で
情
報
収
集
と
行
政
機
関
や
社
会
へ
の
情
報
発
信
が
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
。
 

 

 
ト
．
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
情
報
収
集
・
発
信
ル
ー
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部

自
身
が
被
災
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
情
報
収
集
・
発
信
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
別
の
ル
ー
ト
を
整
備

し
、
複
層
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
情
報
収
集
・
発
信
ル
ー
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
自
身
が

被
災
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
情
報
収
集
・
発
信
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
別
の
ル
ー
ト
を
整
備
し
、
複
層
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
 

 

 
チ
．
こ
の
た
め
、
従
来
の
経
済
産
業
省
本
省
か
ら
監
督
部
等
・
都
道
府
県
経
由
と
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
経
由
で
都
道

府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
を
中
心
と
す
る
情
報
収
集
・
発
信
ル
ー
ト
に
加
え
て
、
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
（
日
本
液
化

石
油
ガ
ス
協
議
会
会
員
事
業
所
）
→
 
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
→
 
経
済
産
業
省
」
の
ル
ー
ト
（
以
下
、
「
日
液

協
ル
ー
ト
」
と
い
う
。
）
等
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
収
集
・
発

信
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
適
切
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
(
下
図
参
照
)
 

こ
の
た
め
、
従
来
の
経
済
産
業
省
本
省
か
ら
監
督
部
等
・
都
道
府
県
経
由
と
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
経
由
で
都
道
府
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
を
中
心
と
す
る
情
報
収
集
・
発
信
ル
ー
ト
に
加
え
て
、
「
経
済
産
業
省
～
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
～
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
事
業
者
（
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
会
員
事
業
所
）
等
」
の
ル
ー
ト
（
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
ル
ー
ト
）

等
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
収
集
・
発
信
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
適
切
な
役

割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
(
下
図
参
照
)
 
 

 

 
 

ま
た
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
自
身
が
被
災
し
た
場
合
、
要
員
不
足
に
陥
り
情
報
収
集
・
発
信
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
か
ら
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
或
い
は
、
被
災
地
域
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
な
ど
か
ら
人
的
支
援
を
行
う

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
 

・
人
的
支
援
は
現
実
的
に
不
可
能

で
あ
る
た
め
削
除
。
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(3
/7

) 
 

 
発

災
時

の
被

害
状

況
報

告
の

流
れ

販
売

所

卸
系

列

販
売

所

卸
系

列

販
売

所

本
省

所
管

販
売

事
業

者

保
安

監
督

部
所

管
販

売
事

業
者

都
道

府
県

所
管

販
売

事
業

者

都
道

府
県

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

保
安

監
督

部

都
道

府
県

経
済

産
業

省

全
国

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

被
災

地

日
本

液
化

石
油

ガ
ス

協
議

会

 

【
資
料
2
1
 
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
連
絡
先
】

【
資
料
2
2
 
地
域
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
連
中
央
団
体
連
絡
先
】

【
資
料
2
3
 
経
済
産
業
省
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
行
政
機
関
連
絡
先
】

発
災

時
の

被
害

状
況

報
告

の
流

れ

販
売

所

販
売

所

販
売

所

販
売

所

販
売

所

販
売

所

本
省

所
管

販
売

事
業

者

保
安

監
督

部
所

管
販

売
事

業
者

都
道

府
県

所
管

販
売

事
業

者

都
道

府
県

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

保
安

監
督

部

都
道

府
県

経
済

産
業

省

全
国

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

 

【
資
料
2
1
 
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
連
絡
先
】
 

【
資
料
2
2
 
地
域
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
連
中
央
団
体
連
絡
先
】
 

【
資
料
2
3
 
経
済
産
業
省
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
行
政
機
関
連
絡
先
】
 

・
図
の
差
替
え
 

（
日
液
協
ル
ー
ト
の
追
加
）
 

 
（
２
）
把
握
す
る
情
報
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
直
し
 

①
把
握
す
る
情
報
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
直
し
 

【
旧

版
】
P

.3
8
、

下
か

ら
1
4

行
目

 

 
①
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
の
把
握
 

イ
．
災
害
時
に
お
い
て
行
政
は
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
災
の
状
況
や
規
模
を
把
握
す
る
た
め
、
各
事

業
者
等
に
対
し
そ
の
報
告
を
求
め
て
お
り
、
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
事
業
者
等
か
ら
は
、「

供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 

ロ
．
し
か
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
場
合
、
供
給
形
態
か
ら
現
地
の
消
費
者
先
に
出
向
か
な
け
れ
ば
供
給
が
止
ま
っ
た
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
上
、
発
災
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
被
災
地
に
あ
る
全
て
消
費
先
に
出
向
く
こ
と

自
体
も
困
難
で
あ
る
た
め
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
を
確
認
し
、
報
告
を
す
る
こ
と
は
、
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
不
可
能
で
あ
る
。

（
注

）
 

ハ
．
一
方
、
行
政
の
活
動
が
災
害
対
応
活
動
等
を
含
め
市
区
町
村
等
の
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
単
位
で
行
わ
れ

る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
平
時
に
お
い
て
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
を
把
握
す
れ
ば
、
被
災
の
あ
っ
た

地
域
の
市
区
町
村
別
に
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
の
概
数
を
予
想
し
得
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行

政
が
こ
の
数
を
把
握
す
れ
ば
被
災
の
状
況
や
規
模
を
予
想
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
 

※
発
災
時
の
報
告
に
つ
い
て
 

災
害
時
に
お
い
て
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
事
業
者
等
か
ら
報
告
さ
れ
る
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
場
合
、
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
現
地
の
消
費
者
先
に
出
向
か
な
け
れ
ば
、
こ
の

数
を
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
 

     従
っ
て
、
平
時
に
お
い
て
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
を
把
握
す
れ
ば
、
被
災
の
あ
っ
た
地
域
の
市
区
町

村
別
に
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
の
概
数
を
予
想
し
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
行
政
へ
の
第
一
報
時
に
そ
の

数
を
報
告
す
る
こ
と
で
行
政
が
被
災
の
規
模
を
予
想
し
、
災
害
対
応
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
旧

版
】
P

.3
8
、

2
1
～

2
8

行
目
 

 
ニ
．
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
い
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
へ
の
物
資
の
支
援
が
こ
の
数
に
基
づ
く
こ
と
で
迅
速
な
対

応
に
繋
が
る
他
、
こ
の
数
を
活
用
す
る
こ
と
で
復
旧
活
動
等
に
お
い
て
系
列
を
超
え
た
緊
急
災
害
対
応
活
動
も
可
能

と
な
る
等
、
災
害
対
応
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
戸
数
等
を
把
握
し
、
系
列
を
超
え
た
緊
急
災
害
対
応

活
動
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
へ
の
支
援
物
資
、
復
旧
活
動
等
に
活
用
し
て
対
応
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
各
地
方
公
共
団
体
（
自
治
体
）
の
防
災
関
係
機
関
等
に
提
供
す
る
こ
と
。
特
に
、
市
区
町
村

別
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
が
行
う
災
害
対
応
活
動
等
が
市
区
町
村
等
の
各
地
方

公
共
団
体
（
自
治
体
）
単
位
で
行
わ
れ
る
た
め
、
迅
速
な
対
応
に
も
繋
が
る
。
 

【
資
料
5
-
3
 
5
-
4
 
市
町
村
別
消
費
者
世
帯
数
調
査
票
他
参
照
】
 

【
旧

版
】
P

.3
8

下
か

ら
６

行
目

～
 

 
ホ
．
こ
の
た
め
、
災
害
時
に
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
事
業
者
等
が
行
う
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
の
報
告
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
支
部
[
地
区
会
]
を
含
む
。
）
等
の
関
係
団
体
に
は
、
平
時
に
お
い
て
市

区
町
村
別
（
地
域
）
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
等
を
定
期
的
に
確
認
し
、
各
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
）
の
防

災
関
係
機
関
等
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
 

へ
．
ま
た
、
全
国
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
は
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
か
ら
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費

者
世
帯
数
に
つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
数
を
教
示
す
る
よ
う
協
力
を
求
め
る
。
 

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
の
被
災
数
に
つ
い
て
は
、
「
①
把
握
す
る
情
報
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
」
に
て
記
載
し
た
と
お
り
、

集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
現
地
の
消
費
者
先
に
出
向
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
数
を
確
認
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
時
に
お
い
て
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
数
を
把
握
す
れ
ば
、
被
災
の
あ

っ
た
地
域
の
市
区
町
村
別
に
「
供
給
が
止
ま
っ
た
世
帯
数
」
の
概
数
を
予
想
し
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
行
政
へ

の
第
一
報
時
に
そ
の
数
を
報
告
す
る
こ
と
で
行
政
が
被
災
の
規
模
を
予
想
し
、
災
害
対
応
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
鑑
み
、
全
国
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
か
ら
市
区
町
村
別
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者

世
帯
数
に
つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
数
を
教
示
す
る
よ
う
協
力
す
る
こ
と
。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部
（
地
区
会
）
は
、
各
市
区
町
村
別
（
地
域
）
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
戸
数
を
収
集
し
、
そ
の
地
域
の

被
害
状
況
や
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
把
握
し
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
及
び
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
報
告
す
る
と
と

も
に
地
域
に
お
け
る
必
要
な
情
報
を
入
手
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
応
急
対
策
計
画
の
立
案
を
推
進
す
る
こ
と
。
 

【
資
料
5
-
3
 
 
5
-
4
 
市
町
村
別
消
費
者
世
帯
数
調
査
票
他
参
照
】
 

【
旧

版
】
P

.4
0

下
か

ら
1
3

行
目

～
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(4
/7

) 
 

 
注
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
は
、
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
供
給
が
止
ま
っ
た
場
合
と
は
異
な
り
、
そ
の
供
給
形
態
か
ら
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
設
備
に
被
害
が
無
け
れ
ば
、
軒
下
在
庫
が
あ
る
た
め
、
直
ぐ
に
供
給
停
止
と
は
な
ら
な
い
。
 

【
資
料
5
-
3
 
市
町
村
別
消
費
者
世
帯
数
調
査
票
】

な
お
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
形
態
か
ら
、
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
供
給
が
止
ま
っ
た
場
合
と
は
異
な
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
被

害
が
無
け
れ
ば
、
軒
下
在
庫
が
あ
る
た
め
、
直
ぐ
に
供
給
停
止
と
は
な
ら
な
い
。
 

【
旧

版
】
P

.3
9
、

下
か

ら
1
2
～

1
3

行

目
 

 
※

愛
知
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
で

は
、
市
町

村
毎
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

消
費
者

世
帯
数
を

定
期
的

に
把
握
す

る
こ
と

に
よ
り
、
平

成
１
２

年
９
月

に
発

生
し
た
東

海
豪
雨
に

お
い
て
、
こ
の
市

町
村
毎

の
消
費
者

世
帯
数

を
活
用
し
、
復
旧
活

動
に
お

け
る
必

要
な
資
材

を
的
確

に
供
給
す

る

こ
と
が
で

き
た
。
 

【
資
料

5-
4
 

愛
知
県

に
お
け

る
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
消
費

者
分
布
図

】

※
愛
知
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
で

は
、
市
町

村
毎
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

消
費
者

世
帯
数
を

定
期
的

に
把
握
す

る
こ
と

に
よ
り
、
平

成
１
２

年
９
月

に
発

生
し
た
東

海
豪
雨
に

お
い
て
、
こ
の
市

町
村
毎

の
消
費
者

世
帯
数

を
活
用
し
、
復
旧
活

動
に
お

け
る
必

要
な
資
材

を
的
確

に
供
給
す

る

こ
と
が
で

き
た
。
 

【
資
料

5-
4
 

愛
知
県

に
お
け

る
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
消
費

者
分
布
図

】
 

【
旧

版
】
P

.5
0
「
3
-
4
(ヘ

)」
中

、
よ

り

移
植

 

P
.3

8
 

下
か

ら
 

９
行

目
 

～
 

P
.3

9
 

②
第
一
報
の
あ
り
方
 

新
規
 

 

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
全
て
の
第
一
歩
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
及
び
一
般
消
費
者
等
の
被
災
状
況
に
関
す
る

情
報
の
迅
速
な
る
把
握
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
被
災
現
場
で
は
、
情
報
発
信
者
側
で
あ
る
販
売
事
業
者
自
身
が
被
災
し
た
状
況
に
あ
り
、
通
信
設
備
等
へ

の
被
害
等
も
想
定
さ
れ
る
な
か
で
被
災
状
況
を
全
て
正
確
に
把
握
し
て
伝
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

第
一
報
は
、
必
要
最
小
限
の
限
定
し
た
情
報
を
速
や
か
に
関
係
機
関
に
伝
達
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
 

こ
の
た
め
、
第
一
報
は
、
情
報
伝
達
に
方
法
・
タ
イ
ミ
ン
グ
、
内
容
等
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
の
イ
か

ら
ハ
を
基
本
と
す
る
。
 

 
 

イ
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
従
業
員
の
安
否
 

な
に
よ
り
も
大
事
で
あ
る
の
は
、
関
係
者
の
命
で
あ
り
、
災
害
対
策
の
最
重
要
事
項
で
あ
る
。
 

 
 

 
ロ
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
所
の
被
害
の
有
無
 

具
体
的
な
被
害
が
把
握
で
き
な
い
場
合
で
も
「
被
害
あ
リ
・
な
し
」
と
い
う
定
性
的
情
報
も
あ
る
こ
と
が
被
災
の

全
体
像
を
い
ち
早
く
把
握
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
。
 

 
 

ハ
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
へ
の
安
全
点
検
が
で
き
る
か
否
か
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
の
被
害
の
把
握
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
形
態
か
ら
現
地
の
消
費
先
に
出
向
か
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
等
へ
の
安
全
点
検
を
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
消
費
者
等
の
被
害
件
数
・
被
害
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
繋
が
る
重
要
な
情
報
と
な
る
。
 

 
 

③
「
被
害
あ
り
・
な
し
」
の
情
報
の
重
要
性
 

 
 

イ
．
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
先
の
倒
壊
、
半
壊
等
の
被
害
件
数
等
の
具
体
的
な
被
害
情
報
を
把
握

出
来
な
く
て
も
「
被
害
あ
り
・
な
し
」
と
い
う
定
性
的
情
報
も
あ
る
こ
と
で
災
害
が
あ
っ
た
地
域
の
被
災
地
域
・
範

囲
を
特
定
し
、
被
災
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
 

各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
災
害
な
ど
で
地
域
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
の
被
害
状
況
だ

け
で
な
く
、
販
売
事
業
者
か
ら
連
絡
の
無
い
場
合
、
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
(
不
明
)
な
の
か
、
被
害
が
無
く
て
連
絡
を
し

な
い
の
か
、
支
部
と
連
絡
が
つ
い
た
か
否
か
、
「
被
害
な
し
」
や
「
不
明
」
が
ど
れ
だ
け
な
の
か
と
い
っ
た
情
報
の
確
認

を
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

【
旧

版
】
P

.3
8
、

下
か

ら
1
3
～

1
0

行

目
 

ロ
．
し
か
し
、
当
該
報
告
が
な
い
場
合
に
は
、
被
害
の
た
め
に
連
絡
手
段
が
封
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
被
害
が
な
い
た

め
に
報
告
が
な
い
の
か
等
の
状
況
が
わ
か
ら
ず
、
被
災
地
域
・
範
囲
を
特
定
す
る
こ
と
等
の
被
災
の
全
体
像
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
対
策
が
遅
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
被
害
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
「
被
害
あ

リ
・
な
し
」
の
報
告
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

ハ
．
従
っ
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
及
び
各
関
係
団
体
等
は
、
行
政
等
が
速
や
か
に
災
害
対
策
を
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
べ
く
、
「
被
害
あ
り
・
な
し
」
の
情
報
を
速
や
か
に
収
集
し
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
行
政
（
都
道
府
県
、
監

督
部
、
本
省
等
）
等
に
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
先
の
倒
壊
、
半
壊
等
の
被
害
件
数
等
具
体
的

な
被
害
情
報
が
把
握
出
来
な
い
場
合
で
も
、「

被
害
あ
り
」「

被
害
な
し
」
と
言
っ
た
抽
象
的
な
情
報
も
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
が
、
こ
の
情
報
を
速
や
か
に
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
全
体
の
被
災
地
域
が
把

握
で
き
、
都
道
府
県
、
監
督
部
、
本
省
、
ま
た
中
央
連
絡
会
議
等
に
情
報
を
伝
達
し
、
関
係
団
体
が
速
や
か
に
災
害
対
策

を
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
確
実
に
履
行
す
る
こ
と
。

 

【
資
料
6
-
1
-
①
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
被
災
確
認
情
報
（
第
１
報
）
】
 

【
資
料
6
-
1
-
②
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
＜
緊
急
＞
報
告
書
参
照
】
 

【
旧

版
】
P

.3
9
、

1
～

8
行

目
 

ニ
．
な
お
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
対
し
て
は
、
災
害
時
の
報
告
は
「
被
害
な
し
」
も
報
告
す
る
よ
う
周
知
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
 

こ
れ
を
可
能
と
す
る
よ
う
災
害
時
は
「
被
害
な
し
」
も
含
め
報
告
す
る
よ
う
販
売
事
業
者
に
周
知
し
、
常
に
支
部
（
地

区
会
）
、
協
会
の
緊
急
連
絡
網
を
整
備
し
、
そ
の
組
織
が
機
能
す
る
か
ど
う
か
機
会
あ
る
ご
と
に
通
報
訓
練
を
し
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

【
旧

版
】
P

.3
8
、

下
か

ら
9
～

7
行

目

（
３
）
報
告
の
伝
達
等
 

 
 

①
第
一
報
で
は
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
支
部
［
地
区
会
］
を
含
む
。
）
及
び
同
協
会
所
属
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
は
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
（
自
治
体
に
よ
り
設
定
が
異
な
る
）
又
は
風
水
害
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
災
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
係
る
情
報
を
以
下
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
速
や
か
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
事
業
者
自
身
の
被
災
確
認
情
報
と
し
て
「
被
災
の
あ
る
・
な
し
」
を
報
告
す
る
こ
と
。
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
自
社
の
被
災
状
況
と
、
震
度
５
弱
以
上
（
自
治
体
に
よ
り
設
定
が
異
な
る
）
又
は
風
水
害

等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
地
域
の
情
報
を
以
下
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
所
属
す
る
各
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
に
対
し
、
速
や
か
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
自
身
の
被
災
確
認
情
報
と
し
て
「
被
災
の
あ
る
・
な
し
」
を
第
一
報

に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
。
 

【
旧

版
】
P

.3
9
、

1
6
～

2
5

行
目

 

イ
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
作
成
し
て
い
る
様
式
を
用
い
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
被
災
確
認
情
報
を
報
告
す
る
例
 

イ
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
作
成
し
て
い
る
様
式
を
用
い
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
被
災
確
認
情
報
を
報
告
す
る
例
 

 

イ
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
 
→
 
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
 

【
資
料

6
-
1
-
①
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
被
災
確
認
情
報
（
第
１
報
）
】

 
【
資
料
6
-
1
-
①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
被
災
確
認
情
報
（
第
１
報
）
】
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) 
 

ロ
）
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
 
→
 
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
 

【
資
料

6
-
1
-
②
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
＜
緊
急
＞
報
告
書
】
 

 

【
資
料

6
-
1
-
②
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
＜
緊
急
＞
報
告
書
参
照
】
 

ロ
．
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
被
災
確
認
情
報
を
報
告
す
る
例
 

【
資
料
7
-
1
 
災
害
時
等
被
災
確
認
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
】

ロ
．
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
被
災
確
認
情
報
を
報
告
す
る
例
 

【
資
料
7
-
1
 
災
害
時
等
被
災
確
認
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
】
 

 

②
第
二
報
以
降
の
報
告
、
連
絡
は
、
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
報
告
書
」
に
よ
り
、
報
告
す
る
こ
と
。
 

イ
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
 
→
 
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
 

【
資
料

6
-
2
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
報
告
書
［
販
売
事
業
者
用
］
】

ロ
）
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
 
→
 
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
 【

資
料
6
-
3
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
報
告
書
［
協
会
用
］
】

 
 

③
災
害
発
生
時
に
自
発
的
に
災
害
の
情
報
を
発
信
し
、
要
請
側
と
受
け
手
側
と
で
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
は
、
災
害

対
策
を
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
及
び
支
部
（
地
区
会
）
に
整
備
し
た
緊
急
連
絡
網
、

連
絡
体
制
が
機
能
す
る
か
ど
う
か
を
定
期
的
に
情
報
通
報
訓
練
・
防
災
訓
練
等
に
よ
り
確
認
し
、
①
～
②
に
記
載
し
た

事
項
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
お
く
こ
と
。
 

災
害
発
生
時
に
自
発
的
に
災
害
の
情
報
を
発
信
し
、
要
請
側
と
受
け
手
側
と
で
情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
は
き
わ
め
て

重
要
で
あ
り
、
定
期
的
に
情
報
通
報
訓
練
・
防
災
訓
練
を
通
じ
、
実
行
性
の
あ
る
も
と
す
る
こ
と
。
 

【
旧

版
】
P

.3
9
、

1
9
～

2
1

行
目

 

 

こ
れ
を
可
能
と
す
る
よ
う
災
害
時
は
「
被
害
な
し
」
も
含
め
報
告
す
る
よ
う
販
売
事
業
者
に
周
知
し
、
常
に
支
部
（
地
区

会
）
、
協
会
の
緊
急
連
絡
網
を
整
備
し
、
そ
の
組
織
が
機
能
す
る
か
ど
う
か
機
会
あ
る
ご
と
に
通
報
訓
練
を
し
て
確
認
す
る

と
と
も
に
、
情
報
発
信
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

  

【
旧

版
】
P

.3
8
、

下
か

ら
9
～

7
行

目

（
４
）
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
お
け
る
連
絡
体
制
 

④
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
連
絡
体
制
 

 

①
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
支
部
（
地
区
会
）
及
び
所
属
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
と
の
緊
急
連
絡
網
等
の
連
絡

体
制
を
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
。
 

②
災
害
対
策
要
綱
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
は
、
支
部
（
地
区
会
）
及
び
所
属
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
と
の
連
絡
に
つ
い

て
次
の
事
項
を
規
定
す
る
こ
と
。
 

災
害
発
生
後
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
か
ら
の
情
報
収
集
及
び
安
否
確
認
等
の
方
法
と
し
て
、
各
県
協
会
の
実
情
に
合

わ
せ
て
緊
急
連
絡
網
の
組
織
整
備
を
図
り
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
又
は
支
部
(
地
区
会
)
等
か
ら
要
請
が
な
く
て
も
ま

た
、
被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
く
て
も
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
報
告
書
」
を
報
告
す
る
こ
と
を
定
め
た
災
害
対
策
要
綱
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
す
る
こ
と
。
 

【
旧

版
】
P

.3
9
、

9
～

1
5

行
目

 

イ
．
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
害
状
況
報
告
書
」
等
の
報
告
・
情
報
の
伝
達
に
用
い
る
書
式
 

ロ
．
報
告
・
情
報
の
伝
達
方
法
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
）
 

ハ
．
第
一
報
時
の
伝
達
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
時
間
、
発
災
の
直
後
・
当
日
・
翌
日
等
）
 

ニ
．
第
二
報
以
降
の
報
告
・
情
報
の
伝
達
 

支
部
(
地
区
会
)
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
か
ら
の
情
報
及
び
安
否
を
速
や
か
に
取
り
纏
め
、
情
報
要
請
方
法
（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
）
、
要
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
時
間
、
直
後
、
当
日
、
翌
日
等
）
、
情
報
提
供
の
書
式
等
を
取
り
決
め

た

方
法
に
よ
り
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
報
告
す
る
こ
と
。
 

 

 
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
災
害
発
生
時
の
第
一
報
の
あ
り
方
を
含
め
情
報
収
集
と
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
取
り
決
め
て
お

く
こ
と
。
 

【
旧

版
】
P

.4
1
、

1
～

2
行

目
 

  

【
資
料
7
-
2
 
高
知
県
に
お
け
る
情
報
収
集
体
制
（
(
一
社
)
高
知
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
）
】

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
以
上
の
点
を
考
慮
し
、
災
害
時
の
活
動
が
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
支
部

（
地
区
会
）
と
の
連
絡
体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
。
 

【
資
料
7
-
2
 
高
知
県
に
お
け
る
情
報
収
集
体
制
（
(
一
社
)
高
知
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
）
】
 

【
旧

版
】
P

.4
1
、

3
～

5
行

目
 

③
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
支
部
［
地
区
会
］
を
含
む
。
）
自
身
が
被
災
し
た
場
合
の
連
絡
体
制
、
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
、
代
替
措
置
等
に
つ
い
て
、
害
対
策
要
綱
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
規
定
し
て
お
く
こ
と
。
 

ま
た
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
支
部
と
の
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
に
予
め
取
り
決
め
た
方
法
に
よ
り
、
情
報
を

収
集
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
支
部
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
安
否
確
認
を
す
る
こ
と
。
 

【
資
料
 
 
6
-
2
 
6
-
3
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況
報
告
書
参
照
】
 

【
旧

版
】
P

.3
9
、

1
5
～

1
7

行
目

 

 
ま
た
、
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
支
部
自
身
が
被
災
し
た
場
合
、
要
員
不
足
に
陥
り
情
報
収
集
・
発
信
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
か
ら
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
或
い
は
、
被
災
地
域
以
外
の
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
な
ど
か
ら
人
的
支
援
を
行

う
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
 

【
旧

版
】
P

.3
8
、

2
～

4
行

目
 

 
（
５
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
お
け
る
連
絡
体
制
等
 

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
所
内
に
お
け
る
連
絡
体
制
 

【
旧

版
】
P

.3
9

下
か

ら
9

行
目

～
 

 
①
事
業
所
内
に
お
け
る
連
絡
体
制
、
従
業
員
の
行
動
原
則
 

 
P

.4
0
、

6
行

目
 

 
既
往
の
災
害
に
お
い
て
も
不
正
確
な
情
報
に
よ
り
混
乱
を
生
じ
た
事
実
を
踏
ま
え
、
正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
に
各

事
業
所
の
現
状
に
即
し
た
連
絡
体
制
並
び
に
交
通
・
連
絡
通
信
網
が
災
害
に
よ
り
被
災
し
て
機
能
し
な
い
場
合
も
含
め

た
従
業
員
の
行
動
原
則
を
次
の
イ
～
ハ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
各
々
定
め
て
お
く
こ
と
。
 

イ
．
事
業
所
内
に
指
揮
命
令
系
統
の
責
任
者
及
び
情
報
収
集
連
絡
係
の
専
任
者
を
予
め
選
任
す
る
こ
と
。
 

ロ
．
連
絡
体
制
 

イ
）
就
業
時
間
内
に
お
け
る
体
制
 

ロ
）
夜
間
、
休
日
等
就
業
時
間
外
に
お
け
る
体
制
 

既
往
の
災
害
に
お
い
て
も
不
正
確
な
情
報
に
よ
り
、
か
え
っ
て
混
乱
を
生
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
 

正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
事
業
所
内
に
指
揮
命
令
系
統
の
責
任
者
及
び
情
報
収
集
連
絡
係
の
専
任
者
を
予
め
選
任
す

る
こ
と
。
 

ま
た
、
連
絡
体
制
は
、
事
業
所
の
現
状
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

こ
の
場
合
の
連
絡
体
制
は
、
 

イ
）
就
業
時
間
内
に
お
け
る
体
制
 

ロ
）
夜
間
、
休
日
等
就
業
時
間
外
に
お
け
る
体
制
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ハ
．
従
業
員
の
行
動
原
則
 

 

イ
）
連
絡
先
（
社
内
・
系
列
関
連
事
業
者
・
関
係
機
関
）
 

ロ
）
出
社
場
所
 

ハ
）
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
施
設
リ
ス
ト
及
び
分
担
 

ニ
）
ガ
ス
漏
れ
時
の
対
応
 

ホ
）
必
要
な
資
機
材
の
確
認
 

体
制
を
定
め
る
と
共
に
、
交
通
・
連
絡
通
信
網
が
災
害
に
よ
り
被
災
し
、
機
能
し
な
い
場
合
も
含
ん
だ
従
業
員
の
行
動

原
則
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
定
め
て
お
く
こ
と
。
 

イ
）
連
絡
先
（
社
内
・
系
列
関
連
事
業
者
・
関
係
機
関
）
 

ロ
）
出
社
場
所
 

ハ
）
緊
急
対
応
・
応
急
点
検
施
設
リ
ス
ト
及
び
分
担
 

ニ
）
ガ
ス
漏
れ
時
の
対
応
 

ホ
）
必
要
な
資
機
材
の
確
認
 

 
②
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
の
整
備
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
地
震
に
よ
る
ガ
ス
の
遮
断
情
報
が
自
動
的
に
集
中
監
視
セ
ン
タ
ー
に
入
り
、
被
害
情
報

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
簡
易
な
地
震
計
と
し
て
被
害
地
域
の
把
握
が
可
能
で
、
重
点
的
な
対
策
を
速

や
か
に
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
災
害
現
地
の
被
災
状
況
を
把
握
し
、
被
災
地
の
復
旧
対
応
に
役
立
っ
た
等
の
奏

功
事
例
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
記
載
し
た
。
 

【
資
料
1
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
保
安
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
奏
功
事
例
】

③
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
の
整
備
 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
地
震
に
よ
る
ガ
ス
の
遮
断
情
報
が
自
動
的
に
集
中
監
視
セ
ン
タ
ー
に
入
り
、
被
害
情
報
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
簡
易
な
地
震
計
と
し
て
被
害
地
域
の
把
握
が
可
能
で
、
重
点
的
な
対
策
を
速
や
か

に
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
 

な
お
、
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
災
害
現
地
の
被
災
状
況
を
把
握
し
、
被
災
地
の
復
旧
対
応
に
役
立
っ
た
等
の
奏
功

事
例
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
記
載
し
た
。
 

【
資
料
1
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
保
安
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
奏
功
事
例
】
 

【
旧

版
】
P

.4
0
、

7
行

目
 

 
（
６
）
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
各
地
方
公
共
団
体
等
関
係
機
関
と
の
連
絡
体
制
 

以
下
、
省
略
 

⑤
都
道
府
県
、
市
区
町
村
か
ら
の
要
請
・
連
絡
 

以
下
、
省
略
 

 

 
（
７
）
自
主
防
災
組
織
と
の
連
絡
体
制
 

以
下
、
省
略
 

⑥
自
主
防
災
組
織
と
の
連
絡
体
制
 

以
下
、
省
略
 

 

 
（
８
）
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
と
の
連
絡
体
制
 

以
下
、
省
略
 

⑦
日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会
と
の
連
絡
体
制
 

以
下
、
省
略
 

 

 
３
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
防
災
体
制
・
災
害
対
策
 

 
 
以
下
、
省
略
 

２
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
防
災
体
制
・
災
害
対
策
 

 
 
以
下
、
省
略
 

【
旧

版
】
P

.3
6
、

1
行

目
～

P
.3

7
、

1
0

行
目

を
移

動
 

 
3
-
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
平
常
時
の
対
策
 

 
 
以
下
、
省
略
 

2
-
1
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
平
常
時
の
対
策
 

 
 
以
下
、
省
略
 

 

 
（
3
）
中
核
充
填
所
の
連
携
体
制
の
整
備
 

以
下
、
省
略
 

（
4
）
中
核
充
填
所
の
連
携
体
制
の
整
備
 

以
下
、
省
略
 

【
旧

版
】
P

.4
1
、

下
か

ら
1
0

行
目

 

 
（
4
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
点
検
・
復
旧
体
制
の
整
備
 

（
5
）
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
点
検
・
復
旧
体
制
の
整
備
 

【
旧

版
】
P

.4
2
、

下
か

ら
1
4

行
目

 

 
（
5
）
顧
客
の
保
安
デ
ー
タ
等
の
確
保
 

（
6
）
顧
客
の
保
安
デ
ー
タ
等
の
確
保
 

【
旧

版
】
P

.4
5
、

表
の

下
1

行
目

 

 
（
6
）
防
災
・
災
害
に
関
す
る
教
育
・
訓
練
 

（
7
）
防
災
・
災
害
に
関
す
る
教
育
・
訓
練
 

【
旧

版
】
P

.4
6
、

図
の

下
1

行
目

 

 
3
-
2
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
災
害
発
生
後
の
活
動
 

2
-
2
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
の
災
害
発
生
後
の
活
動
 

【
旧

版
】
P

.4
8
、

1
行

目
 

 
４
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
の
防
災
体
制
・
災
害
対
策
 

３
．
都
道
府
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
等
の
防
災
体
制
・
災
害
対
策
 

【
旧

版
】
P

.4
9
、

1
行

目
 

 
4
-
1
 
一
般
消
費
者
等
へ
の
保
安
啓
発
 

3
-
1
 
一
般
消
費
者
等
へ
の
保
安
啓
発
 

【
旧

版
】
P

.4
9
、

4
行

目
 

 
4
-
2
 
指
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定
 

3
-
2
 
指
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定
 

 

 
4
-
3
 
防
災
協
定
等
の
見
直
し
 

3
-
3
 
防
災
協
定
等
の
見
直
し
 

 

 
4
-
4
 
地
域
協
力
体
制
の
整
備
 

3
-
4
 
地
域
協
力
体
制
の
整
備
 

 

 
4
-
5
 
企
業
の
枠
を
超
え
た
点
検
・
調
査
の
ル
ー
ル
作
り
 

3
-
5
 
企
業
の
枠
を
超
え
た
点
検
・
調
査
の
ル
ー
ル
作
り
 

 

 
4
-
6
 
応
援
・
受
入
れ
体
制
の
整
備
 

3
-
6
 
応
援
・
受
入
れ
体
制
の
整
備
 

 

 
4
-
7
 
通
信
体
制
 

3
-
7
 
通
信
体
制
 

 

 
4
-
8
 
緊
急
車
両
等
 

3
-
8
 
緊
急
車
両
等
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4
-
9
 
流
出
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
回
収
体
制
の
確
立
 

3
-
9
 
流
出
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
回
収
体
制
の
確
立
 

 

 
５
．
一
般
消
費
者
等
に
お
け
る
防
災
対
策
 

４
．
一
般
消
費
者
等
に
お
け
る
防
災
対
策
 

 

 
5
-
1
 
日
頃
の
準
備
事
項
 

4
-
1
 
日
頃
の
準
備
事
項
 

 

 
5
-
2
 
災
害
発
生
時
の
措
置
及
び
注
意
事
項
 

4
-
2
 
災
害
発
生
時
の
措
置
及
び
注
意
事
項
 

 

 
5
-
3
 
大
規
模
地
震
発
生
後
の
措
置
及
び
注
意
事
項
 

4
-
3
 
大
規
模
地
震
発
生
後
の
措
置
及
び
注
意
事
項
 

 

 
5
-
4
 
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
措
置
及
び
注
意
事
項
 

4
-
4
 
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
措
置
及
び
注
意
事
項
 

 

 
６
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
応
急
供
給
に
関
す
る
対
策
 

５
．
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
応
急
供
給
に
関
す
る
対
策
 

 

 
6
-
1
 
臨
時
的
ガ
ス
の
供
給
 

5
-
1
 
臨
時
的
ガ
ス
の
供
給
 

 

 
6
-
2
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料
器
具
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
確
保
 

5
-
2
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料
器
具
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
の
確
保
 

 

 
6
-
3
 
円
滑
な
復
旧
の
た
め
の
啓
発
活
動
 

5
-
3
 
円
滑
な
復
旧
の
た
め
の
啓
発
活
動
 

 

 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
央
関
係
団
体
連
絡
先
 

 
名
 
 
称
 

〒
 

所
在
地
 

電
話
 

１
 

～
 

４
 

略
 

略
 

略
 

略
 

５
 

日
本
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
工
業
会
 

1
0
5
-
0
0
0
1
 

港
区
虎
ノ
門
1
-
8
-
1
3
 
虎
ノ
門
上
野
ビ

ル
 
4
F
 

0
3
-
3
5
0
4
-
8
0
2
1

６
 

～
 

９
 

略
 

略
 

略
 

略
 

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
央
関
係
団
体
連
絡
先
 

 
名
 
 
称
 

〒
 

所
在
地
 

電
話
 

１ ～ ４

略
 

略
 

略
 

略
 

５
日
本
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
工
業
会
 

1
0
5
-
0
0
0
1

港
区
虎
ノ
門
1
-
8
-
1
3
 
虎
ノ
門
上
野
ビ

ル
内
 

0
3
-
3
5
0
4
-
8
0
2
1
 

６ ～ ９

略
 

略
 

略
 

略
 

 

【
旧

版
】
P

.1
5
2
 

下
段

表
 

 
経
済
産
業
省
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
行
政
機
関
連
絡
先
 

 
機
関
名
 

〒
 

所
在
地
 

ビ
ル
名
等
 

電
話
 

１
 

～
 

４
 

略
 

略
 

略
 

略
 

略
 

５
 

中
部
近
畿
産
業
保
安
監
督
部
 

4
6
0
-
8
5
1
0
 

名
古
屋
市
中
区
三

の
丸
2
-
5
-
2
 

中
部
経
済
産
業

局
総
合
庁
舎
 

0
5
2
-
9
5
1
-
0
2
9
1

６
 

～
 

1
0
 

略
 

略
 

略
 

略
 

略
 

 

経
済
産
業
省
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
行
政
機
関
連
絡
先
 

 
機
関
名
 

〒
 

所
在
地
 

ビ
ル
名
等
 

電
話
 

１ ～ ４

略
 

略
 

略
 

略
 

略
 

５
中
部
近
畿
産
業
保
安
監
督
部
 

4
6
0
-
8
5
1
0

名
古
屋
市
中
区
三

の
丸
2
-
5
-
2
 

 
0
5
2
-
9
5
1
-
0
2
9
1
 

６ ～ 1
0

略
 

略
 

略
 

略
 

略
 

 

【
旧
版
】
P
.
1
5
3
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